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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『無能』

　悪魔は言った。

『無能、無能、どいつもこいつも全員無能。よって、洋上水晶魔法学園グリモノアは現時刻をもって廃校処分とする!!』













　暗い室内で、デジタルの目覚まし時計が電子音を鳴らしていた。

　歌うた貝がいカルタが思わず大きなベッドの上から手を伸ばそうとしたところで、指先がボタン以外の何かに触れた。まるで、本屋さんで欲しかった本を手に取ろうとした時に、他のお客さんの指先とぶつかってしまったような、あの感覚。

　怪け訝げんに思うカルタに、暗がりの中で誰かが言った。

「なぁーによ、優等生。こんな早くにセットしちゃって。アンタ自主練でもやってるの？」

「マリカ？」

　聞き慣れた声に目を細めて見れば、闇の中に少女らしいシルエットがぼんやりと浮かんでくるのが分かった。

　同い年の昔むかし馴な染じみ。長い髪を赤みの強い金髪、ストロベリーブロンドに染めて巻き髪っぽいツインテールにしちゃった、小柄な割にメリハリの利きいたスタイルの女の子。……のはずだが、ちょっとおかしい。いくら何でも、普通に衣服を着ている女の子が暗がりの中であれだけはっきりと女性らしいボディラインが浮かび上がるものなのか。

　嫌な予感がして、歌うた貝がいカルタはベッドの中でこう尋ねる。

「ちょっと待ったマリカ」

「何よ今さら。一緒にお風ふ呂ろも布ふ団とんも入った仲でしょー？　それに自慢じゃないけど私の部屋がどうなってるか分かるよね。ネット通販で新作水着買い込み過ぎたおかげでまたまた山積み、足の踏み場もない倉庫状態。こっそりヘルプを求めに来るのなんて一度や二度じゃないでしょうに」

「それもそれで問題だけど、そうじゃなくて、まさかその格好……」

「これ？」

　艶なまめかしいシルエットは無駄に腰へ両手を当てて、

「アンタ知ってるよね？　私、裸じゃないと眠れないって話」

「うわあーっ!!」

　あまりの衝撃に大きなベッドから転げ落ちた。

　本当に最後の抵抗で、床に転がりながらも足の指に引っかかっていたシーツを宙へ放り投げる。頭から被かぶる羽目になった少女が布越しにくぐもった声で抗議を上げてきた。

「ふぁによー、幼おさな馴な染じみの出で涸がらしじゃお目汚しとでも言うの？」

「ちがっ、根本的に……!!」

（……ひいいー!!　素数か、円周率か、とにかく何でも良いいから気を紛らわせろっ！　そうだ水晶魔法についての予習と復習をカンペキに……!?）

　カルタはわたわたと認識を改めようとしたが、ここで不運が重なった。ＩｏＴ家電なんて変にいじくるんじゃなかった。目覚ましセットから三分後、起床サポートサービスの設定に合わせて電動カーテンが自動的に左右へ引かれていったのだ。

　人間の体内時計は太陽光と密接に関わっていて、例えば時差ボケからの復帰プログラムには人工的に光量を増減させるといった方式も採用されている。

　のだが、ここで歌うた貝がいカルタの心臓にガツンときたのは部屋いっぱいに差し込む朝日ではなく、その照り返しを受けて眩まばゆく輝くツインテールの裸身の方だった。

　もちろん直前にシーツを蹴り上げていたため、ある程度は少女の体は隠されていたのだが、

「おはようカルタ君、今日も素晴らしい青空よ？」

「ばはっ！　まっ、まりまりマリカ!!　もうちょい、もうちょいちゃんと隠そうか!?」

「良いいって良いいって、このままシャワー浴びちゃうから。あっ、朝シャン私が先で良いいよね？」

「あうあうあう」

「お先に譲ってもらえるならご褒ほう美びとして、朝っぱらから乙女の残り香に包まれた幸せなシャワータイムを堪たん能のうできますけど？」

「あうあーっ!!」

（あわわあわあわようは俺達人間はおっぱい天気を直接操る事はできないけど高気圧とか低気圧とかの気象情報を読んで『流れに乗っかる』事で災害を防いだり大規模な農業を成功おっぱい水晶魔法でつまり切手よりも小さなプリント基板で水晶花を電子制御しその中に神の名を封入おっぱいおっぱいつまり手から炎を出すとか空を飛ぶとか奇跡のような現象が起こせる訳であってあはアハハダメだやっぱり意識するってえーッッッ!!）

　色々な理由で頭が爆発したカルタの叫びを受けて満足したのか、けらけらと笑いながらシーツ一枚の雨あま脚あしマリカはバスルームへ消えていった。

　ややあって、扉一枚隔てて聞こえる水音にこれまた煩はん悶もんさせられる少年だったが、落ち着きなく行ったり来たりする少年の足がふと窓まど際ぎわにあった樹脂の塊にぶつかった。

　笹ささの葉はにも似た形だが、寝そべったカルタよりも大きい。一人乗りのボートの上に丸いカバーをつけたようなその正体は、民間宇宙機の試作モデルだ（そりゃあ大気圏外の宇宙ステーションから放てば小旅行くらいはできるかもしれないが、多分孤独で死ぬ）。ここ最近は宇宙開発のハードルも低くなったので、『学校』にもこんな代物がゴロゴロ転がっているものなのだ。

　ふう、と一息ついて屈かがみ込こみ、改めて宇宙機の表面をノックするように軽く叩たたく。

　応じるように、向こうからもコンコン。

「……大騒ぎして済まない、起こしちゃった？」

　もう一度コンコン。気にするなと言っているように聞こえた。

　それからカーテン全開の窓の方へ目をやる。

　部屋には大きなベッド、テーブルが一つ、電子レンジや電気ポットなどはあるが、キッチンやダイニングは存在しない。先ほどツインテールのマリカが入ったバスルームはトイレとセットになったユニットバス。こう聞くと、まるでホテルの部屋みたいだと思う人もいるだろう。

　近いが、違う。

　窓の外は大海原だった。それも日本の海とは明らかに違う、赤道直下のエメラルドに輝く熱い海。ここは全長五〇〇メートルの、原子力空母の二倍近い巨大船舶の中なのだ。

　そして。

　ゴッ!!　と窓のすぐ外を何かが横切った。

　分厚い強化ガラスをビリビリと震わせたものの正体は、歌うた貝がいカルタの動体視力が狂っていない限りは、人間のように見えた。それも手足に装甲、背中に翼、半透明の鋭角的な特殊素材で覆われた、カルタと同じ年代の女子高生だ。

　世界的に見れば珍しいのかもしれない。

　だが『その一員』たる歌うた貝がいカルタには、幼おさな馴な染じみの裸身よりも見慣れた光景だった。

「……洋上水晶魔法学園グリモノア、か」

　改めて、自分が立っている場所、所属している勢力について思いを馳はせる。

　そう。

　彼もまた、胸に新世代の『水晶花』を挿す魔法使いの一人なのだ。







「何よ、シャワー浴びなかったの？　ばっちいヤツね」

　湯上がりで桜色の肌な幼おさな馴な染じみに言われて、おざなりに顔だけ洗った歌うた貝がいカルタは閉口していた。あんな女の子の匂いがむんむんになっちゃってるシャワールームに長時間留まっていたら血圧がどうかしてしまいそうだとは口に出して認めたくなかった訳だ。

　彼らが纏まとっているのはこの『学校』の制服。

　どちらも紫系のブレザーなのだが、赤道直下という立地だとあまり評判は良くない。一部、頻繁に女子生徒のシャワーシーンの機会に恵まれるとして狂喜乱舞している層もあるらしいのだが、カルタは当てはまらなかった。単純に汗が鬱陶しい。

　せめてもの抵抗とばかりに、カルタは羽織ったブレザーの下にワイシャツではなくランニングシャツを着ていた。

「アンタこれから自主練でしょ」

「マリカはどうすんの？」

「まーだ学食やってる時間じゃないし、付き合うわよ。『全学大会カタストロフ』も近いし、何よりお腹なかを空かせた方がご飯は美味おいしくなるものだし」

　適当に言い合いながら二人して部屋を出ると、隣の部屋からクラスメイトの風かざ向むきゲキハが顔を見せてきた。

　カルタと同じ部屋から（シャワー直後の濡ぬれ髪がみで）出てきたところを見られても気にするマリカではない。キョトンとしたまま彼女からこう話しかけていた。

「何よ、アンタも自主練？　うちのクラスってそんなに真面目ちゃんばっかりだったの？」

「……隣人の気持ちも考えろ。おめーらの夫婦漫才が壁突き抜けたおかげで俺はここんとこいっつも早寝早起きなんだよ……」

「悪い。だけど訂正はさせてもらう、夫婦漫才じゃあないんだ」

　何だかんだでゲキハも付き合う流れになった。今からでは二度寝するにも半はん端ぱなので、時間を無駄にしたくないのだろう。だらしなく制服を着崩し、ポーズで不良ファッションやってますみたいな格好のゲキハだが、本当に頭が悪いなら洋上水晶魔法学園には入れない。

「自主練って言ってもどこでやってる訳？　体育館、プール？」

　マリカの質問は、端的にこの船の大きさを示していた。

　生徒・教職員合わせて七〇〇人以上の生活空間、各種の教室、実験室、挙げ句に講堂、体育館、屋内プール。その全てが一隻の船の中に収まっている。『水晶花』なんて持ち出さなくても、これだけで魔法みたいな話だった。

　水晶魔法は特別な使い手だけのものだが、彼らが生んだ副産物は世界中に散らばった。いうなれば莫ばく大だいな火力と鉄工所の関係だ。数々の新素材やそれを最高効率で扱う様々な新技術の実用化によって最も恩恵を受けたのは、建造、建築分野だろう。

　平たく言えばビルは超高層化し、地下はどこまでも広がり、船や飛行機はとことん大型化した。世界の景色は一変したのだ、既存の積み重ねによって。

　ただし、

「どこだって良いいんだけどね。ほら、俺の『水晶花』はちょっと変わっているからさ」

「ああ」

「まあ、な」

「だからそっちに合わせるよ。どこだったら思い切り羽が伸ばせそうなんだ？」

　歌うた貝がいカルタが譲った事で、今日の練習場所は決まった。

　豪華客船の二倍に匹敵するサイズの巨大な船の、一番後部。ヘリポートになっている広大な平面に三人してやってくる。

　すでに結構な数の生徒達が集まっていたが、別にヘリポートの上でボールを蹴ったり取っ組み合いをしている訳ではない。

　落ちているのだ。

　ヘリポートの縁から、エメラルド色に輝く海へ。

「テスカトリポカ、励起」

　隣で、巻き髪っぽいツインテールのマリカが囁ささやいた。

　直後に胸に挿していたガラスの花のようなものが蠢うごめく。切手よりも小さなプリント基板から発せられた電気信号が髪の毛よりも細いケーブルを伝い、そして花が開く。開花。そこからバラバラに砕け散る。自壊した透明な粒子は少女の全身を取り巻き、手足を包む冷たい装甲となり、その各部から刃のように鋭い翼を伸ばしていった。

　他に特徴的なのは水晶のように半透明な、レイピア状のデバイスか。もちろん研いだ刃で切り裂くなんて原始的な理論ではなく、超高速振動や熱源化、分子を繫つなぐ電子間の活動阻害など様々な上乗せをしてあるはずだが。

　花弁については気にする必要はない。こうしている今も、散った分だけひとりでに補充されていく。

「トール、励起」

　やはり、ゲキハも囁ささやく。

　彼の場合は背中一面から一〇枚もの大きな翼を湧き出させた。

　こちらの武器はかなりゴツい。素材こそマリカと同じ華きや奢しやな水晶を思わせるが、内実は身長よりも巨大なチェーンソーにガトリング砲を寄り添わせたようなデザインだ。これを片手一本で気軽に振り回しているのも含めて『水晶魔法』の恩恵とでも呼ぶべきか。

　と、一口に水晶魔法と言っても扱う神格によって取り回す『力』には随分と差がある訳だ。例えばマリカのテスカトリポカなら『光』を軸に、風かざ向むきゲキハのトールなら『電子』を軸に、種々様々な現象を起こして武装化する。

　歌うた貝がいカルタはそっと息を吐いた。

　それから笑って片手を振る。

「いってらっしゃい」

　応じるように笑って、二人もまたヘリポートの縁から飛び降りた。

　だがいつまで経たっても水を破る音はない。代わりに鋭い笛のような音が炸さく裂れつした。見下ろせばエメラルドの海を引き裂くようにして、海面すれすれを自在に移動する二つの影がある。

　ジェット戦闘機よりも高速で、フィギュアスケートよりも繊細。

　完全にロックオンされた状態から七〇発ものミサイルを連続回避し、条件次第では艦載迎撃レーザーさえ振り切るという『伝説』が囁ささやかれるその姿。

　一人残されたカルタの、胸の花が微細に振動していた。

　それはすぐに人の声を作る。

　はるか高みのクラスメイト、マリカとゲキハのものだ。

『ひゅう！　じゃあ最初は連携から行くか。スラローム、印つけるから交差挙動で合わせてくれい!!』

『アンタと実戦で編隊組むなんてありえないと思うけど、まあ練習だしね』

『にしても、やーっぱ先輩方はすげえよなあ』

『チッ、今日も上から悠々と見下ろしてくれちゃってさ』

　カルタもまた、海ではなく空を見上げていた。

　ある種の特殊な花粉を体内に取り込む事で、『乗る』でも『着る』でもなく『生やす』装甲を獲得した水晶魔法使い達。従来の杖つえやカードセットと違って手持ち、接続時のエネルギーロスを完全にゼロにした魔法超伝導とでも言うべき存在。挙げ句に地球の中心核にあるとされる『原初の水すい晶しよう胚はい』と宇宙から降り注ぐ様々な力がぶつかり合ってオカルトな高気圧や低気圧のような『力の渦』がランダムに発生する世界で、電子制御の水晶花に従う事で効率的に畑を耕したり船の帆を張る感覚で様々な超常現象に手を伸ばす化け物達。そう、かつての神官や巫女みこが創世から滅亡までを担になう天球儀やカレンダーに則のつとって神事を為なす事で、一個人でありながら多くの民衆を統括し文明を形作る力をも手に入れたのと同じように。

　そんな王たる彼らでも、明確な序列がある訳だ。

　輝く海面を猛烈な速度で疾走するマリカやゲキハ。しかし、そんなクラスメイト達のさらに頭上を飛び交う特異なシルエットがいくつもあった。翼をはためかせる天使にも悪魔にも見えるそれらは、カルタの先輩達。おそらく二年生レギユレーシヨン２だろう。

　まるで小さなカートとフォーミュラ１。一年生レギユレーシヨン１に過ぎないカルタ達では、『全学大会カタストロフ』で共に戦い挑戦する資格すら与えられない。

　……飛び級カテゴリエラーと呼ばれる特殊制度を使わない限りは。

『きっひっひ。あんまり熱心に見上げているとパンチラ覗のぞき野や郎ろうと誤解されるぞう？』

「っ!?」

　びくつくカルタに、ケタケタ笑いながらマリカまで言葉で追撃してくる。

『あのヘタレ幼おさな馴な染じみは安あん全ぜん牌パイとして他の学年まで知れ渡っているから大丈夫よ。にしても、やっぱり三年生レギユレーシヨン３は顔も出さない、か』

『次元の向こう側ってヤツじゃね？』

『流石さすがに眉唾だと思うけどねえ。でもあの生徒会長ならやりかねないか』

　彼ら水晶魔法使いは揚力やジェット噴射を使って空を飛んだり海面を滑るように移動している訳ではない。

　水晶魔法は励起振動を利用して空間や次元を震わせて見えない帆を張り、オカルトな高気圧や低気圧が作る大きな流れに乗る力を人に与える。それでもやっぱり物理的な抵抗、取っ掛かりが多いに越した事はないようで、一年生は海、二年生は空、と扱うフィールドは変わってくる。

　では三年生はどうか。

『伝説』によれば、極限まで励起振動を高めると次元が限界を迎えて破断してしまうのだとか。彼らは次元の裂け目に潜り、その向こう側さえ自分の領域にしてしまっているらしいと聞く。平たく言えば次元跳躍、ワープやテレポートをものにしているという訳だ。

（水の上を走れ、空を飛べ、次元を渡れ。……まあ、どれもこれも無理難題だけど、イメージのしやすさだけなら確かに順当なのかなあ？）

　そこまでするには訳がある。

　そんな『力』を手に入れなければならないほどの、合理的かつ切迫した理由が。

『フリーで飛んでるドローンに狙いを定めるぞ。Ａ00からＮ99までマーク、俺が追い立てるからお前がトドメだ、目標は三〇秒。マリカお嬢ちゃんにできるかにゃーん!?』

『ああもう、乱射バカの光学ガトリングと組むなんておっかない！　アンタこそ空飛んでる先輩方に当てるんじゃないわよ！』

『どうせ当たっても死なねえだろ、空間振動領域で守られてんだから。しかも障壁ぶち抜かれたって基本的に不死身なんだしよ』

　カルタ達は水晶魔法の恩恵があればたとえ手足を吹き飛ばされても再生できる。致命傷以外なら破損部位が即座に水晶化し、三〇秒キープすれば元通りだ。……ただし、再生準備中にもう一度攻撃を受けて砕かれればチャンスは消えるが。

　致命傷の場合は全身が水晶化する。

　この場合の再生期間は不明。というより、傷の程度による。喉を切られた程度なら一年未満で何とかなるかもしれないが、胴体切断や全身バラバラになれば一〇〇年でも足りない。まして元の肉体が揃そろっていない場合は、この桁がさらに一〇倍、一〇〇倍と膨らんでいく。感覚的には『じわじわと回復していくコールドスリープ』に近いのかもしれない。

「おかしな事を言っても良い？」

『おめーは大抵いつも変だから心配すんな。で？』

「俺はやっぱり、水晶魔法使いだろうが何だろうが致命傷を負ったら死ぬと思う。だって怪我けがの回復と致命傷の再生って明らかにモードが違う。再生の時は衣服も一緒に固まるみたいだし。なんていうか、魂の入ったままの回復と、魂の入っていない再生っていうか」

『エジプト辺りのミイラの話？　あれって蘇よみがえった魂の引き取り先がなくなると困るから当人の死体を保存しているんだったわよね』

『何でも良いいだろ、どっちにしたって首切り落とされようが心臓ぶち抜かれようがカムバックできるってんだからよ』

　これが人生にやり直しのチャンスがあるコンティニュー権と受け取るか。

　死ぬに死ねない、さまよえる罰当たり達と受け取るかは主義や信条で変わるだろう。

「……、」

　飛行、障壁、そして修復。

　ここまでが水晶魔法使い全員共通の『プリセット』。つまりは、まだ基本。

　さらには装甲として纏まとう神格に応じた個別の『スキル』が備わっているというのだから、まったく大盤振る舞いだ。

『これでもメインはチェーンソー使った接近戦なのだぜ？　どうせ回転機構を採用したなら可能な限り有効に活用してやらんとなあ』

『何にしたってお上品さが欠けているけどね。……てかアンタのトール最大の利点はブーメラン的な変則軌道の飛び道具でしょ？　何でまた近接をゴテゴテ仕込んでんだか』

　わいわい言いながら楽しそうに海を渡っている二人をヘリポートから見やるカルタ。

「『脅威』なんてさ、ほんとにいると思うか？」

　ついポツリと言った歌うた貝がいカルタの言葉に、辟へき易えきしたように風かざ向むきゲキハからの返答があった。

『知るかよ、情報封鎖のおかげで何にも分かりゃしねえ。人間なのか、化け物なのか。動物なのか、植物なのか。生き物なのか、機械なのか。ミクロなのか、マクロなのか。サッパリってヤツだ。下手すりゃモノホンの神とか悪魔とかかもな』

『でも、確かに世界中の街が消えてる。場合によっては小さな国レベルでも。消しゴムでザッと擦ったように奇麗な消滅。それだけは事実でしょ』

　柔らかい手でそっと腹の真ん中を押されるような、そんな重圧だった。

　世界中で街や国が消えている。

　それも決まって、一夜にして。抵抗らしい抵抗もできずに。

　元凶については一切公表されず。民間衛星などでもマスキングがかかって観察不可能。だからこそ、様々な憶測だけが不気味に膨らんでいく。

　全世界から隠さなければならないものとは、何か。

　この学園が船の形をしているのもそれが理由だ。周囲に大小無数の護衛艦が侍はべっているのも。どんな大国の首都も、地下深いシェルターも、世界の果てにある秘密の花園も、もはや決まった土地に拠点は置けない。

　脅威。

　実際にはオカルトじみたものではないのかもしれない。蓋を開ければ順当な戦力、敵兵が待っているだけかもしれない。だけど情報封鎖のおかげで原因や過程がすっ飛ばされ、結果だけを突き付けられる側からすれば立派な悪夢だ。

「何も知らずにただ戦えって言われても困るよな……」

『ある日突然のサプライズパーティの時に困らないようにするための巨大な学校に「全学大会カタストロフ」なんでしょ』

『全学大会カタストロフ』はレギュレーションで区分されているとはいえ、この洋上水晶魔法学園の生徒達に明確な序列をつける一大イベントだ。しかしその実態は生徒同士を殴り合わせるような格闘大会や、身体能力を測る運動会に学習能力を測る期末テストといった類のものではない。

　その名の通り。

『災厄』の中に放り込まれるのだ。

『噂うわさにゃ聞いているけどよ、液体ヘリウム高空にばら撒まいて爆弾低気圧作ったり、地下一〇〇〇メートルの竪たて穴あなにしこたま爆薬詰めて人工噴火を起こしたり、ったくやりたい放題だよなあ』

『いきなり孤島に連れて行かれたと思ったら、空から遺伝子改良された病原菌のキャリアと化した寒天が雨みたいに降ってくるってヤツの方が厄介だと思うけど』

「ええと、麻酔が切れて目を覚ましたらどっかの紛争地域のど真ん中だった、なんて話も聞いたような……？」

　災害、疫病、そして戦争。

　カタストロフの種類は問わない。事前連絡一切なし、同じ『会場』にいる生徒達とは共闘も対立も選択自在。

　勝利条件はただ一つ。

　学園側が提示した『災厄』を乗り越え、問題の収拾に取り掛かる事。

　無事に乗り越えた『災厄』の回数と主導的な役割を担になっていたか否いなかを数値化され、全校生徒が一定期間をこなしたところで最終順位が決定される。

　デスクやリングの上でしか役に立たない『頭でっかち』とは違う、ありとあらゆる危機に対応した水晶魔法使いを磨き上げるための仕組み。

　ただし想定される『災厄』が全方位過ぎるせいで、かえって本番……脅威の正体が見えにくい、という部分があるのも事実だった。

『というか、アンタが誘ったのよこの自主練。ぼやぼやお空を眺めているだけでスキルが身につくなら止めないけど、そうじゃないならいい加減に体動かしたらいかが？』

　言われてみればその通りだ。反論もできない。

　胸に手を当て、ガラス細工のような『水晶花』を指先でなぞって、歌うた貝がいカルタはこう囁ささやいた。

　切手よりも小さなプリント基板に、髪の毛よりも細いケーブル。

　その先にある『水晶花』へと。

「励起。……頼んだぞ、アイネ」

　直後だった。

　胸の水晶花が砕け散る。だがおかしい。他の生徒達と違って手足が半透明の装甲に包まれる事もなければ、背中から翼が生える訳でもない。

　ずるり、と。

　そんな音すら似合いそうな動作で、カルタの背中側が大きく盛り上がり、肉の中から何かが這はい出でてきた。

　それは少女だった。
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　見た目で言えば一三、四歳くらいの華きや奢しやな女の子。白というより青ざめた肌に、あちこちを光り輝く水晶で飾った透き通るように白いドレスを纏まとう、ロングヘアの誰か。

　アイネと呼んでいるが、それが銀髪少女の本名かどうかなんて知らない。

　そもそも命を持ち、情動を備える『人物』なのかどうかさえ。

　手にしているのは水晶状の素材でできた抜き身の日本刀に近い。ただし根元辺り、ミネ側で十手のように枝分かれし、レーザービーム照射用の短銃ユニットを並行して備えている。

　持ち物、という概念はない。

　少女の心臓から日本刀まで含めた全てを指してアイネなのだ。

「個体識別名称アイネ、励起完了。ご命令をどうぞ、にえさま」

「……微妙に『にいさま』じゃないんだよな。贄にえサマかよう……」

　思わず額に手をやってしまう。

　水晶魔法は切手よりも小さなプリント基板を使ってゼウスだのオーディンだの『神の名前』を封入し、その神に付随する伝説や神話から『超常の追い風を受けるのに必要な天球儀やカレンダー』を演算するための足掛かりとする。地球大気そのものは操れないけど、気象予報ができれば効率的に畑を耕したり船の帆を張る事ができる。そんな感覚で奇跡を振りかざすために、だ。

　が。

　ちょっとした手違いだったのだ。

　歌うた貝がいカルタの場合、この『神の名前』を封入する前に水晶花が起動し、足掛かりのない状態から演算に入ってしまったのだ。

　結果、生まれたのは何の神話にも依存しない、正体不明の水晶少女。

　アイネという名前も、どこに由来があるのやら、だ。

　ヘリポートの上で休憩していた生徒達が、おっ、という軽い驚きの顔でこちらに注目してくるのが分かった。ちょっと恥ずかしいが、主役はカルタではなくアイネの方だろう。

　おそらくこの巨大な洋上水晶魔法学園でもただ一人。

　完全分離型の水晶花。

『すっげえ話だよな。天才なんだか変人なんだか分かりゃしねえ』

『確かに誰にも真似まねできないのは認めるけど……それだと高速移動もできないし、ご本人様は丸腰だから一発でトドメ刺されちゃうのよねえ。おそらく「全学大会カタストロフ」じゃ何の役にも立たないわよ』

『お姫様抱っこでもしてもらえば？』

『あっはは！　そりゃ優柔不断王カルタ様らしいわね』

　散々な言われようだが、歌うた貝がいカルタとしても言い返せないのが辛つらい。まあ、模擬戦では水晶魔法使いを倒すには隙間を狙えというのがセオリーだから、水晶花のみで独どく自じ稼か働どうするアイネは見ようによっては最強なのかもしれないが……全校生徒が周知ではどうしようもない。生身のカルタが集中砲火を受けておしまいだ。『プリセット』も飛行はアイネ持ち、修復はカルタ持ちで、障壁はどちらも使えるが競合を起こしているのか、かなり弱い。今のカルタでは銃弾一発弾けないのだし。

　一方、アイネはアイネで静かに首を傾かしげて命令待機していた。

「アイネ、俺の声は聞こえるか」

「イエス、にえさま」

「いつもと同じだ。『花』を振動させて声を送る。どこまで声が届くか、少しでも距離を伸ばしていこう」

　無線機や糸電話の真似まね事ごとだが、おそらくこれが最も効率的だとカルタは考えていた。カルタさえやられなければ、アイネは並大抵の攻撃では砕かれない。分厚い装甲で覆われた防弾車と、中までみっちり鋼を詰めた四角い塊の違いと言っても良い。

　アイネが、とんっとヘリポートの縁から海へ飛ぶのを見送って、少年は息を吐いた。……実は次元跳躍は流石さすがに無理でも、アイネ一人で空くらいなら飛べてしまうのだが、（あるいはマリカやゲキハと同じく）そこは先輩方の顔を立てた方が良いいだろうと思っていた。別にカルタが何かした訳ではないのだから、胸を張る理由が一個もないのが哀かなしいが。

　彼にできるのは、安全な場所から水晶人形にメッセージを送るくらいだ。

『見ろよカルタ、今日は空気が透き通っているらしい。遠くにお飾りのガラクタが見える』

　風かざ向むきゲキハの声に誘われて視線を投げてみれば、確かに水平線のさらに向こうから、何か細長いものが垂直に伸びていた。どこまで伸びているかは想像もつかない。青空の先まで消えていく。

「軌道エレベーター、か」

　確か、ロケットやシャトルより安価で大量の貨物を軌道上に運べる、という触れ込みで開発された巨大建築物だったはずだ。今も稼か働どうしているはずだが、色々あって赤字続き。カルタ達ともあまり縁のある施設ではなかった。

『正直、計画が頓挫してホッとしてるぜ。「原初の水すい晶しよう胚はい」は地球の中心に眠っているから、宇宙ステーションとか月面基地じゃ空と大地で二つの力がぶつかり合うのを利用している水晶花は使えねえって話だろ。何のための適合率〇・〇〇〇二％なのか分かりゃしねえ。俺達、時代の判断ってヤツで歴史の闇に埋もれちまうトコだったんだぜ、おっかねえ』

「原初のねえ……。何気なく利用しているけど、結局何なのか分かっていないんだっけ。人の手で埋め込んだ叡えい智ちの結晶だとか惑星の意思っぽい何かとか色んな学説はあるみたいだけど」

『そいつは俺達実践派の仕事じゃねえ、机にかじりつきの理論派とやらに任せておけよ。おっ、そういやエレベーターって言えばさ、大先輩達が視察訪問に来るって話知ってるか。難問排除の五人組ってヤツだ』

　難問排除。

　実戦において、物理的に『脅威』を取り除く事に成功したとされる五人の使い手達。

　その名が不用意に飛び出た直後だった。




　ふっ、と。

　まるで部屋の電気を落としたように、一面の青空が漆黒に吞のみ込こまれた。




『……、』

『───。』

　流石さすがの二人も黙り込む。

　おそらくカルタと同じく、突如として朝日から夜闇へ切り替わった大空を見上げている事だろう。

『おいでなすった……ってトコか』

『日につ蝕しよくや月げつ蝕しよくを司つかさどるヤツが混じっているんだっけ、その五人の中に。行く先々で「蝕しよく」が起こるとかいう噂うわさだったけど、大したパフォーマンスよね……』

　確かに、すごい。

　体から水晶少女を呼び出すだけのカルタには、逆立ちしたってできないだろう。

　ただしこれが、災害、疫病、戦争まで想定した『全学大会カタストロフ』を勝ち抜く力に繫つながるかどうかとなると、また話は別だ。

　まして、その先にいる未知なる脅威との戦いまで含めると。

「……偉い人なのは分かるけど、そもそも脅威の正体も分からないんじゃいまいち凄すごさが見えてこないよ」

『少なくともヘタレのアンタよりは強そうだけどね』

　難問排除。

　ヤツらと戦う事で俄が然ぜんクローズアップされた彼らだが、本来の用途は戦う事『だけ』ではないというのがなお驚きだ。

　あまりにも強大な魔法の出力は、それだけで一つの時代を支える。

　全世界の生産施設からゴミ処理まで。

　単独で世界規模の巨大インフラを回せる怪物達。

　莫ばく大だいという言葉でも足りないエネルギーと世界への影響力こそが、『怪物』の証あかし。

　戦う事『だけ』ですでに手一杯のカルタ達からすれば、雲の上の話どころではない。

　彼らがいなければ世界は止まるのだ。

　ネットもコンビニもエアコンも、それはただ漠然と存在するのではない。どこかの誰かが当たり前の毎日を支えてくれている。その、五五億人分の『当たり前』の部分を個人でまとめて担になっているのだ、あの怪物達は。

『北米、南米、ユーラシア、オセアニア、そしてアフリカ。書類上はどうあれ、実質的には全部まとめてんのよね、あの五人で』

『ああ、あの五人でだ』

　世界経済は、たった五人で回る。

　五五億人がせっせと汗水垂らして働いても、結局それは彼女達の輪の中で、仲間内の財布から財布へお札の出し入れをしているに過ぎない……。

『それにしちゃあ、お偉いさんも大変だよな。エレベーターなんてもう誰も注目してねえだろ。ロケットやシャトルより安価で大量の貨物を運べるなんて触れ回って金を集めていたけど、いざ稼か働どうしてみりゃ大量のデブリを撒まき散ちらす恐れがあるってんで民間使用は無期限凍結。結局、国策にしか使う機会がねえってんだから』

「その国策も火の車みたいだけどね。安価で運べる、って事はプロジェクトごとの予算も減らされるって話なんだから。顧客は増えない、値段は下がり続ける一方。一〇〇万円のブランドバッグが一万円に値崩れしているのに、お店にやってくる客の数はこれまで通り、っていうんだから悲惨だよ」

『一応は国策の要かなめだから難問排除が直接防衛しているって話だけど、そのお題目だってどうなのかしらね。難問排除が万全の態勢で世界を渡り歩いたら世界中の軍隊なんかいらなくなる訳でしょ。あの五人が、算盤そろばん勘かん定じようできるようになって夢のなくなった宇宙分野なんて一部門のお守りに留まり続けるのもおかしな話だと思うけど。捨てるに捨てられない施設に足止めされるなんて、それも含めて皮肉が効いていそうよね。大人の世界はメンドクサイ。ま、ちょっとくらい周りに花を持たせた方が変に恨まれずにやりやすい、って事かもしれないけど』

『何にしたって宝の持ち腐れとはこの事だぜ。あの五人がいれば政財界だの軍事官僚だのってもう全部いらねえだろ。その気になりゃ壊滅できんじゃねえの？　不定期に一人ずつ小出しするとかじゃなくて連中全員を素直に世界中へ常時派遣していれば、いくつかの街だの州だの国だのだって消えずに済んだかもしれねえってのによ』

「でもさ」

　歌うた貝がいカルタは慎重に言葉を選んで発言した。

「その難問排除って、俺達の水晶花とは違う……昔ながらの仰ぎよう神しん魔ま法ほうだって話だよな」

『だからすごいんじゃない』

『ああ、何で水晶花に乗り換えねえのか不思議なくらいだわな。飛行、障壁、修復……一通りのプリセットもなしで現場に出るなんておっかねえ。ま、ひょっとすると適合率で弾はじかれたのかもしれねえが、それで世界の頂点に立っちまってるってんだから化け物すぎるぜ』

　ふう、と歌うた貝がいカルタは息を吐いた。

　水晶花。切手よりも小さなプリント基板で制御し、地球中心核の『原初の水すい晶しよう胚はい』から放たれるエネルギーと宇宙から降り注ぐ様々な力がぶつかり合ってできるオカルトな高気圧や低気圧の中で、気象図を読んで畑を耕したり船の帆を立てたりと『最適の流れに乗る』事で様々な超常現象を起こせる最先端の魔法技術。

　だがこの道を究めても五人の難問排除には届かない。

『難問排除』は基本的に攻撃力特化でどんな状況でも一撃必殺だとか、イージス艦のように恐るべき弾幕で歯向かうモノは砂すな埃ぼこりの一粒まで撃ち落とすだとか、色々言われているが詳細は一切不明。逆にあれだけ全世界的に有名なのに情報が全く洩もれないという方がかえって徹底していて、うすら寒さすら覚える。

　カルタ達が気象図を読む側なら、彼らは天空にドライアイスやサーモバリック弾頭を撃ち込んで人工降雨でも生み出す側か。

　逆立ちしたってここの生徒達じゃ太刀打ちできない。

　しかもカルタの魔法は最初から敵かなわないと分かっている水晶魔法のスタンダードですらない。歪いびつでねじ曲がった、誰も見た事のない完全独立型の女の子。

『あ、え、い、う、え、お、あ、お』

　色々と思いを馳はせていると、遠方から問題のアイネの声が飛んできた。

『聞こえていますか、にえさま』

「ああ、だから贄にえはやめてね。おっかない」







　しばらく自主練を続けていると、良いい時間になってきた。

　学食がモーニングのメニューを開放する頃になると、誰に言われずとも自然とお開きの空気が漂ってくる。

　やはり自主練組は一番乗りになるためか、まだまだ混雑と言えるほどではない。カルタ、マリカ、ゲキハ、そしてアイネの四人で無事にテーブルの一角へ陣取る事に成功。

「にえさま。アイネはあれが良いいです、金きん箔ぱくカステラ」

「どうしてそう無駄に出費のかさむものばかり選ぶんだよ……？」

「無理なら金粉ようかんでも構いませんが」

「論理的に考えよう。どうして俺が嫌がっているのかを」

　音もなくアイネは首を傾かしげ、ディスクみたいに七色の光を放つ銀髪を揺らして、

「何でしたら、いっそ金の延べ棒を直ちよくであっても……」

「純金なのがダメなんだよっ！　というか水晶魔法のお前がどうして食事を欲しがるのか!?」

「すでにその質問は七二回目ですが、律りち儀ぎにお答えしたいと思います。この身は水晶、つまりシリコン系半導体であり、純金を取り込む事で内部演算回路を拡張し、より複雑で高性能な要求に従う事ができるようになるのです。全てはにえさまのためと言えるでしょう」

「複雑って、例えば？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、ポッ」

「何故なぜ複雑な表情で顔を赤らめて俯うつむくのかあーっ!?」

　生チョコを塗ったトーストを頰張りながら楽しそうな顔をしているのはゲキハだ。

「おめーらはほんとに見ていて飽きねえよな」

「ふんっ。これってカルタから生み出されているんだから、究極の一人芝居って事なんじゃないの？　ふんふん!!」

「俺はおめーも含めて飽きねえって言っているんだがな」

　その後もあれこれ話を膨らませていく事に。

　思春期の少年少女だが、自然と話の内容は水晶魔法へと移りがちだ。

「やっぱり水晶なら振動数合わせてレーザーやメーザーにするのが手っ取り早い高火力よね」

「待て待て。先輩方の中によ、音響兵器に工夫しているのがいてさ」

「レーダーとかソナー的なものじゃなくてか？」

「音の塊をぶつけんだよ、どばーんって。つまりド派手なスピーカー砲。そりゃ音速超過のソニックブームも無力化する俺達が即死するこたねえが、ヘッドオンで一発ぶつけられたらコトだぜ。分厚い壁での面制圧だ、広範囲の足止め役としちゃ上々じゃねえの」

「……そこへレーザーやメーザー叩き込んだら最高よね？」

「おめーはどうしてそうキラキラ攻撃が好きなんだ」

　横で、ちょいちょいとカルタの袖を引っ張る小さな手があった。

　アイネだった。

「にえさま。アイネにアルゴンイオンやイットリウム等希土類元素イオンを注入してくだされば、極太レーザーが実装可能となります。わふわふ」

「ドヤ顔のおねだりしている最中に悪いけど、学食のどのメニューを食べさせりゃ良いい訳？」

　歌うた貝がいカルタが言うと、アイネは椅子の上で体育座りし、何だか小さくまとまってしまった。冷遇されて傷ついたとかいう話ではなく、元々彼女は広い空間が好きではないのだ。部屋にあった笹ささの葉は型がたの民間宇宙機も彼女専用のベッドという事になる。

　何故なぜ普段はカルタの体に収めているのに、寝ている時だけ別々にするのか。

　理由は単純、制御関係が緩む就寝時はふとした寝返りでカルタの腹や背中から華きや奢しやな少女の腕や脚だけにょっきり出てきて大層不気味だからだ。幽体離脱経験者の過半数は就寝時にその現象を体験している、という事実は存外馬鹿にできない。

「はあ、早くにえさまの中に入りたい……（もじもじ）」

「意味深な台詞せりふはやめようか」

「俺はヘキで差別しない人ではあるが、男のおめーが入れられる側っていうのはこれまたバリエーションが豊かだよな……」

『んっ？　んん？』と巻き髪ツインテールのマリカは疑問でいっぱいの顔をしていた。多分それで正解だ。ゲキハは少々ハートが汚れちまっている。







　朝のホームルームが始まるまでのわずかな自由時間の内に、カルタは保健室に立ち寄っていた。

　いつもの日課だが、体が悪い訳でもクラスにいづらい訳でもない。

　この巨大船舶の保健室は少々特殊な作りになっていて、一般の学校と同じく簡単な診察台とカーテンで仕切られたベッドがいくつか並んでいる通常レベル、水晶花や魔法などが絡からむ問題や副作用などに対処する魔法レベル、そしてもう一つ、最さい奥おうに隔離レベルが存在する。

「いつもご苦労様。授業には遅れないようにね」

　セーターとタイトスカートの似合う保健の先生に許可をもらって隔離レベルの扉を潜ると、そこは青っぽい光に満たされた、窓のない空間だった。

　そして壁かべ際ぎわには美術館のギリシア彫刻コーナーのように、大きなシルエットがずらりと並べられている。




　髪の先から足の指まで全身が透明な水晶と化した、この学校の先輩達だった。




　致命傷。

　緊急措置としての全身水晶化。

「ここ、誰も彼もが目を逸そらしたくなる場所だから、あんまり来客ってないのよね」

　後から入ってきた保健の先生は小さく息を吐いてそんな風に言った。

「だから、あなたが毎日来てくれて、この子達も喜んでいると思うわ」

「……、」

　理由は様々だ。

　だけど脅威と勇敢に戦ってこうなった、という人は一人もいない。

　もしも火力演習や航空ショーのアクロバットでトラブルが起きればどうなるか。彼らは洋上水晶魔法学園での授業中や『全学大会カタストロフ』の真っ最中に致命傷を負い、学園側に回収されて復活の時を待つ『事故犠牲者』達という訳だ。

「別にそんな博愛精神に満ちている訳じゃないです」

　カルタは思わず否定していた。

　いつもの癖で、一人の女生徒の前で立ち止まってしまう。メガネに長い三つ編みの女の子。へその上を中心に、いくつもの亀裂が走っていた。

　損傷の度合によって、再生完了までの時間は変わる。

　足元にあるデジタルカウンターには、五五〇年弱のカウントダウンが冷酷に続いていた。

　人間一人を死の決定から復活させるのは、最先端の水晶魔法であっても、重い。

「俺はただ、気を引き締めるためにここへ来ているだけですから。空間振動領域も自動水晶化再生も絶対じゃない。死は、すぐそこにあるんだって。……『こうなりたくない見本』扱いされて喜ぶ人なんていないと思いますけど」

「それでもよ」

　保健の先生は態度を崩さなかった。

「人間にとって一番辛つらいのはね、忘れられる事よ。何も残せなくて、この教訓を誰も活いかしてくれない事。だからやっぱり、この子達は喜んでいると思うわ。望み通りの人生じゃなくても、それでも拾ってくれた誰かがいるって分かればね」

　もう一度。

　もう一度だけ、歌うた貝がいカルタは台座に飾られる水晶の少女を見上げた。

　どんな表情を浮かべているかは自分でも把握なんかできない。

　それでも彼は、単なる置物に向けるのとは違う声色でこう呟つぶやいていた。

「行ってきます、先輩」







　待ちに待った……と言うほどお利口さんなつもりはなかったが、一時間目がいきなり潰れると知った時には歌うた貝がいカルタもちょっと驚いた。悪友が言うには、

「例の難問排除だよ。視察訪問に来るって言ったろ、全校集会だってさ。どうせなら『全学大会カタストロフ』の開会式とかにドカーンと登場してくれりゃ良かったものを」

「なるほど」

　他の生徒達に混ざって、マリカやゲキハと一緒に教室から廊下へ。ちなみにアイネはここにはいなかった。今はカルタの腹の中だ。もちろんグロテスクな意味ではなく。

　ひたすら広く、天井の高い空間。

　一面磨き上げられたフローリングの床。

　数多くの高輝度照明。

　壁かべ際ぎわに設置されたバスケットゴールに、演劇舞台のような壇上。

　……どこの学校にでもある体育館だろうが、これが一隻の船の中に丸ごと収まっていると聞けば誰もが驚く。床一面を分厚いビニールシートで覆われ、お行儀良く数百ものパイプ椅子が並べられた光景は、入学式か卒業式のようだった。

　男子と女子で大きく切り分けられてしまうため、ストロベリーブロンドに染めたド派手なツインテールのマリカともいったんお別れ。

　隣のゲキハはつまらなさそうに言った。

「くそっ、赤道直下だってのにエアコンぶっ壊れてんじゃねえだろうな。例の日につ蝕しよくのせいでひでえ熱帯夜だ、あっちい……」

「生徒だけで六〇〇人、先生入れたら七〇〇人に届くんでしょ。これだけの人が入る事なんて想定されていないって」

「こーれで学園長の長話が始まるんだぜ。ああもう、あのじいさんが真っ先に熱中症で倒れりゃ良いいんだ。ちっとは人の痛みを知りやがれっての」

　ぶつくさ言っている内に『式典』が始まった。

　最初に出てきたのは難問排除の五人組ではなく、やはり予想通りロマンスグレーの学園長だった。人望が厚く、経営能力も高く、政治的な駆け引きもお手の物、何より魔法の才に長たけた傑物。絶望的なスピーチの長さはきっと神様が帳尻を合わせたんだろうと噂うわさになっていた。

　老紳士は壇上のマイクを借りて、ゆるゆると言こと霊だまのない原稿を垂れ流していく。

『ええ、このたび切せつ磋さ琢たく磨まする諸君へさらなる刺激を用意させていただいた。刺激は良いい、あらゆる学問の種とも言うべき存在だ。もちろん種は種だけでは成立せず、きちんとした土壌を用意し、水を与え、陽の光を浴びせる必要がある。これが何を意味しているかは賢明なる我が校の諸君ならば自然と理解しているはずだが……』

　弛し緩かんしきっていた。

　彼は自分が話すのが楽しいのであって、他人にどう思われるのかはあまり重視していない。うるさい生活指導のようにだらけた生徒を見つけて金切り声を上げるタイプでない事は知れ渡っていた。

『……そこで今回は実際に世界各地を渡り脅威と戦っている、難問排除と呼ばれる五名の先人の声を聞かせたいと思う。種は蒔まいた。どういう方向へ伸ばすかも含めて、生徒諸君は正しい判断をボグぎゅえッッッ!!!???』




　だから。

　突然の破滅的な中断の、意味が分からなかった。




「……あ……？」

　その瞬間。

　歌うた貝がいカルタは目の前で明らかに人間が終わったにも拘かかわらず、声一つ上げる事はできなかった。

　あまりにも鮮やかな、その命の刈り取り。

　老紳士の頭が丸ごと吹っ飛び、全身がビキバキと音を立てる。かろうじて水晶魔法使いとしての矜きよう持じが勝ったのか、その肉体が衣服を含めて急速に透明化し、コールドスリープのように固まっていく。

　ゴトン、と首なし水晶像と共にマイクの倒れる大きな音の方にびっくりするほどだった。それくらい、知覚と認識が遅れていた。

　おそらくは、何かを投げた。

　剣、槍やり、斧おの、杖つえ。それが何であるかは見えなかったけれど。

　かつこつと。ただかつこつと。

　そんなゼンマイの切れた人形達の見ている前で、新たな人影が舞台袖から壇上へ。それは女だった。あまりにも中性的で、一瞬性別の判断に迷ってしまうほどの、長身で細身の、長い白髪を垂らしたパンツスーツの女。

　ビリビリと、嫌な予感がカルタの全身を包んでいた。

　そいつは足元に転がる頭のない水晶像に一いち瞥べつを投げる事すらなく、転がっていたマイクを蹴り上げて片手で摑つかむ。口元に寄せ、そして宣言する。

『無能』

　一言。突き刺すような、まさに全否定。

『無能、無能、どいつもこいつも全員無能。よって、洋上水晶魔法学園グリモノアは現時刻をもって廃校処分とする!!』

　ようやく、ようやっと。

　ガタガタガタン!!　と一斉に少年少女達がパイプ椅子から勢い良く腰を上げた。その音だけですでに洪水だった。普通の人間だったら、わき目も振らずに逃げ出していたかもしれない。あるいは逃げる事もできずにへたり込んでいたかもしれない。だがここは洋上水晶魔法学園だ。全世界の国や州や街を無差別に消滅させる脅威と戦うために用意された次世代の戦力だ。その胸に水晶花を挿す一軍の中の一軍が、無能呼ばわりに異を唱えるべく壁のように立ち塞がろうとしたのだ。

　赤色がなく、無機質で非現実的な水晶の破砕しかないのも恐怖を麻ま痺ひさせ、無謀に拍車をかけたのか。

　人が一人死ぬ事よりも。

　プライドを傷つけられた事の方が大事だと言わんばかりに。

　隣では風かざ向むきゲキハも立ち上がっていた。女子の列ではマリカも立ち上がっているかもしれない。そこはもう人の森だった。鬱うつ蒼そうと生い茂る森。

　でも、だけど。

　歌うた貝がいカルタだけは、立ち上がらなかった。むしろ汗びっしょりのままうずくまって、森の中に隠れようとしていた。

　だって。

　学園長はロマンスグレーの老紳士だった。一見して腕相撲なら簡単に勝てそうだった。だけど実際には、彼は優れた魔法の才を持ち、これだけ巨大な水晶魔法の学校を設立した本物の傑物だ。それが、ああもあっさり？　ありえない、まともな人間では絶対にあんな事できない……!!

　うずくまりながら、カルタは必死にゲキハのズボンを引っ張り、サインを送っていた。

　水晶状のチェーンソーとガトリング砲を組み合わせたような凶悪極まる武装を手にしたまま、怪け訝げんな顔をするクラスメイトに、少年は汗まみれの顔を必死に振っていた。

　横に。

　直後の出来事だった。

『無能』

　スピーカーから、再びの声。

『我が身は難問排除の一つ。相対してなお、彼我の力の違いすらも分からぬとはな』




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　いきなり、白髪の女の真後ろ。壇上の壁がぶち抜かれた。




　足元が揺れる。

　いいや、あまりの超重量に豪華客船のような学園全体が傾かしいでいる。

『インドの変神ヴィシュヌに請こい願ねがう……』

　変へん化げする神の力。しかしそもそも、それは一体……何だったのだろうか。

　侍はべり。

　寄り添う、あまりにも巨大な影。

　剣のようだったし、槍やりのようだったし、斧おののようだったし、杖つえのようだった。そもそも武器に限った話でもなく、盾や鎧よろいでもあった。錆さびた冷蔵庫や電子レンジのようなもの、潰れた車やコンテナのようなもの、そもそもバネや歯車といった部品さえも珍しくなかった。

　一つ一つに意味なんてなかった。

　それら、錆さびた金属でできた『何か』がグシャグシャにまとまって、集まって、くっついて、膨大な山ができていた。それは太い尻尾を振り、二本の後ろ脚で立ち、二本の前脚を胸の前で畳み、凶悪な牙をずらりと並べた巨大極まる顎を備えた怪物だった。一瞬にして舞台壇上の上端を打ち壊し、体育館全体の天井すら掠かすめる勢いで肥大したその正体は……、

「きょう、りゅう……？」

　誰かが、ポツリと呟つぶやいた。

　カルタではない。この最悪の状況で、そんな悪い意味での注目を集める下策など絶対に取らない。そしてだからこそ、少年は隣のゲキハ一人押おし留とどめる事もできなかった。

　その前に、次の動きが来た。

　居並ぶ水晶の刀剣や巨砲を前に、マイクを口に寄せて、悠々と女は告げた。

『爪つま楊よう枝じ、だな』




　咆ほう哮こうだけで、皆が怯ひるんだ。




　壇上から、凄すさまじく巨大な質量が躍り出てきた。




　最初に踏み潰された最前列の十数名は、まだ幸せな方だったろう。




　本番は、その次。




　巨大な顎が、牙が、予想通りの最悪ぶりを発揮する……ッッッ!!!!!!




「あぎゃががががががががががががががががががががががががががががががが!!」

「いらい、痛い痛い痛い痛い痛いいいいいいいい!!」

「とれっ、噓うそだろ、何だよこれ、俺の足、足い!?」




　破壊というより破砕。

　赤や黒の極彩色ではなく、透明な水晶の砕ける音と共に少年少女の手足が吹き飛び、胴が千切れ、全身がバラバラにされていく。

　嚙かみ付ついては千切り、首を振っては咀そ嚼しやくして。辺りに撒まき散ちらされるどころか、生存者の頭の上にパラパラと降ってくる始末だった。

　水晶花なんて、水晶魔法なんて、ちゃちな半透明の装甲なんて、全身を守る透明な壁のような空間振動領域なんて、致命傷以外の傷は三〇秒もあれば全回復するなんて、そんな理屈をいくらかき集めたってどうにもならない。

　質量が違う、密度が違う、暴力が違う、恐怖が違う、殺さつ戮りくが違う。

　バギバギバギバギボギボギボギボギボギ!!　と。

　とても人間を砕くとは思えない音が連続する。

「……、」

　平和のための力、世界的な巨大インフラを支える用途でも使われるエネルギー。

　くそったれだとカルタは思う。

　どれだけ大義名分を並べても、あれはやはり人類が生み出した最悪の『力』だ。戦う事で、血を吸う事でもって本来あるべき輝きを取り戻す、妖しい魔剣の類だ。

　うずくまったまま、必死に親友のズボンを引っ張るカルタは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすゲキハがこちらを見ているのに気づいた。涙をこぼすのも忘れて小刻みに震えるゲキハに、今からでも伏せるように目で訴えるカルタ。だがゲキハは応じなかった。彼はただ、首を横に振っていた。

　その唇が動いていた。

　わるい、おれがばかだった。




　ばぐんっっっ!!!!!!　と。

　もう、声を掛ける暇もなかった。




「……あ……」

（うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?）

　一瞬で切り離される胴体。ガラス細工のように砕かれる装甲や武装。そして消えてしまった上半身。残った下半身だけが速やかに透明化し、遺跡から半はん端ぱに発掘された石像のようにごとりと床に投げ出される。

　歌うた貝がいカルタは歯を食いしばり、キラキラと瞬またたく粉末状の欠片かけらでいっぱいになった両手で口を押さえて、必死で声を殺す。封じた悲鳴が別のラインへ抜けたように、ボロボロと涙が止まらない。

　次々に散らばる水晶の残骸に、乱反射する光。

（なん、もん）

　水晶魔法を扱う天才達が虚こ空くうから呼び出した半透明の剣や杖つえなど、そこから飛び出すレーザーやメーザー、音響兵器などあの女の言った通り、爪つま楊よう枝じに等しい。巨大過ぎる肉食恐竜に致命傷は与えられないが、つんつんつつけば不快をもたらす。そして破砕の返礼が待っている。どうにもならない。ガタガタと震えて体を縮ませる歌うた貝がいカルタの頭の上にも、次々とダイヤモンドダストのようなきめ細かい水晶の粉末が降り注いでくる。

　徹底的に無機質で、非現実的。

　だけどこれは、紛れもなくニンゲンを形作っていた肉片の、なれの果て。

（難問排除……!!　あれが、でもどうして……!?）

　身体からだの内側が疼うずいている。胸の水晶花が訴えている。

　出せ、使え、目の前のリスクを斬り捨ててやると。

　分かっている、だがカルタは無視した。ここで水晶魔法を取り出すというのは、アイネを完全分離させるというのは、サインだ。無謀な戦いを始めるという自殺のサイン。絶対に乗る訳にはいかない。こんな所で死にたくない。

　水晶魔法は風を読んで帆を張る行為だ。

　地球中心核にある『原初の水すい晶しよう胚はい』のエネルギーと宇宙から降り注ぐ様々な力。このせめぎ合いで生まれる高気圧や低気圧のような変異点を読み取り、見えない追い風を丁寧に摑つかむ事で超常現象を起こす力でしかない。

　だけど難問排除は違う。ヤツらは人工降雨。巨大な爆弾やドライアイスを使って直接気圧を変動し、雲を生み出し、天気を引ひっ搔かき回まわす。人の都合で嵐を呼ぶ。あんな化け物相手じゃいくら気象図と睨にらめっこしたって何にもならない。無理に帆を張れば船ごとひっくり返される。

「はあ、はあ！　ふうう!!」

（……マリカは、あいつは、あの子は一体どうなった!?）

　視界全体に真っ白なノイズがかかったような、貧血とも過呼吸とも違う異常事態。もう、勝つとか負けるとかいう次元ではなかった。四よつん這ばいになり、ひたすらザラザラと肌を苛さいなむ床を這はって、昔むかし馴な染じみが座っていたであろう辺りを目指す。

「マリカ……」

　椅子の並びなどないに等しかった。

　ほとんど透明な水晶像も、いくつか重ねれば曇りガラスのように景色を濁らせる。

　折り重なる『死体』に紛れて恐竜の目を欺き、逃げ惑う声に耳を塞いで。

　永遠に等しい数分間の足あ搔がきの末に、汗だくの少年の手を摑つかむ者が現れた。

「カルタ！　アンタは無事だった!?」

「マリカ!!」

　もう身も世もなかった。

　彼女は賢明だった。水晶花で武装したりはしていなかった。

　歌うた貝がいカルタはそんな昔むかし馴な染じみの少女にしがみつき、抱き着いて、その生存を確かめる。匂いも、ぬくもりも、胸から伝わる鼓動も本物だ。この巻き髪ツインテールの少女は現実逃避が生み出した妄想の産物ではない。

「……ッッッ!!　ゲキハが……」

「っ」

「ごめん、俺、ゲキハがっ、目の前で、止められなくて……!!」

　涙が出た。

　だが終わりは来ない。

　悪夢は覚めない。自力で生き延びるしか逃げ切る方法はない。

「人の流れに乗りましょう。出口に向かわない事にはどうにもならないわ」

　それしか道はなかった。

　チラリと背後を振り返ると、壇上の白髪は一歩も動いていなかった。

（なんて野郎だ……）

　そして多くの人を盾にして、同じ境遇の生徒達の犠牲も厭いとわずに、二人で手を繫つないで。何とかしてカルタ達は激流を下るように体育館の外へ飛び出した。

　まさにその直後だった。

　まだ覚めてもいないのに、もう次の悪夢がやってきた。







「何だよ、もう始めちまったのか。全員集合してからって話だったろ」

　明らかに不自然な、日につ蝕しよくの夜空の下。

　けらけらと笑うように言う眼帯の女がいた。金髪に白い肌の西欧人だが、格好は派手な色の着物を着崩している。

　難問排除。

　その一人。

　彼女は水上でも時速一五〇キロは出る、セレブ向けの高速モーターボートを乗り回していた。洋上水晶魔法学園から近過ぎる。普段であればここまで接近する前に周辺の護衛艦から警告が発令、従わなければ機関砲や対艦ミサイルなどの洗礼も辞さなかっただろう。

　だが来ない。

　不気味な沈黙だけが続く。

　無線機からはこんな声が返ってきていた。

『あなたは少々遊びを盛り込み過ぎる。やられる側の立場に立ちなさい、これくらいスマートにしてあげた方が救いがあるでしょう？』

「殺しに救いねえ？」

　嘲るように眼帯の女は真上を見上げていた。

　この日につ蝕しよくの中、一機の大型ティルトローター機が通り過ぎていくところだった。だが眼帯の女が見ているのはもっともっと上だったかもしれない。

『ケルトの光神ルーグに請こい願ねがう……』

　大空ではなく、宇宙。

　つまりは、惑星を一回り大きく覆い尽くす、網の目のような地球外兵器群を。




　ドガッッッ!!!!!!　という凄すさまじい閃せん光こうが、垂直に落ちる。




　ただでさえ不自然な日につ蝕しよくの闇が、さらに異様な瞬またたきで白く吹き散らされる。

　周囲一面は禍まが々まがしいほどの黒煙が立ち上っていた。

　護衛艦はどれもこれも継戦能力を失い、浮かんでいるのがやっとといった有り様だった。そこへ次々と、順番に、スタンプでも押していくように。極太の閃せん光こうが垂直に襲いかかる。ただでさえ飴あめ細ざい工くのように溶けようとしていた灰色の艦艇は真っ二つにへし折られ、海の藻も屑くずとなっていく。

「おっかねえ。あんなもんのどこに救いがあるってんだ」

『少なくとも、痛みを感じる間もなく即死です。生きたまま嚙かみ砕くだかれる恐怖よりはまともでしょう』

「殺される方に『納得』なんかある訳ねえだろボケ、何と言おうが殺しは殺しだよ。それ以上でも以下でもねえ。誤魔化さねえで罪と向き合え、パチモンシスター」

『チッ、海賊如きが上から目線でお説教とは』

　ぶつくさ呟つぶやきながら、眼帯の女はモーターボートのエンジンを止めた。錨いかりを下ろし、手近な手すりに着物の腰から根付のようにぶら下がる太い金具を固定すると、着物の袖から出したサイコロを三つ、適当に放り投げる。

　実際のところ、これ自体に大きな意味はない。何の目が出ても結果は同じ。

　ただのガイド役だ。複数のサイコロがいずれも一つの面で正確に夜空を見上げてくれれば、それが垂直という『基準』になってくれる。

「倭わ国こくの暴神スサノオに請こい願ねがう……」

　呟いた直後だった。

　本当に何の前触れもなく、だ。陽炎かげろうのように何かが忽こつ然ぜんと浮かび上がった。とはいえ三つのサイコロのどれが『軸』になるかはやった本人にも理解できていないのだが、ここまでのサイズであればあまり関係はない。垂直に屹きつ立りつし、眼帯の女の身の丈を超え、頭上を飛ぶティルトローター機を追い抜き、夜空の雲さえ軽々と引き裂くその正体は、あまりにも巨大な剣である。

　その長さ、実に全長一〇〇キロ以上。

　取り出す角度によっては、それだけで周囲の街を破壊しかねない。たとえ見渡す限り水平線しかなくても、陸に届いてしまうリスクもゼロとは言えない。

　よって、その角度合わせのために常日頃からガイドを設定しておく必要があったのだ。

「さて」

　重力を思い出して巨大な刃がぐらつく前に、眼帯の女は右手を横に振って難なく柄を摑つかみ取とる。その部分だけでモップよりも長かったが、全体を見ればバランスが嚙かみ合あっていない事はすぐに分かるだろう。

　だがお構いなし。空いた左手を柄の下側に添える和服の女に、苦しげな表情は一切ない。

　もしも見る者がいれば、勘違いしたかもしれない。

　あれ？　軌道エレベーターが二つあるぞ、と。

　何しろ一〇〇キロと言えば、垂直に立てるだけで大気圏の熱圏、その下端に届く勢いなのだから。

　それだけの大質量が。

　圧倒的な斬撃が。

「よっこいしょ、っと」

　縦に、半月を描くように、あっさりと。

　流星の如き赤熱と、乱された大気が飛行機雲のような尾を引いて。

　洋上水晶魔法学園の巨大船舶を真っ二つにする軌道で、迫る!!







　ッッッゴゴン!!!!!!　と。

　豪華客船並みの巨体が、大きく斜めに傾かしいだ。

「きゃあっ！」

「マリカ!!」

　単に大波に煽あおられた、というだけではないだろう。

　カルタとマリカの二人は、他の生徒達と一緒に揉もみくちゃになって通路へ投げ出される。

　いきなり目の前の長い通路の床に亀裂が走った。そう思った時にはあれだけ強固に見えた通路全体がボッキリと折れた。あっという間に数メートル台の谷ができて、行き来すらできなくなってしまう。

「うわ、あ、あ、あ、あああああああああああああああああああああああああああ!?」

　谷の中に、何人かが落ちていった。

　飛行、障壁、修復。

　水晶魔法使いの『プリセット』。つまり彼らは基本的に飛べる。そこまで習得していなくても、海面を疾走するくらいなら絶対できる。

　にも拘かかわらず、うねる海へと沈んでいったのは何故なぜか。

　……怖かったからだ、飛ぶ事が。あの『難問排除』の前で悪目立ちするのは死を招くだけと直感で理解し、大空を塞がれ、かと言って別の打開策も見つけられず。そして自ら溺死という袋ふくろ小路こうじへと吞のみ込こまれていったのだ。

　谷の向こう側に残された何十人かが呆ぼう然ぜんとした目でこっちを見ていた。カルタやマリカの見ている前で『残骸』はシーソーのように大きく傾き、そして海中へと没していく。

　彼らも、選べなかった。

　誰よりも生きたいと願い、しかし、だからこそ、黙って沈んでいった。

「何が……？」

　カルタは混乱のまま、信じられない光景を見て震えていた。

「何が起きたんだ!?　この船は脅威と戦うための移動要塞で、水晶魔法技術の粋を集めた神殿でもあったはずだろう!?　それが何でこんな、一撃で、真っ二つだって……!?」

　後に広がるのは、日につ蝕しよくで黒く染まった死の海。

　目の前いっぱい、パノラマに広がる海のあちこちが炎と黒煙で埋まっていた。この船を守るはずの護衛艦隊だった。砲弾やミサイルを受けたのとは違う。どんな素材で造られたのかも分からない巨大な護衛艦が、溶けた飴あめ細ざい工くのように捻ねじ曲まげられている。

「な、何よこれ……」

　マリカの見ている前で、作り物の夜空を漂う雲が吹き飛ばされた。

　垂直に落ちた極太の閃せん光こうが、浮かぶだけで必死だった灰色の護衛艦にトドメを刺す。真っ二つにへし折り、海に沈め、猛烈な勢いで海水を蒸発させて水蒸気爆発まで巻き起こす。

　廃材を寄せ集めた凶暴極まる恐竜とは違う。

　だがあれも最強。

　種類は違うが、紛れもない最強。

　絶対に手の届かない、相手にしてはいけない相手。

　あまりの閃せん光こうに、離れて見ていても目を焼かれたかと思った。

　顔をしかめて壁に手をつきながら、カルタは提案する。

「とにかくここにいても仕方がない。逃げよう！」

「え、ええ……!!」

　折れて消えた廊下の反対側へ走るカルタとマリカ。そして嘲あざ笑わらうように、船内のあちこちに設置されたスピーカーから若い女の声が飛んできた。

『ぴんぽんぱんぽーん！　そろそろ全員くたばったかにゃ？　そもっそも水晶魔法なんてそんなもんだよ、げらげらげらげら!!』

「っ」

　この期に及んでこいつだけ雑魚ざことは思わない。

　難問排除。まだまだ船の中に潜んでいる。

　あの『恐竜』や『光こう槍そう』と同ランクの怪物が。

『大きな脅威と戦うためには、エネルギーの効率的な再分配が必要なの。アンタ達さー、セレブってヤツでしょ？　水晶魔法、何の役にも立たないって事は分かってきたよね？　つまりアンタ達は丸ごとエネルギーの無駄遣いの、まさにワーストランカー。潰しておいて損はないよねえ、ほら、み・ん・な・の・た・め・に？』

「くそっくそっくそっ!!」

『くっくっくっ、ぶわっはっはっは!!　ばっかじゃねーの!?　水晶魔法学園？　ぼくちゃんは選ばれた？　ありえねーわ!!　気づけよバカ、間抜け！　こうなる前に頭を使うんだよおォお坊ちゃんお嬢ちゃん!!　こんな無意味なガラクタ魔法なんかにじゃぶじゃぶ無意味な無駄遣いばっかりしやがって、みんなの迷惑だって分かんねーのか!!　げらげらげらげら!!』

「カルタ、振り回されないで。向こうが本当の事を話す必要なんてどこにもないんだから」

　分かっている。

　そんな事よりも、ここまでの暴虐を働く相手が絶対的優位に立っていて、何でもかんでも許されるようなこの空気が嫌なのだ。

　勝ちたい、という想おもいは最初からなかった。

　生きたい、という願いもどこまで保もつか分からなかった。

　なら次はどこまで妥協する。あいつら、難問排除に奪われる？　転落していく自分を感じながら、しかし歌うた貝がいカルタには打開策もない。ただ昔むかし馴な染じみの少女の手を取り、走り続けるしかない。

　意味なんてなかった。

　最初から手詰まりだった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　二発目の鋼。全長一〇〇キロの業物が振り下ろされ、半壊した巨大船舶へ直撃した。




　向こうは。

　わざわざ小さな羽虫を探して船内をうろつく必要なんてなかったのだ。ただ圧倒的な大質量で、もはや漂うだけの船ごとへし折って沈めてしまえば皆殺しは完了するのだ。

　同じ船内には、連中の仲間もいたのかもしれない。

　だが最強であれば、同じ最強の攻撃は凌しのげる。船が沈もうが関係ない。惨みじめに命を落とすのは周りで群がる羽虫の塊だけだ。

「がァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　バラバラに砕け散った建材に混ざって、カルタやマリカも宙へ投げ出された。摑つかむものなんて何もなくて、ただ汚れた海へと沈められた。

　がばごぼと大量の海水を吞のみ込こみながらも、何とかして海面を目指す。辺り一面に浮いていた木の板を摑つかむ。

「はあ、はあ!!」

　息を整えるが、そこで顔が真っ青になる。

「マリカ……？」

　いない。

　いつでも少年を励ましてくれたはずの、あのツインテールの少女が。

「マリカ！　どこだ、マリカ!?」

　ゲキハは死んだ。他のクラスメイトや担任の先生がどうなったかも分からない。状況を考えれば全員生還なんてありえない。死んでいる方が当たり前、というメチャクチャな状況。緊急回避の水晶像を砕かれて、今後目を覚ますまで何百年、何千年とかかるのが『幸運』と呼ばれる世界。それでも歌うた貝がいカルタは信じられなかった。昔むかし馴な染じみが『いなくなってしまう』なんて可能性を。

「噓うそだろ、ちくしょう、待てよ、ちくしょう、マリカぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　目の前が真っ暗になった。

　直後の出来事だった。

「……はあ、はあ、うるっさいわね。ちゃんと生きてるわよ」

「まり、か？」

　少し海面が波打てば、それだけで見失ってしまいそうな小さな影。

　だけどいる。

　空になったポリタンクを摑つかみ、蒼あおざめた唇で語りかけてくる幼おさな馴な染じみは、確かにいる。

「大丈夫、足も二本あるわ。……これ以上ダメージを喰くらわなければ、だけど」

「ううっ、ひっく、うええええ。うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　もう止まらなかった。

　子供のように泣いた。

　だがそれだけだった。カルタとマリカは生き残ったが、それだけだった。辺り一面はハリケーンが通過した直後の川のようで、一面が割れた板や家具の残骸で埋め尽くされていた。そして動くものはほとんどなかった。カルタ達と同じように昔むかし馴な染じみもいただろう。今日たまたま知り合った友人達だっていただろう。あるいはもっと深い関係の恋人達だっていただろう。

　誰も。

　見渡す限り誰も、残っていなかった。

　死の海に浮かぶ二人の頭上を、何か巨大な影が通過していく。それは軍用のティルトローター機だった。ロープが次々に垂らされ、ピンピンしている若者達が摑つかまっていく。明らかに生徒ではない、教職員でもない。その中には、壇上に立った『恐竜』の白髪女も交ざっていた。

　そうして、ようやく思い至る。

　あれは『軍』のティルトローター機。

　本来であれば世界を脅おびやかし人類を威圧するまま追い詰めた脅威と戦うための力の持ち主。仰ぎよう神しん魔ま法ほうの使い手、そのプロフェッショナル。

　難問排除。

　最強の五人。

「何が正義の代表だ……」

　ギリッ、と歌うた貝がいカルタは奥歯を嚙かみ締しめた。

　天に向かって吼ほえるように、彼は叫んでいた。




「これが正義のやる事かあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　そんなもの、どこにも届かなかった。

　歌うた貝がいカルタ、一五歳の春。

　栄光ある彼の水晶魔法学園生活は、血の涙と共に終止符を打たれた。
















　こうして始まる。

　世界全土を巻き込む少年少女の仇あだ討うちが。








行間〇









『結局自炊派が最強よね』

　まだ洋上水晶魔法学園グリモノアが沈む前、雨あま脚あしマリカはそんな風に言っていたものだ。

　彼女は船内の学食のテーブルに陣取っているが、何も頼んでいない。

　注文カウンター側でただただ少年少女が繰り広げるお昼休みの死闘を眺めながら、お弁当箱の中身を箸でつついている。

『ああ、こういう時ブルジョワジーな言葉が浮かんで仕方がないわ。パンがなければお菓子を食べれば良いじゃない』

『カルタの弁当勝手につつきながら何言ってやがるんだ』

『うっ、うるさいわね。そういうアンタもミートボールかっぱらってんじゃない』

『何でも良いいから争うなら俺の弁当から離れてくれ！』

　当の本人、歌うた貝がいカルタからの苦情なんぞ聞きやしない。

　カルタは別に毎日弁当を作っている訳ではないが、たまに作るとこうなる。今日は弁当を作ってきたと公言しなくてもバレる。おそらく嗅覚だろうと睨にらんでいるが対処のしようはない。

『にしても聞いたかよ、「全学大会カタストロフ」の内容』

『同じクラスなんだから聞いてない方がおかしいっての。災害、疫病、戦争、何でもござれ。ようは世界中のヤバいトコに放り出されて生き残れって内容でしょ』

　うんざりしているのはみんな一緒だ。

　カルタはカルタでアスパラのベーコン巻きを取られる前に回収しながら、

『……水晶魔法ってそんなに便利なものだったっけ？』

『にえさま。このアイネの機能に不満があるならば速やかに純金を補給し機能の拡張を実行する事をオススメします』

『そんな便利な機能をつける前に借金で死ぬ。ていうか何でテーブルの下に潜っているんだ!?』

『おっ、アイネちゃんだー。ほらほらお姉さんが卵焼きをくれてやろう』

『あと俺の弁当そいつに喰くわせてもこっちの腹が膨れる訳じゃないんだマリカ！』

　わいわい騒ぎながらお昼休みの時間が流れていく。

『でも何とかなるんじゃね』

　風かざ向むきゲキハはそんな風に言った。

　言っていた。

『何だかんだでこれまでの先輩方も乗り越えてきたんだろ。水晶魔法にはそれくらいの可能性ってのがあるんだろ。だったら大丈夫さ、俺達はレールに乗っているんだ。変な風に脱線しねえ限りはやっていけるって』

　そうなのだろうか。

　そうなのかもしれない。

　カルタは少し考え、そして頷うなずいた。

『……だよな』




　いいや。

　そうでなければやってられない。








第一章
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　難問排除の一人。

　エリシア＝ルークスヴェルグ。

　本日は一般市民の生活を揺るがす脅威と戦い続ける孤高の女史へお伺いを立ててみようと思います！

「お伺いだなんてそんな、どうか気を楽にして。円滑に進めよう」

　エリシア女史はすでに数十の街や州や国などを脅威から守り抜いた功績を持つ御方で、ニューヨーク救済、香ホン港コン攻こう防ぼう戦せん、シドニー防衛戦など数多くの『伝説』でも知られております。また、根拠地の救済に際して政治的、思想的、宗教的、軍事的、人種的、あらゆる垣根は存在せず、オールマイティに手を差し伸べる事でも有名です。まあこれは、他の難問排除の皆さんにも当てはまりますが。

「たまたま私が派遣された場所が発達した人口密集地だったに過ぎない。脅威の情報があれば、そこが一〇〇万都市だろうが山奥のログハウスだろうがやるべき事は変わらない。常に全力を尽くす、それしかないのだ」

　脅威との戦闘については情報封鎖が敷かれていますが、巷ちまたで女史はザウルスという呼び方で浸透しているようです。こちらについては？

「ふっ、情報封鎖が敷かれている通り、お答えする事はできない。済まないな」

　今後の活動などは？

「それも情報封鎖だ」

　エリシア女史は戦闘面の他に、難処理系のゴミ処理インフラにも深く関わっています。失礼ですが、見み目め麗うるわしい女史と廃棄物という項目に関連性を見み出いだしにくいのですが。

「世の中に美しいも汚いもない。あるのは資源と商品のサイクルだけで、片方が滞ればもう片方も倒れてしまう。この星の全ては有限だ。効率的な再処理と、そこから得られる新たな資源だけが人類全体の寿命を延ばしてくれる。ある意味で脅威と戦うよりも重要なのだがな。……失礼、少々頭の痛い話を語り過ぎたかな？」

　ではいったん仕事の話から離れましょう。

　こちらで得た独占情報によりますとエリシア女史は現在フリーだとか。こんな美人なのにもったいない！　逆玉に乗るとしたらラッキーな男性はどのようなタイプになりますかね？

「できれば情報封鎖してもらいたかったところだが仕方がないな。ちなみに逆玉という考え方自体あまり好かん。そういう目的で近づいてくるのは勘弁願いたい」

　では、エリシア女史はむしろ男性に支えてもらいたいタイプ？

「私にだって、王子様に憧れる権利くらいはあるだろう」

　おおっとう！

「……、何だ、その意外そうな反応は。そうだな、もしも私を射止めたければ、第一条件は私よりも強い事だ。世界中の王子様、いつでも挑戦を待っているぞ」
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　にこやかな笑顔を映すテレビ画面が一瞬で真っ黒になった。

　リモコンのスイッチを押したのではない。投げつけて液晶を叩たたき割わったのだ。

　狭い室内で、透き通るような白いドレスを纏まとう水晶少女のアイネがゆっくりと首を傾かしげてカルタを眺める。

「にえさま」

「気に喰くわないんだよ」

「テレビに罪はないのでは？」

「ごめんなさい」

　物言わぬ機械へ素直に頭を下げた。とはいえもちろん後の祭りだが。

　洋上水晶魔法学園グリモノアは一日で消滅した。生徒も教師もいなくなった。何が脅威だ、これではどっちが世界を滅ぼしているか分かったものではない。

　あれだけの大惨事の中でカルタは比較的軽傷で済み、マリカも脱出時に両足を損傷したものの、後遺症などに悩まされる心配は脱していた。全ては水晶魔法の回復機能のおかげだ。

　ここは赤道直下の洋上から比較的近くにあった、南洋の島国。

　英語、中国語、韓国語、タガログ語、そして日本語。様々な言語が雑多に飛び交うジャンクな島の、そのまた小さな海岸の洞窟に、一台の安い中古のキャンピングカーが紛れ込んでいた。

　全長五〇〇メートル。新しい時代の巨大船舶に最新水晶魔法設備、生徒と教職員合わせて七〇〇名の専門家に護衛艦隊まで。かつての栄華は見る影もない。

　きぃ、と錆さびた蛇口をひねるような音が聞こえた。

　同じキャンピングカーに乗っている、長い黒髪のグラマラスな美人からだった。

　表おもて参さん道どうキョウカ。

　かつての三年生レギユレーシヨン３、生徒会長でもあった少女だが、今はもうどれだけプリント基板から命令を送っても水晶花を装甲展開できない。身長の二倍を超すと言われる炎の剣、フランベルジェも取り出せない。せいぜい最低限の通信くらいが関の山だとか。海や空どころか次元さえ渡ると噂うわさされる才媛だったはずなのに、背中に負った深手のせいで、自力で車椅子から降りる事さえできなくなっていた。

　一体あの地獄の中で何が起きたのか。

　基本的に水晶魔法使いは致命傷にならない限り、手足を切り飛ばされても、破損部位が水晶化し、速やかに回復プロセスに移る。三〇秒ほど経たてば水晶の殻を破壊して元通り。……なのだが、体内に金属片などが刺さったままなどで回復が阻害される場合はこの辺りがきちんと機能しない事もあると聞く。

　マリカは運が良かった。カルタはもっと運が良かった。

　だけど、生徒会長は嘆かなかった。

　そもそもあの地獄から生き残れた事。それ自体が幸運だと、聡そう明めいな彼女はきちんと理解していた。

「散々己の無力を嚙かみ締しめても、それでも乗り物を拠点に選ぶのは、やっぱりあの学校で染しみついたサガなのかしらね」

　感慨深そうに言う車椅子の少女は、折り畳み式のテーブルの縁を指先でゆっくりとなぞっていた。テーブルには水晶魔法に関するハンドメイドの実験器具や切手よりも小さなプリント基板がいくつか並べられていたが、正直、子供の夏休みの工作程度のものだった。水晶花の鮮度を保つのも一苦労だ。

　海水を吸って、いくら乾かしてもガビガビに固まってページがろくに開かない教科書や参考書。そこから手打ち入力でデータ上に水晶花の管理マニュアルを復元していって……。

（……ゲキハ）

　たまたま見つける事のできた書物の裏面には、油性ペンで友人の名前が記されていた。

　つい先日まで、同じ船内に学校と寮部屋があるというのに忘れ物をしては、当たり前のように見せ合っていた教科書。ページの隅に拙つたないパラパラ漫画の描き込まれた参考書。テストに出そうな項目をマーカーで色分けするよりも、歴史的な発見をした学者の顔写真にヒゲやメガネを追加する方に熱心な力を注いでいるのが分かる散々な有り様だった。

　あまりにもプライベートな、いっそ無防備とも受け取れる匂いの残る書籍。

　こんな事が起こるなんて、誰も思わなかった。

「……、」

　他には、武器になるものがいくつか。伸縮式の特殊警棒にスタンガン、催涙スプレー、軍用の懐中電灯。しかし、そもそも水晶花を操る水晶魔法使いがこんな武器をかき集めようとしている時点でどん詰まりなのだ。万全であれば、むしろオカルトを研ぐはずである。

　それでも言う。

　長めの軍用懐中電灯を弄もてあそび、歌うた貝がいカルタは言ってのける。

「まだ嚙かみ締しめるには早いです。ヤツらに一泡吹かせるまでは」

　アイネ、と彼は小さく呟つぶやく。

　ソファベッドの肘掛けに腰を下ろしていた女の子が、七色の光を照り返す銀髪を揺らし、小さく首を傾かしげる形で応じる。命令待機を仕草で示す。

　有史以来どんな神話や宗教にも登場した事のない、謎めいた水晶少女。

　少年が自分で使える最大の『武器』。

　カルタはキャンピングカーの扉を開け、アイネが車椅子を後ろから支えて、バリアフリーの電動タラップを使って三人で外へ出る。

　海に降り注ぐ太陽光が不思議な乱反射を起こす青い洞窟は、まるで旅客機の事故現場のようだった。

　一つ二つ、ではない。

　実に数百もの透明な水晶像がずらりと並べられている。砕けた手足を寄せ集め、可能な限り破片の一つ一つをパズルのように組み合わせて、人のシルエットを取り戻し。

　それでも、足りない。

　保健室で見た三つ編みの少女は全身揃そろっていても、ヘソ上から広がる亀裂を回復させるのに五五〇年はかかる見込みだった。

　ざばりと水を割る音が聞こえた。

　南国の洞窟、その温かい海面から顔を出したのは、競泳水着にレジャー用の酸素ボンベを背負ったマリカだった。

「次の交代は良いいわ。……これ以上は破片が細かすぎて、人の手で回収するのは不可能よ」

「……、」

　カルタはずらりと並ぶ水晶像の中から、一つに目をやる。

　同じクラスメイトだった風かざ向むきゲキハ。

　可能な限り砕けたパーツは集めたが、それでも再び息を吹き返すには概算で七〇〇〇年以上かかるだろう。

　もう、カルタ達が生きている間は言葉を交わす事もできない。

　……それでもマシと思うしかない。巨大な船を守っていた護衛艦で働いていた人達は『普通の人』だった。海の藻も屑くずになってしまえばそれまで、一切のチャンスはないのだから。

　背中の酸素ボンベを放り捨てるマリカに、車椅子の生徒会長のキョウカ。

「人外少女を合わせても全部で四人。……ほんとにやれると思う？　世界の難問排除サマ相手に」

「それ以前に、どのような理由があれ、わたし達はテロリストという形に収まりそうでもあるけど」

　試すような少女達の言い草だった。

　その引き止め方に、本気の力が加わっていないのは明らかだった。

「やるしかない」

「どうして」

「だって俺達が今日まで生き延びる事ができたのは、俺達の実力なんか関係ないからだ」

　カルタは率直に認めた。

「まともに立ち向かえば死んでいた。普通に逃げたって殺されていた。それでも生き延びられたのは、俺達の代わりに別の誰かが殺されたからだ。生徒の森に隠れ、先生の盾に紛れて、命からがら逃げ延びた。救いを求める声も、いっそ殺してくれと嘆く声も、みんな耳を塞いで、ただ自分が生き残りたいがために!!」

　醜い醜い言い分だった。

　これが平和で平和でどうしようもない国なら、糾弾されていたかもしれなかった。

　だが誰も笑わなかった。皆が地獄の通過儀礼を終えていた。

　不幸中の幸いだったのは、彼らが水晶魔法使いだった事。

　永遠に等しいコールドスリープのようだが、まだ再覚醒の芽はある事。

　だが、それだって、

「あの難問排除達が事態に気づけば、すぐさま再捜索が始まる。正義の使者って顔して世界中を味方につけて、あっという間に密告、魔女狩りでこんな洞窟だってすぐバレる。そうしたら後はあいつらの独壇場だ。ただ回復を待つしかないゲキハ達は取り上げられて、全身バキボキに砕かれて粉末とタイルを一緒に焼き込められて世界中の道路にでも配られたらハイおしまいだ。そうなったらもう絶対に再生なんかできない」

「……、」

　殺せないなら、殺さなくても良い。

　死ぬに死ねない、絶対に起き上がれない、そんな末路を用意すれば良い。

　例えば車椅子の生徒会長が、何かしらの原因で回復を阻害されているのと同じように。

「だから絶対に許せるか。ヤツらがこの洞窟を探り当てるまでがタイムリミットだ。それまでに五人全員仕留めて追っ手の原動力を刈り取る。狂いに狂った世界を正常化させてやる。そのためなら何だってする。それがあの地獄の中で生き延びさせてもらった俺達の責務だ!!」

　じりじりと心を炙あぶる炎を自覚する。

　こんなものは自傷行為と同じだ。自分の怒りに自分で焼かれているだけ。

　だけど、どうしても許せない。

　最後の最後でゲキハは謝っていた。俺が馬鹿だったと。

　そんな訳があるか。自分の価値を支えてくれた大人が殺され、理不尽に自分の世界を否定され、壊されて、憤いきどおる事のどこが愚かだというのか。あの決断が、あんな結末に結び付けられてしまった事。正しい選択が、馬鹿だという事にされてしまった極限のねじれ。そこにこそ落とし前をつけなくてはならない。どんな経緯であっても生き残り、自分の手で行動できるカルタ達が。

　難問排除が悪かった。

　絶対にそう認めさせてやる。ヤツら自身に。

「確かにあなたの言い分は格好良いものではないかな。五五億人にとってはクラスメイトだの学校の生徒だのなんてどうでも良いい、世界に混乱をもたらす考えでしかないのかもしれない。だけど、一人で恥じる事はないでしょ」

　車椅子の生徒会長が、そっと言葉を重ねてきた。

「あのクソ野郎どもにこれ以上何も奪われたくないのは、わたし達だって一緒なんだから」

「……、」

　激げつ昂こうして目尻に涙すら浮かびかけたカルタは、目元を手の甲で拭った。

　風かざ向むきゲキハとの思い出は、洋上水晶魔法学園での温かい日々は、いったん忘れる。

　冷徹に、前を向く。




「それで、エリシア＝ルークスヴェルグについての情報は？」




　青い不思議な光で満ちた洞窟の壁に、明らかな人工の光が混ざる。

　水晶少女のアイネがキャンピングカーの中からプロジェクターを持ち出したからだ。

　濡ぬれ髪がみをくるくるツインテールにまとめ直したマリカが車の壁に背中を預け、暗がりの中で車椅子の生徒会長がリモコンを操作した。壊れたテレビのものではない。やはり、アイネの用意したプロジェクターのものだ。

「さっきの放送はライブだから、この街の放送局に詰めているのは間違いないでしょ」

　最初に表示されたのは、雑多な街の地図だ。

　中心に打ち込まれた赤い光点が放送局だろう。

　その光点を軸に、さらに大きな円が描かれていく。街のはるか外にまで。

「放送局にはヘリポートがある。航続距離の半径内には港も空港もゴロゴロ。大統領専用機みたいに管制塔から表示を消して移動してしまえば足取りはほぼ摑つかめなくなるでしょうね。……まあ、それでも民間アプリが専用機の移動ルートを暴いたみたいに、手がない事もないんだけど、問題は別にある」

　車椅子の生徒会長の言葉に、マリカもマリカで追従するように、

「エリシアは世界規模のインフラにも一いち枚まい嚙かんでいるんだっけ」

「ああ。難問排除全体で世界中に影響を及ぼしているけど、エリシア個人なら特にオセアニアやその周辺の海での権限が強い。つまりここ、南の海はヤツのホームだ」

「エリシアの世界インフラはゴミ処理と再利用。普通じゃ解体するのに何年もかかる大型旅客機だのタンカーだのをものの数十分で完全分別する怪物……だったわよね」

「ええ。例の『恐竜』が万全の態勢で暴れられるよう、七つの海に二〇以上のメガフロート施設『資源墓場』を用意しているようね。いずれも、マンハッタン島よりも大きなものを」

　エリシアの『恐竜』は体育館に収まるくらいのサイズだ。ならばそこまで大仰にする必要はないのではないか。そんな質問に対する答えは明白だ。

　これくらいのサイズで浮力や安定性を確保しないと、『恐竜』が本気を出した瞬間にメガフロートが丸ごとひっくり返りかねない訳だ。

「この『資源墓場』自体が複数の船に引っ張られる形で世界の海を自由に渡る他、空港、港湾、潜水艦基地の役割も担になっているの。旅客機、タンカー、潜水艦、寿命がきたものは何でもかんでも回収する都合でね。飛行機でやってきて潜水艦で近隣大陸にある別口の空港へこっそり移動して……なんてやられたら、追跡は不可能になる事間違いなし」

「つまり、『消える』前にここでやるしかない」

　歌うた貝がいカルタは低い声で呟つぶやいた。

　当然、彼ら全員の視線の先にあるのは地図の赤い光点、放送局だ。

　車椅子の生徒会長がリモコンを操作すると、問題のロケーションについてかき集められるだけの資料が洞窟の壁いっぱいに表示された。おそらく大半はネットから引っ張ってきたものだろう。外観や出入口の数と位置、設計や施せ工こうの業者のリスト、建物周りのカメラやセンサーの概算位置、資材搬入や仕出しの弁当業者のトラックまで写真画像がある。

　競泳水着の水気をバスタオルで拭いながら、マリカが呆あきれたように呟つぶやいた。

「よくもまあこんなに集めましたね……」

「それはまあテレビ局だもの。いまいちファンとストーカーの区別のつかない方々が出待ち、あるいは楽屋侵入のため情報を持ち寄ってくれているようで」

　表おもて参さん道どうキョウカは妖しく笑っていた。

　流石さすがに公式の設計図そのものは見当たらなかったが、それでも『有志』が組み立てたらしい概算図なら一いつ式しき揃そろっていた。外観や柱の数から予想される図面はおろか、具体的なスタジオの番号まで網羅されているところを見るに、ひょっとするとバイトや清掃業者として潜り込んでいる『当事者』でもいるのかもしれない。

「放送局って対テロ関係で書類に書かれる重要インフラだろう。危なっかしいなあ……」

「実際、わたし達みたいなのもいるのにね」

　そして問題の放送局は、地上二〇〇階建ての超高層建築だった。

　周囲がプレハブやバラックの集合体のような雑多な街並みだけに、放送局を中心に日時計の文字盤のように展開されるきらびやかなセレブ街が余計に際きわ立だつ。

　これもまた、かつての洋上水晶魔法学園の巨大船舶と同じ。

　水晶魔法の副産物である新素材や新技術によって、建物や乗り物は極端な肥大化傾向にある訳だ。

　マリカはそっと息を吐いて、

「そのまんま電波塔も兼ねているんでしょ。でも東南アジアに世界一のエンタメ放送基地なんて、なんかイメージに合わないなあ」

「テレビ人口も結局パイの奪い合いだ。メジャーコンテンツに居座られると周りは圧迫されるだけ。特にハリウッドの席せつ巻けんで人口密集地の中国からもインドからも締め出されたユーロ系映画産業は、億単位の人が残る黄金郷を求めて世界中這はいずり回まわっていた。やたら豪華な放送機材も放送局の建築手法も、揃そろいも揃そろって『欧米なら当たり前ですよ』な色に染まっているのだってそういう事」

「つまり紅茶農園と同じくらい分かりやすいお金のなる木ね。だとすると、警備状況もかなり厳しいものになるでしょ。水晶魔法に頼って真正面から突っ込むのはオススメしないかな」

「……そうですね、表おもて参さん道どうさん。そもそもそれだとエリシアの隙をつけないですし」

　カルタはどろりとした瞳で吐き捨てた。

「にえさま」

　と、水晶少女のアイネが口を挟んできた。

「エリシア＝ルークスヴェルグとの直接戦闘を嫌うのでしたら、むしろ標的を屋上のヘリに乗せてしまうのも手なのではないでしょうか。彼らは水晶花を保有していません。飛行能力がないのであれば、墜落させるのが最も有効な打撃となると判断しますが」

　これに対する答えはシンプルだった。

「……それだとヘリのパイロットを巻き込む羽目になる。車の運転手と違ってほぼ一〇〇％助からない」

「？」

「ようは、余計な人は巻き込みたくないって事よ。アイネちゃんには難しかったかな？」

　マリカは苦笑しながら言う。

　ただし却下された意見であっても、完全に価値がないとは言わない。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは小さく笑って、

「……でも、地に足のつかない相手を狙う、という線は悪くないと思わない？」

「放送局でエリシアを襲うとして、周りへの被害はどうするのよ？」

「当然、なるべく巻き込みたくない。さっきも言った通り放送局は重要インフラだ。エリシアを逃がすのは論外としても、ヤツを捕捉した後にわざと警報に引っかかれば自然と周りの一般人は避難してくれるものと信じたいけど」

「なら、その役はわたしに任せて、あなた達は戦闘に集中してちょうだい」

　表おもて参さん道どうキョウカは車椅子の肘掛けを人差し指で軽く叩たたきながら、

「こんな体にはなったけど、わたしにだってまだやれる事はある。皆を守るため、それに仇かたきを討つために参加したいのよ」

「ええと、具体的に何を？」

　マリカが慎重に尋ねると、生徒会長は肩をすくめて、

「こんなナリなら周りの警戒も緩むでしょ？　放送局の敷しき地ち周しゆう辺へんにあるガス管でもいじって爆発するように誘導しましょう。詳細が分かるまでは、厳戒態勢になってくれるはずよ。ついでに、放送局周りの観光客なんかも逃げ惑ってくれればパーフェクトね」

　悪くはないアイデアだ。

　カルタとマリカは互いの目を見て軽く頷うなずいてから、

「放送局は厳重警備で真正面から突っ込むのは得策じゃない」

「でも私達は水晶魔法使いよ。普通の人間なら想定しない場所からでも忍び込める」

「ならそういう事で」

　この辺りは『全学大会カタストロフ』に向けた練習相手として、共に行動を続けた日々が功を奏した。大体考えている事は同じという訳だ。

「となると、改めて本題」

「エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグ。この恐竜女をどうやって葬ほうむるか、だ」

　次に表示されたのは、いくつものレポート。

　あの酸鼻を極めた惨劇の中で、いちいち写真を撮ったり数値を測ったりはできなかった。忌いま々いましい記憶を総動員して船の図面を描き、あの時、何が起きたのか、それをできる限り詳細に書き込んでいった血の結晶である。

（ゲキハ……）

　一人一人の死を、無駄にはしない。

　必ずここから突破口を見み出いだして、完全な仇あだ討うちを結実させてみせる。

「大量の武器防具その他ガラクタの山をかき集めて作った、全長一五メートル近い肉食恐竜にも似た化け物……」

　難問排除は『脅威そのものと戦う』以外にも国際社会で様々な価値や影響力を持つ。

　世界規模のインフラの要かなめとして、その莫ばく大だいな力を貸し与えているからだ。

「あれしかできない、とは限らないよね。例えば大きさについても、体育館の天井に合わせてサイズを調整していただけかもしれないもの」

　エリシアの場合はゴミ処理。

　特に解体で手間のかかる大型旅客機やタンカーなどの巨大構造物が相手だ。

「だとしても、おそらく一五から五〇メートルまでの間だ」

　……それはまあ、彼女なら簡単だろう。何百人もの人間が張り付いて、半年、一年の単位でボロボロに錆さびたタンカーをバーナーで切り取っていく時代は終わった。あの『恐竜』があれば、それこそ一時間、いや三〇分とかからない。

「どうしてちゃんとしたサイズが分かるのよ？」

　マリカの問いかけに、カルタは肩をすくめて、

「あの馬鹿デカい船が沈められた海底までの深さがそれくらいだからだよ。一〇〇とか一〇〇〇とか無制限に体積が膨らむなら、そもそも恐竜を船の中に呼び出す必要はない。二本の脚で海底を踏ませ、その顎で船を丸ごと嚙かみ千ち切ぎってやれば良い」

　あれだけ圧倒的な状況で出し惜しみや、のちのちの事を考えてブラフの仕込みをしておくとも思えない。よほど深読みしない限り、カルタの考えに異論はないはずだ。

　車椅子の生徒会長も頷うなずいて、

「分類としては、アイネさんと同じ完全分離型という事になるのかしらね」

　表おもて参さん道どうキョウカがそんな風に言った。

　あれと同じ扱いにされる。ぞわぞわと指先から嫌けん悪おが這はい上あがるが、今は私情を吞のみ込こむ。

「でも、俺のアイネをそのままぶつけても勝てない。質量とパワーが違い過ぎます」

「にえさま。このアイネの機能を拡張していただければ……」

「ひとまず不確定要素にすがるのはナシだ。『秘められた才能頼み』と同レベルだぞ」

「でも、問題はそこよね」

　ストロベリーブロンドに染めたツインテールのマリカが顎をさすりながら、

「あの恐竜、別に時間を止めたり空間を渡ったりする訳じゃない。目からビームが出る訳でも口から炎を吐き出す訳でもない。ただただ圧倒的な質量。重さをパワーに変換したごり押し。……ロジックもクソもないのに、でも誰にも止められない。ここを何とかしない限り、最初の足掛かりも見つからないわ」

　白髪女のエリシア自身、相当の自負があったのだろう。

　そうでもなければ公衆の面前で学園長を瞬殺し、わざわざ遮蔽物の少ない壇上に顔を出し、七〇〇人近い視線を浴びる位置になんか立たない。集中砲火で殺してくれと言わんばかりの配置だ。

　飛行、障壁、修復。

　水晶魔法使いが当たり前に使っている『プリセット』のない、剝むき出だしの生身で行使する仰ぎよう神しん魔ま法ほう。それでいて、最先端の『プリセット』と『スキル』でガッチガチに固めたカルタ達を、ものの一瞬で阿あ鼻び叫きよう喚かんへ叩たたき落おとした、最強の中の最強。

「……、」

「表おもて参さん道どうさん？」

「いえ、続けてちょうだい。ちょっと何かが引っかかるというか、喉まで出かかっているんだけど……」

　頰に手を当てている車椅子のキョウカが気になるが、今はアイデア出し……というか、ほとんど問題点の列挙となっている話し合いの方に集中する。

「マリカの水晶花でもダメだよな？　あれだけの大質量になるとレーザーだのメーザーだので切断するのも堪こたえるだろ。装甲で覆った防弾車と、中までぎっちり詰まった鋼の塊の違いっていうかさ」

「それ以前に、あれ、壊しても意味があるのかしら。たくさんの釘くぎが磁石で集まって一塊になるっていうか、何度でも復活するって可能性は？　だって、あの恐竜、アイネちゃん以上に生き物っぽい感じがしないじゃない」

「……となると、永遠に地獄が終わらないぞ」

「いっそ恐竜が出てくる前に本体の年増女を吹っ飛ばすっていうのは？」

　奇襲が成功するならそれが一番だ。

　ただし問題なのは、

「計算を組めない。……あの恐竜がどうやって呼び出されるのか、コマンド実行してから完了までの時間に関するデータがないだろ」

「よね。アイネちゃんみたいに身体からだの中に入っていて、一瞬で召喚完了とかだったら最悪だわ」

「奇襲失敗した時のためにも、やっぱり恐竜は『いる』ものとして作戦を組むべきだ」

　蒼あおざめた肌の水晶少女、アイネは首をひねっていた。

　銀の髪をたなびかせ、そのまま言った。

「その恐竜は、大きくて、自在に形が変わって、どこでも格納できて、一瞬で呼び出す事ができて、どんな方法でも破壊できない。そういう類のものなのでしょうか？」

「うっぷす！　改めて並べられるときっついわねー!!」

「でしたら、何故なぜあの時、エリシア＝ルークスヴェルグは壇上に現れたのでしょう？」

　改めての疑問に、全員がアイネの方を見た。

　彼女は静かに首を傾かしげたまま、

「アイネとにえさまは、恐竜とエリシアの関係値に似通った部分があります。完全分離型、最硬ランクの装甲の塊と、生身のままのにえさま」

「それが……何なんだ？」

「であれば、壇上に立つ意味はないのです」

　アイネは質問に答える。

　率直に、即答で。

「あの場において最も安全かつ効率的な布陣は、そもそもエリシアが船に乗り込まない、という選択です。恐竜だけを解き放ち、遠距離から高みの見物を決めていれば良かった。ですが、エリシアはそうしなかった」

「だって、さっきカルタが言っていたじゃない。恐竜のサイズは一五から五〇メートルくらいが関の山で、船外で呼び出すと海底に沈んじゃうって……」

「だとしても、エリシアが顔を出す理由の説明にはなりません。恐竜だけ体育館に放ち、当人は身を隠しながら指示を出すのがベター。ましてそれがにえさまのいた船とは別の、離れた艦船ならばベストです」

「ええと……じゃあ見み栄えの問題なんじゃないの？　わざわざ壇上に立って宣戦布告やらかしてくれたくらいだし」

「待てよ。あの時やってきた難問排除は『恐竜』だけじゃなかった。『光こう槍そう』とか『大剣』とか、他にも色々いたはずだ。本当にみんながみんな、船に乗り込んで来ていたのか？」

　歌うた貝がいカルタは根本的な事を改めて掘り返す。

「そうじゃないとしたら、『船外からの攻撃』がアリなら、エリシアのヤツはどうしてわざわざ乗り込んだ？　見み栄えの問題じゃない、ヤツらは羽虫相手にそんな演出はしない。だって現実に、他のメンバーは壇上に上がっていないんだから」

「……合理的な話……例えば距離の問題……あまり離れると恐竜を支配できなくなるとか……でも……」

　車椅子の生徒会長は口の中で何かを呟つぶやいている。

　カルタとアイネの場合でも、『どこまで指示が届くか』は重要案件だった。距離に制限があるという話はあながち間違っていないかもしれない。

　ただし、それとは別に、

「何故なぜヤツは壇上に立った……？」

　距離さえ近ければ舞台裏でもダクトの中でも良かったはずだ。あの時、エリシアが得意満面に語った内容を思い出す。いいやそれ以前。白髪の女の手足の動き一つ一つを精査していく。

　そう、どうして。

　彼女はどんな理由で一番目立つ、危険な場所に立った。

「……いや、考え方が違うのか……」

　あっ！　と車椅子の表おもて参さん道どうキョウカが声を上げた。

　マリカとアイネはまだピンときていない顔だった。

　インパクトに惑わされるな。彼女が一番欲しがった最初の立ち位置を思い出せ。あの恐竜はどこから出てきた。何を突き破った。つまり、それを背にしているというのはどういう事だ。生徒、教職員合わせて七〇〇人。そんな大人数と相対するにあたって重要な位置取りと言えば……。

　そして歌うた貝がいカルタは思考の世界から現実に復帰した。

　彼はみんなの顔を見回して、答え合わせに入った。




「あの女は、どうして壁を背にしたがったんだ？」





２






　手に入れるべきものはシンプル。

　日本ではなかなか調達しづらいだろうが、この雑多な国なら珍しいものでもない。

　カルタ達が歩いているのは、スラムとセレブの中間。運転手が待機する黒塗りの車のすぐ傍でボロボロのコートを纏まとった男が空き缶を集めている、独特の風景ができていた。

「ショットガンの弾で十分だろう。箱買いであるだけ欲しい気分だけど、一ヵ所で数かず揃そろえると怪しまれるか。いくつかのお店を回った方が良いいかもね」

「仕掛けはどうするのよ？」

「着火するだけならそう難しいものじゃない。火花一つあれば十分だから、乾電池とアルミホイルだけでも信管は作れる。まあ実際にはスイッチでオンオフするための仕掛けが別に必要になってくるけど」

「無線で起爆するの？　放送局にヘリポートまであるからあっちこっち色んな周波数の電波だらけだと思うけど!?」

「あと過激なファンが仕掛けた盗聴器とかもね。まあ事前に観光客のふりしてビルの周りを歩いて、周波数の占有度チェックをしておいた方が良いいかも。誰も使っていない帯域は必ずあるよ。それよりマリカ、ここはスタンダードな水晶花を扱うお前だけが頼みの綱だ。本当にやれると思う？」

「やーりーまーすーよー。ほんとはレーザーとかメーザーとかの方が好きなんだけど、やっぱここは非核式の光子ロケットかなあ」

「何にしても試射はした方が良いい。着弾時の衝撃で接触不良になりましたじゃ洒落しやれにならないし」

「当然。となると、ビルの壁に貼り付けるためのゴム系接着剤と、余裕があれば緩衝材も欲しいかな」

　マリカと二人でお買い物。

　アイネはキャンピングカーの方に残してある。車椅子の生徒会長にもしもの事があった時のサポートだ。実際問題、難問排除クラスの連中に居場所を辿たどられればひとたまりもないが、それ以外の、そこらのチンピラが車上荒らしにやってきたくらいなら返り討ちにできるだろう。

「かつての水晶魔法使いがホームセンターで戦力調達とは情けないわね……」

「挑戦権があるなら何だって良いいさ」

「それよりアイネちゃん、お手柄だったんだからご褒ほう美びとか買ってあげたら？」

「金きん箔ぱくとか金粉がついたお菓子か？　ほんとにあいつの身体からだの中で半導体回路なんて構築していると思うかよ」

「流石さすがに前例がなさ過ぎて判断に困るわ。ものを食べる水晶花って時点でなんていうかもう」

「大体あいつを体内に格納している俺は大丈夫なのか、純金の回路なんか抱え込んで」

「あれ、金きん箔ぱくお菓子って体内で消化されないんじゃなかったっけ？」

　そんな風に言い合いながら、買い物用のカートを押して大型店舗の中を歩いていく。

　その手すりにはこうあった。

　ステンレス、第五期資源。

（……こんな所にまで）

『恐竜』エリシア＝ルークスヴェルグの影がちらついている訳だ。旅客機だのタンカーだのを世界中からかき集めてバラバラに嚙かみ砕くだいては、使える資源を超高効率で分類し、再利用に回していく。おかげで第一期資源、いわゆる鉱山から直接掘り返した鉄やアルミなんていうのは、もうほとんど一般に出回る事はなくなった。

　隣をすれ違う買い物客のスマホからは、こんな動画ニュースが流れていた。

『本日の鉄は二ドル五〇セントの下落、アルミは安定的で四〇ドル二七セントをキープしております。投機筋によりますと第一期資源取引の影響は……』

　商品を手に取りながら、マリカもマリカでボソリと小さな声を出す。

「製錬しない石のままの方がお高いだなんて、人間社会って歪ゆがんでいるわよね」

　目的のものはリストにまとめてあるが、前に言った通り、流石さすがに一つの店で全て揃そろえてしまうと胡う散さん臭くささが際きわ立だつ。時間はあまりないが、ぶらりと街を歩いてあちこちの店で小分けに材料を調達し、途中で必要のない店舗にも立ち寄っていく。

「ああー、そういえば新作水着もみーんな海の藻も屑くずになっちゃったのよね、船と一緒に」

「おいマリカ……」

「一着、とりあえず一着だけ！　これもカムフラだって!!」

「ダイビング用に競泳水着は買っていただろう。ここは海も温かいし、あんまり目立たないレジャーで潜れるギリのラインのヤツ！」

「いいかいカルタさんや、学がく生せい鞄かばんとブランドバッグが全然違うものであるのと同じように、あの水着とこの水着は全然ちがーう!!」

　そんなこんなでずるずるとスポーツショップに連れ込まれる。

　早くも幼おさな馴な染じみの目がヤバい感じになっていた。

「ああー……たまんないわ。この値札に取り囲まれるぐるぐる感……。ふふっ、これ全部買って良いんだぜ？　好きなだけ買っちゃって良いんだぜ……？？？」

「何言ってんの欲望少女!?　ダメだって物価の違いで何となくリッチな気持ちになってるだけだから！　根本的に収入なんかないんだし!!」

「『沈没船』から散々金目のものは拾ったでしょ」

「それだって無限にある訳じゃない。大体、将来的にいつか必ず目を覚ますゲキハ達のために九五％は洞窟に残しておくって話だろう。俺達の手持ちは最低限だ」

「ビキニも良いいけどデザインが完成されているから遊びを作りにくいのよねえ」

「聞いてねえしもおー!!」

「最低限で必要なモノだから。ワンピースの方は……おおっとう、トリッキーなのがありましたよ大将！　おへそも背中もぜーんぶ丸見え、あははははははー!!」

　笑いの琴線が読めない。少なくともファッション関係の線ではなさそうだ、くらいにしか。買い物依存症のやる事だ、きっと買って半日くらいで頭が冷えて、猛烈に後悔する事だろう。

　つまり今は手の施しようがない。

　ヤツはキケンな水着を抱えて試着室に飛び込んでしまった!!

「ふんふーん、ふんふんふんふーん……」

「冷静になったら俺がここで待つ理由は特にないんじゃないか……？」

「一人で試着会とか寂しくて殺す気か。そして見てみろこのアホっぽい水着を！　笑えるー」

　ずしゃーっ!!　と巻き髪ツインテールのマリカが勢い良く仕切りのカーテンを開け放った。

　直後の出来事だった。




　水着姿。

　というか動き一発で肩かた紐ひもが弾はじけて、割と上半身がモロ出しになっていた。

[image: ]




「あっ」

　思わずカルタは顔を覆っていた。

　何かたとえようもなく眩まばゆいものすなわちふたつのふくらみ（？）が見えたような気がしたが、深く言及するのは避けた方が良さそうだ。

　でもって、

「だから言ったじゃん！　物価が安いって!!　色々と作りが雑だから信用しちゃダメなんだよ!!」

「[image: ～][image: ～][image: ～]ッッッ!!　ち、ちょっと待ってなさい……!!」

　顔中全部真っ赤になったマリカが慌てて試着室に引っ込んでいく。いかにキャンピングカーの中で寝る時さえ全裸にシーツ一枚の人であったとしても、アクシデントでがっつり真正面から見られた事に抵抗はあるようだ。そして誰がどう見てもカルタに非はない事も理解できているらしい。才媛というのも時には苦労する。

　そしてレジの辺りで店員のお姉さんがニヤリと笑っていた。まさかとは思うが、あれは試着品を壊した壊さないで難癖つけるタイプの商売人か!?

「わざとかよーもおー!!」

「……でもお客サン、とってもお得だったデショウ？」

「……、───」

　何も言い返せない自分が哀かなしいので、口止め料も含めて支払いを済ませた。ここには笑顔しかない。

「へらへらへらー」

「あっはっはー」

　この世界にはもうラブとピースしかなかった。全体的に歌うた貝がいカルタの笑顔は難問排除に追い詰められた時より不細工になっている。

　試着室のカーテンが動くと、彼らは再び赤の他人に戻っていく。

「うー……。この破け水着どうする？」

「それで《ザウルス》を倒せたとしたら歴史の教科書に載るな」

　必要以上にビシッと決めた顔で刺しに行くカルタ。

　ともあれ、準備は終わった。

　世界最強、その一角。

　難問排除の一人。

　エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグへの仇あだ討うちが始まる。





３






　東南アジア一帯を、国境さえ越えて牛耳る超巨大放送局。

　肥大に肥大を重ねて二〇〇階建てとなったその超高層建築には、当然欠かせないものがある。

　エレベーターだ。

　高速、快適であるのはもちろん大量の人員や大道具などの資材を常に行き来させるため、どうしてもその数だって膨大になる。

　観光客や番組観覧希望者を乗せるための一般的なもの、中型トラックをそのまま積み込めるレベルの資材搬入用のもの、芸能人を裏からこっそり逃がすためのもの、芸能人ではなく社員を運ぶためのもの……。

　中でも白髪の女、エリシア＝ルークスヴェルグが乗り込んでいたのはＶＩＰ用のエレベーターだった。全面ガラス張りにして広がる夕暮れの街並みを一望できるその造りは、リゾートホテルにあるものと似通っているかもしれない。

　通常であれば案内役の局スタッフか、ＶＩＰの秘書か、あるいは警護の人間がついているだろうが、エリシアの場合は違う。

　理由は単純で、

『邪魔だから』

　の一言に尽きる。

　過激なファンと芸能人を交差させないなどの目的で必要以上に入り組んだ巨大ビルの構造の把握も、分刻み秒刻みのスケジュールの管理も、そして不意の襲撃犯に対する迎撃戦力も、その全てをエリシアは一人でまかなってしまっている。

　彼女は単体で世界最強だ。

　いったんトラブルの解決に動けば、むしろ周りに犠牲を出さない方が難しいくらいの超武闘派である。何しろ『恐竜』は細かい狙いがつけられないのだから。わざわざテレビカメラの前で笑顔を使ってリップサービスまでしているのだ。同士討ちで味方をくちゃくちゃにしてしまいましたなどというレコードを作るのは避けたい。ここ数時間の顔面肉体労働が水の泡となってしまう。

（一番の防衛手段とは、そもそも位置を知られない事なんだがな……）

　そういう意味では、どこから見ても分かるランドマークに、次の移動手段が大空を舞うヘリコプターというのはなかなか面白い条件とは言いい難がたい。率直に言って、半分錆さびた中古車でベニヤ板やプレハブだらけの小道を走る方が彼女の性にも合っていた。

　そして誰もいないエレベーターの中で、エリシアは何かを嗅ぎ取った。

　スマホを取り出し、映像つきの通話で最上階の局長と連絡を取る。

「この後の予定はインタビューが四本と対談が一本、終わった後に『有力者』とやらとの会食だったな」

『え、ええ。お疲れのところまことに心苦しいのですが、しかし是非とも有意義な時間となるよう誠心誠意

「全てキャンセルしろ」

　は？　という平和ボケした疑問にいちいち答える事はなかった。

　端的に結論だけ告げる。

「それより貴様も備えろ。……賊だ」

　予言は的中した。

　直後の出来事だった。




　ばづんっ!!　と。

　いきなりエレベーター内の照明が落ち、停電したと伝えてきたのだ。




　列車の車輪が緊急ブレーキに挟まれて火花を散らすような、耳に障さわる金属音が響き渡る。最上階を目指していたはずのエレベーターが急停止する。

「……、」

　夕暮れ、ここは高層なので日没までの時間もわずかに延びているはずなのに恐ろしく暗い。人工的な照明が消えるとこうも変わるものか。

　薄暗闇の中でぼんやりとスマホの画面が光を放っていたが、通話は途切れていた。

　圏外、と表示にあるのは東南アジア最大の放送局にして電波塔の設備を借りて通信していたためだろう。だがガラス張りの向こうの街並みに混乱はない。大規模な停電が起きれば、信号や踏ふみ切きりなどで事故が起きても不思議ではないのに。つまり電源が落ちたのは放送局だけだ。

（全国放送は非常時において治安回復の要かなめだ。対テロにも絡む重要インフラなら五分以内に復旧する、まさかこの程度が狙いではあるまい）

　停電なのでデジタルの階数表示も消えているが、おそらく一九〇階近辺。

　ガスンッ!!　と今度は金属でできたエレベーターのドアの真ん中から轟ごう音おんがあった。彼女の胸元の高さから、水晶でできた日本刀のような刃が飛び出してくる。それは両開きの扉の隙間に沿ってすっと真下に引かれ、何らかの金具をマーガリンのように切断する。

　両開きの自動ドアが、人力で強引にこじ開けられる。

　待っていたのは、

「そのブレザー、見覚えがあるな」

　低い声で、宙ちゆう吊づりの鳥かごに囚とらわれた『世界最強』が小さく笑った。

「グリモノアの生き残りか」

「いいや」

　それは華きや奢しやな少年だった。

　傍かたわらに得物の刃を携える蒼あおざめた水晶少女を侍はべらせる、一人の少年。

　彼は両目に淀よどんだ光を湛たたえ、そして宣告した。

「アンタを殺して、乗り越える者だよ」
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　その少し前の話だった。

　二〇〇階建ての超高層肥大化放送局。

　警備の人員やカメラにセンサー、とにかく万全の防御網が敷かれているだろうが、意外と手薄な場所はある。

　オレンジ色に染まる屋上だ。

「……まさか、二〇〇階建ての真上から生身の人間が侵入してくるなんて誰も考えないわよねえ」

　ストロベリーブロンドに染めたツインテールのマリカが、全身から半透明の装甲を展開させながらそんな風に笑っていた。

　当然ながら、この放送局の屋上にはヘリポートがある。つまり最低限の管制設備はあるはずだ。外部の電波塔を間借りせず、局全体が大規模な放送電波を取り扱う事もあり、そのブレを活用すれば接近してくる飛行機などを見逃す可能性はないだろう。

　でも。

　例えば。

「ビルの壁面に寄り添う形で垂直に突き進めば、レーダーにキャッチされる心配はない。普通の飛行機やヘリでそんな挙動を取ったら間違いなく激突するけどね」

　ここまで運んでもらったカルタはそんな風に言った。

　二〇〇階にもなると、もう高度は一〇〇〇メートルを超える。赤道直下、うだるような熱気も吹き飛び、若干の肌寒さを感じるほどだった。その辺にあるプランターでは可か憐れんな高山植物まで花を咲かせているくらいだ。

『やっぱりさ、テレビ局でインタビューを受けるのとかは違うと思うんだよ』

　ふと、旧友の言葉が脳裏によぎる。

『言ってみれば水晶魔法使いは特殊部隊みたいなものじゃん？　こう、格好つけてメディアに出なくてもさ、自然とみんなが一目置くような、神秘のヴェールに包まれたい訳。でもって水晶魔法使いをテーマにした映画でも観ながら笑って言うんだ、本物はこうじゃないってな、へっへへ』

「……、」

　そういえば、ガビガビになった参考書の片隅にあったパラパラ漫画は、彼が夢見る映画のワンシーンをイメージしたものだったか。

　目を細めて。

　白い息を吐きながら、カルタは口の中で囁ささやく。

「励起」

　紫系のブレザーの背中が不自然に盛り上がり、そこから血色の悪い水晶少女のアイネが顔を出す。

「アイネ、武装展開だ。相手は世界最強の『難問排除』、一ミリの出し惜しみもできない。合図があったら初手から全力で行く」

「了解しました」

　ヒュン、とアイネが右手を振るうと、水晶でできた日本刀のようなものがあった。根元は十手のように枝分かれしており、短い方はレーザービーム照射用の短銃となっている。

「マリカも」

「任せておいて」

　屋上の出入口にもセンサーはあるが、間もなく意味はなくなるだろう。

　センサーを切断するのではなく、局内のあらゆるアラートが爆発するからだ。

　ドアの横に張り付くカルタとアイネ。マリカは別に、ヘリポートの邪魔にならない位置で並べてある四角い箱の群れへ向かっていた。エアコンの大型室外機と給水タンク、それから無数のエレベーターを支えるギアボックスだ。

「後はあの生徒会長次第か……」

　彼らは配置に着き、そして決行を待つ。

　そして、その時は来た。

　ヘリを安全に誘導するための高輝度ランプの群れが、ばづんっ!!　と一斉に消える。

　テレビ局全棟が停電になると同時、アイネの刀が扉の蝶ちよう番つがいをマーガリンのように切ってカルタがドアを蹴り倒す。マリカはマリカで別口からエレベーターシャフト内に飛び込んでいく。

　水晶花の振動を使った通信で、車椅子の生徒会長からの声が聞こえてくる。

　表おもて参さん道どうキョウカはガス管の爆発を使って一般ケーブルや放送局屋外にある変圧器を破壊する小細工と、双眼鏡を使って外部からテレビ局を観察する役割を担になっているのだ。

『エリシアはＶＩＰ用のエレベーター、左から三つ目に搭乗中。ええと、一九〇階で停止しているはずよ』

「了解」

『おそらく電源は五分程度で回復するでしょ。その前にコンタクトして！』

　アイネと二人で照明が落ちた薄暗い非常階段を駆け下り、問題のエレベーターを目指す。途中に人がいれば水晶少女を使って無力化する他なかったが、幸い、その必要はなかった。最上エリアは局の重鎮達が居座っているだけで、実際の制作現場とは遠いのが理由だろう。つまり圧倒的に人が少ない。

「ここからだ……」

　非常階段を飛び出し、フロアの通路を駆け抜け、歌うた貝がいカルタは奥歯を嚙かみ締しめる。

　頭の奥に、恐怖とは別に異様な熱が溜たまっていく。

「全部ここからだ!!　アイネ、これから世界最強の『難問排除』、エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグに挑む！　お前も覚悟を決めろ!!」

「イエス、にえさま」

　一九〇階のエレベーターホールへ到達する。

　金属でできたドアにアイネが刀を通し、カルタと二人で強引にこじ開けていく。

　その先にいたのは……。
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　ついに。

　まさしく、ついに。

　歌うた貝がいカルタは己の宿敵と遭遇する。

　パンツスーツに長い白髪の女。

　動きを止めたエレベーターの中、まるで宙ちゆう吊づりの鳥かごに閉じ込められたようなその状況。

　だがエリシアの顔に恐怖はない。

　手にしたスマホをポケットにしまうと、その手を再び表に出す事さえなかった。

「馬鹿が、素直に死んだふりをしておけば良かったものを。あるいはこの『難問排除』が一人、エリシア＝ルークスヴェルグの足で完全確実に踏み潰される栄誉でも与あずかりに来たか」

「やってみろよ」

　油断なく刀を構えるアイネを侍はべらせ、少年は宙ちゆう吊づりのエレベーターから一歩後ろへ下がる。つまりは外、頑丈なエレベーターホールという安全圏に立って、復ふく讐しゆう者しやの少年は全身汗まみれで笑う。

「アンタは今、拙つたない吊つり橋ばしの上だ。安全装置？　緊急ブレーキ？　そんなもの、あんな馬鹿デカい恐竜を支えられる訳があるか。呼び出したら最後、全部千切れてアンタは二〇〇階建てのほとんどてっぺんから真っ逆さまだ。それでも良いいなら呼んでみせろよ、お前の最強を」

　これが第一セット。

　論理的にも間違えていない。エリシアがご自慢の恐竜を呼び出せばエレベーターを支えるワイヤーも緊急ブレーキのシューも破断して真っ逆さま。そして躊躇ためらうなら水晶少女のアイネを突っ込ませる。恐竜を呼べば墜落、呼ばなければ滅多斬り。普通に考えればこれでチェックメイトだ。

　そう。

　エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグなどという怪物が『普通』で『当たり前』の範はん疇ちゆうに収まる程度の存在ならば。

「ふ」

　笑み、であった。その消えない獰どう猛もうさに、カルタの背筋が悪お寒かんを覚える。

　迷わず叫ぶ。

「アイネ!!　切り刻め!!」

　だが水晶少女は命令に応じなかった。

　理由はシンプルだ。

「インドの変神ヴィシュヌに請こい願ねがう……」




　真後ろ。

　頑丈なエレベーターホールの床、それでもエリシアの半径五メートル以内の至近。

　水面から湧き立つように、数万数十万もの錆さびた鉄塊を寄せ集めた恐竜が顔を出したからだ。




「にえさま!!」

　とっさに、純白の装束を翻ひるがえしてアイネは刃の軌道を変えた。真正面の標的ではなく、真後ろ、少年の背中側から迫る恐竜の盾となる格好で。

　やはり、間違ってはいなかっただろう。

　だが剣や槍やりや斧おのや弓をグチャグチャに嚙かみ合あわせた恐竜の突進力は桁が違った。間に水晶少女を挟んだまま、カルタの体まで水平に吹っ飛ばされる。こじ開けたドアの先、エレベーターの中へと放り込まれる格好で。

「がっ!?」

　硬い壁の感触はしなかった。

　不思議と温かく、柔らかく、そして女性の甘い匂いのするモノに包まれていた。

　両腕を広げたエリシアに抱き寄せられ、その胸元に顔を埋める格好になっていた。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　どばっ!!　と汗が噴き出す。

　抱き寄せられたまま目線を上げてみれば、白髪の女がニタリと笑っている。

　一秒、いや一瞬の猶予もなかった。

「アイネェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　絶叫した直後、水晶少女の持つ透明な刃が真上に振るわれる。

　弧を描く刃の軌道に合わせて放たれたレーザービームが、エレベーターの天井一面を大きく引き裂いていく。

　太いワイヤーと安全装置、緊急ブレーキの金具などをまとめて破断し、四角い鳥かごががくんと落下する。

　まさに。

　全力疾走の恐竜がドアの枠ごとぶち抜いて突貫してくる、その寸前の出来事だった。

　真下に落ちたエレベーターのかごを喰くいそびれた恐竜は、そのままの勢いでガラス張りの壁をぶち抜いて夕空を舞ったようだが、カルタ達もいちいち確認していられない。

　四角い箱ごと自由落下が始まる。

　ぶわりと彼らの体感重力が消える。飛行機の急降下を使った無重力実験、あるいは電波塔に組み込んだ特大のフリーフォールを使った宇宙飛行士用の訓練施設のように、カルタ達は地球にいながら重さを忘れる羽目になったのだ。

　エリシアにとってもわずかに予想外だったのか、細腕の拘束は解けていた。

　女の胸から解放され、カルタは至近で宿敵と睨にらみ合あう。

「お前の恐竜は大質量を使った重量攻撃だ。でも重さのない世界なら万全に振るえるか!?」

「意味のない問いかけだ。肝心の恐竜……我がアヴァターラを無重力の檻おりに閉じ込めるのに失敗した時点でな」

「そうでもない。お前は古いヤツを破棄してエレベーター内に新しい恐竜を再度呼び出す術を失った。つまり無力だ。このままアイネの手で斬らせても良いし、放っておいてもお前は墜落して死ぬ！」

「だから」

　エリシアは無重力となった箱の中を漂いながら、親指でガラス張りの向こう、オレンジの世界を指し示した。

「意味のない問いかけだと言っただろう」

　ざあ!!　と。赤黒い滝があった。

　剣、槍やり、斧おの、弓といった武器。冷蔵庫や自動車といったガラクタ。ネジやバネなどの部品。それら錆さびた集合体が、恐竜の形すら忘れて自由落下するエレベーターを追っている。いいや、相対速度をビタリと合わせて平行移動している。

　それらが再び肉食恐竜の顎を形成していく。

　バギバギバギバギバギバギ!!　という異音の洪水の中、それらを背にしたエリシア＝ルークスヴェルグが夕焼けの光を浴びて全身の輪郭を燃えるように輝かせる。

「では亡霊、私はお暇いとまさせてもらおうか。ところで貴様は有効な脱出手段を備えているか」

「……アイネ」

「足りなければ、地べたで潰れるのは貴様の方だったな」

「今すぐ殺せアイネェェェえええええええええええええええええええええええええ!!」

　絶叫に水晶少女が応じ、透明な刀から十手のように枝分かれしたレーザービーム照射用の短銃を操作しようとするよりも一瞬前に。

　完全に形を取り戻した恐竜が脚の爪をガラス面とガラス面の間に走る鉄骨をなぞる形で存在する、わずかなコンクリート壁面に喰くい込こませて減速させながら、勢い良くその大顎を一面のガラスへ突っ込ませる。

　凄すさまじい震動にアイネの照準がズレた。

　顔のすぐ横、虚こ空くうを光線が焼いたが、エリシアの表情はやはり崩れない。

　エレベーターそのものを恐竜の顎で咥くわえ込こまれれば終わりだ。エリシアだけが恐竜の体へ張り付く形で脱出し、残りはかごごと吐き捨てたガムのように夕空へ投げ込まれる。

　だがそうはならなかった。

　その直前。

　ドカッ!!　とオレンジ色の閃せん光こうがエレベーターを上から下へ、縦一直線に貫いた。開いた大穴、天井側。全身から鋭い水晶の装甲を生やしたツインテールの少女が飛び込んでくる。

「マリ、カ!?」

　少女側に、いちいち応じる余裕はないようだった。

　彼女は疑似的な無重力で宙に浮かぶカルタとアイネの手を取ると、そのままの勢いで床側の穴へと飛び込んでいく。

　真上から、バギバギバギバギバギバギ!!　という破砕音が連続した。

　おそらくエレベーターのかごを咥くわえ込こんだ恐竜が、テレビ局の壁に爪を喰くい込こませる形で段階的に勢いを殺しているのだろう。

「マリカ、まだだ！　エリシアの『最強』は崩れていない!!」

「分かって、る！」

　マリカはエレベーターシャフトに沿う格好から九〇度方向転換し、分厚いガラス張りの壁をぶち抜いて外へ飛び出す。

　恐竜の肩に乗るエリシアと、二〇メートルの距離を挟んで目が合った。

　ただし。

　そこはガラス張りの垂直の壁。

　カルタ達は水晶魔法の飛行能力に支えられ、エリシアは強引に壁を嚙かむ恐竜の爪を借りて。

　それぞれ地上や地面の概念さえ無視して。

　ガラスの合戦場に立つ。

「ついに真正面から向き合ったな、亡霊」

　白髪の女には愉悦があった。

　高度は下がったとはいえ、そこはまるで夕暮れの海。一面のガラスの足場はオレンジ色の光を照り返し、ギラギラとした輝きを放っていた。

　そこに人工の光が混ざっていく。

　内部の照明が息を吹き返しているのだ。放送局が停電状態から非常電源に切り替え、その機能を回復させていっているのだろう。

　回復までの予想時間は、およそ五分だった。

　つまり、まだ五分。

　恐るべき密度の『実戦』だった。体感的にはもう何日も戦っているような気分なのに。

「これで手品のタネも尽きたか。ならば幕引きだ、墓に帰してやる。純粋な暴力の応酬で私のアヴァターラに勝てる道理はない事くらい、沈んだ船で経験しているだろう」

　マリカにアイネ。

　二人の少女に両側から支えられなければ壁に立つ事もできない少年は、しかし吐き捨てた。

「ふざけるな」

「彼我の差に気づいてなお突撃を選ぶか。まったく、どういう理由で貴様達が生き残ったのか、理解に苦しむよ。……やれ」

　水晶魔法と仰ぎよう神しん魔ま法ほう。

　それぞれの使い手が、同時に動いた。

　あたかも最短距離での激突を望むように、ガラスの大地を一直線に突き進んでいく。

　恐竜の一撃をもらえば即死。

　空間振動領域も自動再生技術も使い物にならない。そもそも洋上水晶魔法学園にいた七〇〇人総出であっても勝てなかった『世界最強』だ。個人個人のカルタ達に今さら戦う理由が一個二個できた程度で、あらゆる前提を覆くつがえしてあの恐竜をぶっ飛ばせる訳がない。

　だから。

　歌うた貝がいカルタ達の狙いは、最初からそこではなかった。

「マリカ！　足元!!」

「了解!!」

　彼女の手にしていた、レイピアのような武装の鍔つばの部分が蠢うごめいた。手の甲を覆うようだった鍔つばが突風で壊れた傘のように裏返り、射撃用のユニットが顔を出したのだ。そこから凄すさまじい閃せん光こうが迸ほとばしる。

　足元はあくまでもガラス張り。

　叩たたき割わり、カルタ達三人は水に潜るように平面の合戦場から忽こつ然ぜんと消える。

「……ッ？」

　取り残されたエリシアはわずかに疑問を抱き、

「───!!」

　直後に奥歯を嚙かんだ。

　そして『それ』はやってきた。
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　この二〇〇階建ての放送局を狙う前に、カルタとマリカは雑多な街並みで材料収集と下準備を進めていた。




『ショットガンの弾で十分だろう。箱買いであるだけ欲しい気分だけど、一ヵ所で数かず揃そろえると怪しまれるか。いくつかのお店を回った方が良いいかもね』




　狩猟や暴徒鎮圧に用いる、複数の小鉄球をばら撒まく銃弾。だがカルタ達の目的は銃に込めて発砲するためではない。

　その程度では世界最強などと呼ばれるエリシアには届かない。




『仕掛けはどうするのよ？』




　だから、違うのだ。

　彼らは銃に込めずに散弾銃の弾を破裂させる使い方を選んだ。




『着火するだけならそう難しいものじゃない。火花一つあれば十分だから、乾電池とアルミホイルだけでも信管は作れる。まあ実際にはスイッチでオンオフするための仕掛けが別に必要になってくるけど』




　小さな小さな、極小の爆弾として。

　狙って当てるのはおそらく不可能。仮に運良く小鉄球が標的の肌を掠かすめたところで、炸さく裂れつ時じのエネルギーを銃身で一方向に整えている訳ではないので大した破壊力は期待できない。




『無線で起爆するの？　放送局にヘリポートまであるからあっちこっち色んな周波数の電波だらけだと思うけど!?』




　つまりはこけおどし。

　銃弾、あるいは爆発物で狙われている、と標的に警戒させられればそれで良いい。




『あと過激なファンが仕掛けた盗聴器とかもね。まあ事前に観光客のふりしてビルの周りを歩いて、周波数の占有度チェックをしておいた方が良いいかも。誰も使っていない帯域は必ずあるよ。それよりマリカ、ここはスタンダードな水晶花を扱うお前だけが頼みの綱だ。本当にやれると思う？』




　カルタ達のやった事はシンプルだった。

　ショットガンの弾に無線起爆装置をつけた上で、接着剤を塗る。

　後は遠方からテレビ局の壁へととにかく叩き込む。

　あたかも、壁一面を地雷原に作り替えるように。




『やーりーまーすーよー。ほんとはレーザーとかメーザーとかの方が好きなんだけど、やっぱここは非核式の光子ロケットかなあ』




　それだけで、エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグを打倒できるのか。

　七〇〇人の水晶魔法使いの前に体をさらし、あらゆる攻撃を莫ばく大だいな質量の恐竜で受け止め、逆に踏み倒したあの怪物相手に傷を負わせられるのか。




『何にしても試射はした方が良いい』




　質問に対する答えは、イエス。




『当然。となると、ビルの壁に貼り付けるためのゴム系接着剤と、余裕があれば緩衝材も欲しいかな』




　何故なぜならば。





７






　パパン！　パン!!　パパパン!!　とエリシアの全方位から小さな爆発音が炸さく裂れつした。

　そこに紛れて夕暮れの空気を引き裂く音の正体は、殺傷力を高めるために釘くぎや釣り針などを埋め込んで破片効果を狙っているからか。あるいは散弾銃の実包などを利用しているのか。

「っ!!」

　どっちにしても同じ事だ。

　エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグは世界最強、『難問排除』の一角だが、エリシア当人はあくまでも生身の人間だ。銃弾を浴びれば死亡するし、爆風に吞のまれればバラバラにされる。

（誘い込まれた？　いいや、どこであっても罠わなにかけられるように、放送局の壁面全体へ均等に爆発物を埋め込んでおいたと見るべきか!!）

　実際のところは分からない。

　物理最強。しかし透視や予言の使い手ではない彼女にはどこにどれだけの爆発物が仕掛けてあるか分析はできない。

　そして一発でも当たればエリシアは死ぬ。

　世界最強たる自分が、殺しそびれた亡霊の罠わなにかかってまんまと死ぬ。
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　オレンジ色に輝くガラスの壁面をぶち抜いて再び放送局内に飛び込んだカルタは、ようやくまともな足場を手に入れた。マリカやアイネと共に建物の中、当たり前の床を走る。

「ヤツは鋼の肉体を持つ訳でも回復魔法の使い手でもない。にも拘かかわらず常に戦場の最前線に出て、わざわざ大勢の前に体を晒さらす。何故なぜか」

　小さな爆発音、いいや発砲音の連続はここからでも聞こえてくる。

　これが鳴りやむ前に目的地に辿たどり着つけなければ、今度こそ打つ手なしだ。

「答えは簡単だ。恐竜の傍が一番安全だから、これに尽きる。あの船の体育館で、ヤツがどうして七〇〇人の注目を浴びる壇上に立ったのかも同じ理由だ。あの恐竜はどんな攻撃も弾はじき飛とばす強きよう靭じんぶりを発揮するけど、盾は一面にしかかざせない。だから、エリシアにとって一番怖かったのは七〇〇人がバラバラに動いてしまう事だったんだ。複数の方角から取り囲まれたら、恐竜の盾の隙間を縫って自分自身がぶち抜かれるリスクが出てくる。だから、全員の視線を一方向に固定しておきたかった」

　つまり、

「あの恐竜は一体しか呼び出せない。全く同じ質量の二体目、三体目を呼び出したり、巨大な一体を真っ二つにして分身を作るなんて芸当もできない。それができるなら、護衛用の恐竜を自分の傍そばに侍はべらせて、侵略用の恐竜を別口で用意して襲わせれば現場に出てくる必要はないんだから！」

　今、ビルの壁面で無数の爆発に取り囲まれたエリシアはどうなっているか。

　どこに恐竜という盾をかざして良いか分からずに右往左往しているか。

　あるいは、

『カルタ君、注意して。エリシアの様子がおかしい』

　遠方から双眼鏡で放送局の外観を観察している生徒会長のキョウカから、水晶花の振動を使った連絡が入ってきた。

『恐竜の形を保てなくなっている。無理矢理全方位をガードするために、何だか形の崩れたドーナツみたいになっているけど！』

「何でも良いい」

　カルタ達は非常階段を駆け上がり、

「パニックに陥って右往左往しようが、恐竜が具体的に形を失って身動きを封じられようが」

　廊下を走り、

「エリシアのヤツがこの可能性を思い描けなくなっていればそれで良いい!!」

　フロアを彩いろどるガラス張りの壁へと突き進む。

　そう。

　つまり。




　エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグにとっては、足元からの接近。




　恐竜の形を崩して、それでいて一体の形に縛られながらも全方位から身を守るために、ドーナツ状に錆さびたガラクタを展開させていようが、所詮は平面上の話。

　そしてエリシア自身、ガラスの壁を地面扱いしていたため失念していたのか。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　カルタの拳が分厚い強化ガラスの壁をぶち抜いた。

「な、あ!?」

　初めて。

　初めて本当に驚いた声をあげる宿敵の足首を摑つかみ、そのままフロア内に引きずり込む。

　床へと放り投げる。

「かはっ！」

　背中を強打する格好で床に倒れ伏すエリシアは、そこで見たはずだ。

　紫のブレザーの懐ふところから伸縮式の特殊警棒を引き抜く悪鬼を。

「アイネ、マリカ」

　二人の少女が仁王立ちのカルタの左右から割れた窓へ向かう。急速に形を取り戻しつつあるガラクタのドーナツだったが、その前に彼女達の日本刀やレイピア状の武装から放たれた閃せん光こうが次々とぶち当たり、壁に張り付いていた半はん端ぱなドーナツを強引に引き剝がした。

　重力に捕まり、今度の今度こそ恐竜が落ちていく。

　オレンジの地表へ。

　倒れたまま手を伸ばし、しかし、エリシアにはどうする事もできない。

「あ」

「即座に消して、新しい恐竜を生み出せるか？　そんな訳はないよな。ワープみたいに出し入れできるなら、お前は恐竜に寄り添って、危険な最前線にある隙間みたいな安全地帯へ潜り込む必要はないんだから。いったん形を作ったら、後はそれを使い続けるしかないんだ」

「あああ」

「ここは一〇四階。ヤツが壁を伝って戻ってくるまでどれくらいだ？」

「ああああああああああああ」

「それまでにお前を殺せれば、俺達の勝ちだ」

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああばぎゅはわあ!?」

　倒れ伏したまま絶叫する最強サマに、まずは鈍器で横殴りの一発。

　凶器を介してゴリゴリと手首に返る生々しい感触を捉え、歌うた貝がいカルタは確信を得る。

　やはりエリシアは仰ぎよう神しん魔ま法ほうの使い手。

　水晶魔法使いのような『プリセット』、つまり障壁や修復の力はない。

　今ならやれる。

　剝むき出だしの生身の肉体を攻撃すれば、『最強』は倒せる!!

　カルタはさらに往復ビンタのように特殊警棒で二発、三発と殴りかかると、むしろ警棒の方がくの字に折れ曲がってしまった。伸縮機構があるため内部が中空になっているのもあるが、それ以前に安物だからだろう。

「意外と使えないな」

「はひゅー、はひゅー……」

　警棒を放り捨て、ポケットから別の得物を取り出す。

　今度はナックルダスター。またの名をメリケンサック。右手の人差し指から小指までを穴に通し、握り込み、無骨な指輪をいくつも装着したようなその拳をエリシア＝ルークスヴェルグに突き付ける。

「ちょ、待っ」

　ゴドン!!　と轟ごう音おんで返答した。

　だがこちらも長くは続かない。馬乗りになって数発も顔を殴ると、人差し指の根元辺りから異音が響き渡った。ペキペキと指の一部が水晶化し、三〇秒の回復プロセスに入っている。おそらく骨に異状をきたしたのだ。かなり弱体化しているとはいえ、一応はバリア代わりの空間振動領域を使えるはずなのに。

「くそ……ふざけんなよ」

　役立たずの金属塊を放り捨て、最後に改造した軍用懐中電灯を取り出す。

　エリシアは両手で顔を守っていた。まるでその辺にいる普通の女の子が、訳も分からず突如として理不尽な暴力を受けたかのように。

「お前はどれだけ繰り返してきた!?　こっちはまだ一人分も殺していない！　これでもう十分でしょうだ？　私はきちんと反省していますだ？　無抵抗の被害者を攻撃するなんて間違っていますだ？　ふざけるな!!　自分がやらかした事の責任ぐらい、自分で背負えよ！　背負って死ねよ、クソ馬鹿野郎!!!!!!」

　元々は鈍器というより目潰しのためのものだった。高輝度ＬＥＤの代わりにレーザーポインターを取り付け、レーザープリンタにも使う特殊なレンズを使って懐中電灯のように広げる事で、目を焼くためだったのだ。マナーの悪いスポーツ観戦客や航空機への妨害として有名になった手法だ。だが『軍用』の名に恥じない強化ステンレス製の外装に大容量バッテリーの重さ、それから後ろに追加したアンプも加われば、立派な警棒の代わりになる。

　馬乗りの状態をキープしたまま、さらに何度も殴おう打だした。

　途中で何か絶叫していたはずだが、カルタ自身の耳にも届いていなかった。

　長い白髪のエリシア＝ルークスヴェルグは途中まで両手で顔を守るような仕草をしていたが、やがて何かの線が切れたのだろう。ぐったりとしたまま抵抗をやめて体を投げ出してしまった。

　荒い息がいつまでも続く。

　こいつはクラスメイトの風かざ向むきゲキハを食い千切り、洋上水晶魔法学園を丸ごと沈め、他の仲間達と笑いながら七〇〇人の学校関係者を全滅させた。いいや、周りの護衛艦も含めれば被害は何倍にも膨らんでいくはずだ。

　海辺の洞窟の中に水晶化した犠牲者達が安置されていて、長い時を経ればいずれ再び目を覚ますと分かれば、こいつらは血眼になって世界中を捜し回り、そして見つける事だろう。何度でも何度でも砕き直し、タイルやレンガにでも混ぜて世界中にばら撒まいて、人として復活のできない形で最終処分してしまう事だろう。

　分かっていた。

　全部全部分かっていた。

　なのに。

　頭の中は灼しやく熱ねつに煮えていても、同時に腹の奥にどうしようもない苦い汁のようなものが溜たまっていくのをカルタは感じていた。何度も何度も殴りつけながら、どうしてさっさと死なないのか、生にしがみついているのか、エリシアへ不条理な怒りさえ湧いた。

　人を殺すのは、難しい。

　当たり前だが、とてもとても難しい。

　どうしてこんな事ができるんだ、こいつらは。

「……、───」

　血まみれの改造軍用懐中電灯を握る手が、下りる。

　ボコボコに歪ゆがんだエリシア＝ルークスヴェルグの目元には、涙があった。

　ひょっとしたら、馬乗りになっているカルタ自身も泣いていたのかもしれない。

　お互いに、たとえどれだけ理不尽であっても。

「にえさま」

　と、横から涼しい顔で水晶少女のアイネが口を開いた。

　これ以上やったら本当に死んでしまう、という警告ではなく、

「目的の達成に手間取っているようでしたら、アイネを使うのが最短の道なのでは？　アイネであれば一刀で処分できますが」

「はあー、はあー……!!」

　肩で荒い息を吐くカルタは、ようやく現実にピントを合わせた。怒りの熱は消えないが、改めて自問する。殺すのか、殺さないのか。殺して少しでも同じ目に遭わせるか、その代わりにこいつらの同類へと落ちるか。

　ぶるぶると震え。

　一瞬、本当に一瞬。どうしようもなく食い千切られたはずのゲキハの顔が頭に浮かび、

「くそっ!!」

　ガンッ!!　と凶器の改造軍用懐中電灯を床に投げつけ、そしてカルタは盛大に舌打ちした。馬乗りのまま真っ赤なズダ袋のようになった難問排除の《ザウルス》の襟首を摑つかむ。強引に引き寄せる。

「……聞きたい事がある」

「ひっ、ひい、ひっ、ひいい……」

「他の難問排除について！　特徴も弱点も、片っ端から!!　少しでも役立つ情報は全てだ！　出し惜しみをしたらお前を殺す。こっちにはむしろ躊躇ためらう理由を探す方が難しい。分かったか!?」

　どこに目や鼻がついているんだか分からないくらい腫れ上がった顔で、しかしエリシアは何度も何度も頷うなずいていた。

　他の難問排除の情報は欲しい。単純な隠れ家や生活半径、取り扱う魔法の特徴や弱点。何よりエリシア自身の『恐竜』だって魔法だ、技術だ、習得可能な情報の塊だ。今は憎い敵だが、扱い方次第では行動の幅がぐんと広がってくれるはず。

　ひとまずは片付いた。

　そう思った矢先の出来事だった。




　とすっ、と。

　エリシア＝ルークスヴェルグのこめかみを左右ぶち抜くように、一条の閃せん光こうが突き刺さる。




　カッ！　と遅れて溶接のような眩まばゆい光が炸さく裂れつした。

　目を焼かれたような痛みにカルタはしばし強く瞬まばたきする。そして気がついた時には襟首を摑つかんでいた相手は絶命していた。頭が丸ごと消失して。出血は少なかった。断面は軒並み黒く焦げていたからだ。

（……レーザー、狙撃）

「マリカ!?」

「なに、そいつ殺すんでしょ」

　顔を上げて、音源に目をやる事もできなかった。

　聞いた事もないような、冷たい声が返ってきたからだ。

「ロープで縛って、連れ帰って、それでどうするつもりだったの？　こっちは『恐竜』の発生条件さえ分からない。武器や防具を奪って素っ裸にしたっておしまいとは限らない。あんな奇襲は一回こっきりが限界だし、また全力全開できたら対処できない。殺すのが妥当じゃない」

「……、」

　歌うた貝がいカルタは一度だけ目を瞑つむり、それから手の力を抜いた。どさりと力なく死体が床へ落ちていく。そこにはもう、あれだけあった最強の威厳など欠片かけらも残っていなかった。肉。ただの肉の塊だ。

「無念ですか？」

　傍かたわらでは、水晶少女のアイネがゆっくりと首を傾かしげていた。

　長い銀髪をたなびかせる少女は不思議そうな顔でこう言っていた。

「だから、アイネを使ってくだされば獲物を取られずに済んだのに」
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　歌うた貝がいカルタ達は移動拠点として使っているキャンピングカーに戻ってきた。

「役には立てた？　ガス管の爆発による民間人の退避と、後は放送局の一般電源喪失に、双眼鏡を使った遠方からの観察。何気に色々やっていたから、ガラスの雨を浴びた人はいなかったはずよ」

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカが待っていた。

　彼女も彼女で現場周辺に浸透して後方支援をしていたのだが、一足早くキャンピングカーに辿たどり着ついていたのだろう。ついでに言えばこの車、運転席は彼女のためにカスタマイズされていて、アクセルやブレーキもハンドルについたボタンで制御できるようになっている。

　カルタ達が戻ってくるなり、キョウカはこんな風に言ってきた。

「あら、きちんと殺してきたんでしょ？」

「……、ええ」

「でも、その割に浮かない顔ね。あの世界最強を倒して、みんなの仇かたきを討ったっていうのに」

　幼おさな馴な染じみと水晶少女に挟まれた少年は、顔を上げた。

　笑っているのか、泣いているのか。

　それはもう、復ふく讐しゆう者しやにもはっきり言えなかった。




「何ででしょうね？」




　少年は胸の中だけで呟つぶやいた。

　悪い、ゲキハ。

　もう俺達には、お前が夢見たアクション映画に出る資格はなさそうだ、と。








行間一









『水晶魔法？』

　初めてその名前と存在を耳にした時、エリシア＝ルークスヴェルグの顔にあったのは怪け訝げんだった。

　神の奇跡を人の手で行う魔法。にも拘かかわらず、神様そのものに請こい願ねがう必要はないらしい。水晶花と呼ばれるユニットにプリント基板を繫つなげて神の名を封入し、その神にまつわる伝説や神話を軸に演算プログラムを組めば、気象図を読んで畑を耕したり船の帆を張る感覚で超常現象の『流れに乗る』事ができるのだとか。

　そんな事ができるのか。

　できたとして、それは不遜ではないのか。

『構わないのではないのか』

　そう答えたのは、エリシア＝ルークスヴェルグの影だった。

　比喩表現ではない。本当に床へ伸びる影が輪郭を変え、彼女とは似ても似つかない形を作っていた。

　変神ヴィシュヌ。

　インド神話において発生のブラフマー、破壊のシヴァと並ぶ主神格の一つ。その役割は持続にして、社会秩序を乱す問題に対しては一〇の化身、アヴァターラの形を取って解決にあたる側面も持つ。

　エリシアの『恐竜』もまた、自在に形を変えるヴィシュヌの力を借りて顕現させた『化身』の亜種と見ても良い。

『どの辺りが？　いうなれば、連中は神のハリボテを作って、貴様達の許可なく貴様達の力を引き出しているようなものなのだろう。善よし悪あし以前に許せるのか、本物の神として』

『そういう話ではない』

　影は存外楽しそうに肩を震わせている。

『現状の持続とはただ何もせず時の流れに身を任せていれば良いという話ではない。停滞は、淀よどみという変化をもたらす。私は持続を司つかさどる神だからこそ、その難しさも理解しているつもりだ。……正直に言え、その世界最強という冠は、お前に無変化という名の淀よどみを生み出しているのではないのか』

『……、』

『だとすれば、この攪かく拌はんは良いい機会だ。まるで破壊と舞踊の神の行いを褒ほめ称たたえるようで奇妙な気分だが、お前にとっても悪い話ではあるまい。切せつ磋さ琢たく磨まの相手を見つけられるというのは幸運だ』

『同ランクの世界最強ならば、すでに五人で間に合っている』

『核戦略のように拮きつ抗こうし過ぎて身動きの取れない五人組がか？　お前達が最後に直接ぶつかったのは一体いつの話になる？』

『結局何が言いたい』

『世に起きる変化は止められんが、それを追い風として利用できる場所に立てという話だ。お前を含めた五人は拮きつ抗こうしたが、あれ以上の関係値は望めん。敵にも味方にもな』

『貴様は敵を求めて喜ぶような神性ではないと考えていたんだがな』

『必ずしも、今度の連中が敵になるとは限らない』

　影は楽しそうに笑いながら、

『実力がせめぎ合う相手というのは、気兼ねのない友となる可能性もあるのだからな。心地の良いい持続とは、そういう事さ』




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。




『ともだち、か』
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　ここ、ロンドンで開かれるＧ21の特別サミット。今回の議題はやはり一般市民の生活を揺るがす脅威についての対策である線が濃厚で、この地に難問排除の皆さんが招集された事にも、単純な会場警備以外の思惑があるものと見られております。

　今回はご多忙な難問排除の中から、恐れ多くも時間の折り合いをつけていただいたユキノ＝アラカワ女史にお話を伺うかがってみようと思います。

「いきなりで失礼ですけれど、ゴシップ好きの皆様のご期待に添えるような事は何も言えませんわよ？」

　やはりＧ21の主要議題と難問排除招集には関係があるのでしょうか？

「そもそも会場警備に過ぎない私には、Ｇ21の主要議題とやらは伝わっておりません。従ってお答えのしようがありませんわ」

　難問排除の皆さんは我々の守護神であると同時に、世界規模のインフラの中心でもあります。情勢の不安定化に伴い、そうしたサービスが滞るなどの懸け念ねんは？

「そのような懸け念ねんを抱く必要はございません。議論の大前提となる不安定化というのが私にはもう理解できない、一体何を脅おびえる必要があるのか。こうして映像を観みている皆様は、それだけで今日も変わりなく電気の供給を受けている事でしょう。つまりそれが、盤石な体制の象徴と言えるのです。皆様は、傘の下にいる。その心強さをお忘れなきよう」

　では念には念を込めて。脅威の接近が具体的に近づいている、避難が必要である、といった事ではないのですね？

「そちらについては万全のイエスとお答えさせていただきましょう。脅威の出現は事前に予測できるものであり、危険なサインを摑つかんだ場合は速やかに情報開示し皆様の避難を最優先にさせていただきます。また、仮に完全な避難が間に合わなかったとしても、我々難問排除の活動圏内であれば心配はご無用。迅速に脅威を始末し、被害を最小限に食い止めます」

　脅威に関しての交戦記録は情報封鎖されており、一部週刊誌やネットニュースなどでは実は難問排除による脅威の迎撃率はそれほど高くないのでは、という懸け念ねんも出ているようですが。

「我々の出方を探るための炎上工作では？　脅威の情報を封鎖しているのは無用な恐怖と混乱を安全な地域へ伝染させないため、そして我々難問排除の戦闘技術は脅威に対してのみ振るわれるべきで、それらが拡散し、よからぬ目的に悪用されるのを防がなくてはなりません。大仰に騒ぎ立てる者の中には、脅威ではなく我々について知りたがっている者もいるのではないでしょうか」

　ちなみに難問排除の中ではエリシア女史が欠席されているようですが？

「ノーコメントで☆　謎があった方が人生は潤いますよ、それに今は私の話をしましょう？」
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　ガン!!　という音がキャンピングカーの中に炸さく裂れつした。

　テレビのスイッチを切ったのではない。リモコンを液晶画面へ投げつけ、叩たたき割わったのだ。

「表おもて参さん道どうさん」

「あらいやだ、わたしとした事がはしたない。驚かせてごめんなさいね、ふふふ」

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは悪びれもせずにこやかに微笑ほほえんでいた。

　夜の天気予報はおじゃんになったようだった。

　……いいや、厳密に言えば『日につ蝕しよく中ちゆうの』となるのか。

　車内には歌うた貝がいカルタとキョウカの二人きりだ。雨あま脚あしマリカとアイネは食糧調達のために外へ出かけている。あの二人ならヘマはしないだろうし、ヘマをしても割と強行突破できてしまうだろう。難問排除の五人が暴挙に出る前は、一応は世界中の国や州や街を無作為に消し飛ばす脅威と戦うために開発を進めてきた水晶魔法使いなのだから。サミットで警備が分厚くなっているとはいえ、警官隊程度で押さえつけられるような戦力ではないはずだ。

　ここはロンドン。

　水晶魔法実用化前は信じられない話だろうが、カルタ達の学校、巨大船舶の例を引き合いに出せば分かる通り、新素材に新技術の投入でトコトン船や飛行機が肥大した結果、キャンピングカーくらいなら一般貨物として丸ごと旅客機に積める時代がやってきたのだ。『クジラに羽でも生やしたようだ』と揶や揄ゆされる超大型フェリー機というヤツである。

　だからこそ。

　その解体に人の手では何年もかかり、エリシアの『恐竜』のような反則技に人類全体が依存する羽目になったのだろうが。

　ヤツらをのさばらせたのは、きっと豊かな生活に疑問を持たなかったためでもあるのだ。

　カルタ自身、全てを奪われるまで享受する側にいたように。

「共同生活も一週間を超えた、か。長引いてきたものね」

「ええ、まあ」

　マリカに、キョウカに、後は一応アイネもか。仕切りも何もない一個の空間で周りはみんな女の子だらけ。世界最強への仇あだ討うち、南国の洞窟に安置した教員生徒の水晶像を世界から隠し通す、彼らを難問排除から守り抜く、というヘヴィー過ぎるお題目がなければ別の意味で潰れていたかもしれない。

　生徒会長は小さく笑って、

「そろそろわたしについても理想と現実が見え隠れしてきたところかしら。男の子の目から見て、幻滅されていないか心配ね」

「……そもそも俺、生徒会長ってあんまり知らなかったんですよね。雲の上の人過ぎて」

「あらあら。勝手に壁を作って、嫌になっちゃう。これでも誰とでも分け隔てなくフレンドリーに、を公約に掲げて会長選挙に勝利したはずなんだけど」

　普通の学校ならそうかもしれないが、何しろ一夜にして一〇〇万都市を奇麗に消滅させる脅威と戦うための水晶魔法を学ぶ場なのだ。序列一位とはすなわち未来の世界最強を意味する訳で、おいそれと話しかけられるはずがなかった。きゃーえっちーでビンタどころか地球が削れかねない。

　ぶうぶうと子供みたいに頰を膨らませる車椅子のキョウカは、

「あーあー、カルタ君と仲良くしたいなあもっとお話ししたいな。この透明な分厚い壁を取り除くにはどうしたら良いいのかしら」

「……一体どうしたんですか」

「やっぱり裸の付き合いが大切なのかしら。一緒にお風ふ呂ろとか？」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　何とも言えない顔になっているカルタを見て、くすくすと生徒会長は笑っていた。

「冗談よ」

「でなければ困ります」

「でもちょっと汗をかいたからシャワーを浴びたい気分ね。カルタ君、手伝ってくれない？」

「結局どっちなんだこれ……!?」

　とはいえ、車椅子のキョウカが言い出したらカルタとしては従うしかない。キャンピングカーも色々カスタマイズしているが、完全なバリアフリーまでは達成できなかったからだ。

　ベッドにソファ、ガス台、冷蔵庫、電子レンジ、洗濯機に乾燥機とやりたい放題なハイグレードぶりだが、風ふ呂ろ場ばだけは日本人として納得できる部類ではなかった。スペース省略のため、電話ボックスくらいの広さの個室にシャワーがついているだけなのだ。根本的に湯船がない。

　車椅子を押してシャワールームの前まで行くと、ここで一仕事。彼女の背中と両膝の裏に手を差し込み、体を抱えてシャワールームの中へ入れてあげないといけない。……別にお姫様抱っこスタイルである必然性は特にないのだが、初日に肩で担かついで米俵スタイルを実行したところ、およそ半日ほど口を利きいてくれなくなった苦い経験がある。あれは別名山賊スタイルと言うらしい。

「ふふん、カルタ君のお姫様抱っこー」

「……、」

　両手に伝わる柔らかい感触や温かい体温、髪の匂いなどは可能な限り無の心で対応して、電話ボックスくらいの狭い床の上に彼女のお尻をそっと下ろす。この時点でまだ生徒会長は制服を着ているが、流石さすがに着替えまでは手伝えない。この仕切りもないキャンピングカーで素すっ裸ぱだかにシーツ一枚で眠りこけるどこかの馬鹿野郎とは事情が違うのだ。

「ではカルタ君、替えの衣服をよろしく」

「はいはい」

「そしてわたしがきゃーと言ったら素直に助けに来るように。鍵は開けておくから」

「いくら何でも、その床で溺れる事はないと思いますけど」

「良いいから」

　やはりスペース節約のためか、蛇腹状に折り畳む扉が閉まった。女子の私物を漁あさるのは色々と恥ずかしいが、一応は本人の許可を取っているし、何より替えの衣服がなければ生徒会長はいつまで経たっても素すっ裸ぱだかだ。

（生徒会長のバッグは、これだよな、っと……）

　キャンピングカーはスペースがスペースなので、各人の私物はスポーツバッグ一つ分と取り決めていた。見た目は大人っぽいグラマラスなキョウカだが、バッグの色はパステルカラーで何だか可愛かわいらしい。

　そして奇麗に収納されている下着も意外と明るい色のものが多かった。

「……、」

　無の心、無の心ですよ!!　とカルタは自分に言い聞かせる。

　バッグの上の方にあった金属製の分厚い外付けディスクドライブみたいなものをいくつかどけて、問題の品へ手を伸ばす。

（とりあえず寝間着だからデカめのワイシャツで、下着は……ええと、じゃあこっちの。色って上下で揃そろっていた方が良いいんだよな、となると）

『寝間着だからブラはいらないかな』

　ビクウ!!　と肩を震わせてカルタは振り返る。

　からかうような先輩の声がシャワールームの方から聞こえてきた。

『色々と大きいものだから、色々と寝苦しいもので』

　その声自体も色々搔かきたてるが、より一層問題なのは蛇腹状の扉が少し開いていた事だ。そこからにゅっと手が伸びて、ブレザーやブラウス、プリーツスカート、果ては脱ぎ散らかした下着までぽんぽんと投げ出されてくる。

「ちょ、あの、表おもて参さん道どうさん!?」

『これからシャワーなんだもの。外に出さないとびしょ濡ぬれになってしまうでしょ？』

　とことん正論だが、とことんギリギリだ。

　小悪魔と呼ぶには危険に熟れた、それでいてからかうような含み笑いと共にしなやかな手が引っ込むと、ほんのわずかに開いていた蛇腹状の扉が完全に閉まっていく。ややあって、シャワールームの方から柔らかい水音が響いてきた。

　歌うた貝がいカルタ、心頭滅却タイムに突入。

　ああ、ああ、あのグラマラスな生徒会長が電話ボックスのように狭いシャワールームに入って、自分の足で立ち上がれないって事は奇麗なお尻を床につけて体育座りのような格好で、片手でシャワーホースを摑つかんでお湯を浴びているのかしら、頭から被かぶった適温適量のお湯は髪を伝って身体からだのどこをどうなぞっていくのかしら！　かしらかしらかしらあ!!　と彼の頭の中で軽めのビッグバンが発生しかける。

　その時だった。

　蛇腹状の扉の向こうから先輩の声が聞こえてきた。

『きゃー』

「？」

『きゃー、カルタくーん』

「……、」

『おい、悲鳴を上げたら助けに入るって約束だったでしょ？』

「だってわざとらし過ぎるもの!!」

『何でも良いいから早く……ひゃんっ!?　（ゴヅッ！）』

「あれ、表おもて参さん道どうさん？　何今の……」

『……ぶぐぶぐぶぐごぼごぼごぼ……』

「げっ、マジのヤツか!?」

　座り込んでいる生徒会長が石せつ鹼けんを足で踏んで転ぶとは思えないから、石せつ鹼けんを大きなお尻で踏んで滑ったのか。何というミラクル。そして来世では必ず石せつ鹼けんになろう。でもって人生の危機とは必ずしもドラマチックなものであるとは限らないのだ。水溜まりでも人は溺れる。

　そんなこんなで慌ててシャワールームの扉に手を掛ける歌うた貝がいカルタと。

「ただーいまー。オイルとパウダー、頼まれていたメーカーの買ってきたわよ。鉄だのアルミだの第一期資源の投機相場が崩れてあっちもこっちもてんやわんやだったけど。いやーそれにしてもイギリスの食事情ヤバいわ、スーパー巡っただけで白目になりそう」

「ロンドンにも和菓子のお店はあるのですね。金粉モナカが最高でした」

　まさにベストのタイミングで帰ってきちゃった女の子二人と。

「くす」

　トドメにバスルームで赤ちゃんみたいに丸まってうっとり笑う濡ぬれ髪がみの悪女が一人。




　直後に燃料気化爆弾よりド派手な化学反応が起こった。

　この日、混ぜるな危険の記録は更新された。
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　ロンドン、昼の二時。

　ただし原因不明の日につ蝕しよく中ちゆうにより、まるで深夜の淀よどんだ闇。

「ぶすう」

「さて、本題に入りたいと思うんだが」

「その前に謝って！　全体的に謝りなさいよ!!」

「さっきからお前は何でキレてんの!?　そしてあの環境この状況で何をどう謝れば良い訳!?」

　何やらソファベッドの上でモヤモヤしている巻き髪ツインテールのマリカが、両手を上へ突き上げながら叫んでいた。

「うー、あー！　あ、アンタのカルマが悪い!!」

「そんな深そうなところから絡からまってる訳!?　そもそも根本的にすべての元凶はそこの生徒会長にあるだろおー!?」

　ここまでなら洋上水晶魔法学園でもあった、騒がしい日々に似ているかもしれない。カルタ自身、嵐に巻き込まれながらもどこか懐なつかしさまで感じてしまう。

　だが今は違う。

　やたらとグラマラスな台風の目がもう一個ある。

「やだもう……カルタ君ったらあれだけの事をしておいて、責任は全部女に押し付けるつもり？」

「アンタはアンタで何で顔を赤らめてほっぺたに両手押し付けてるの？　燃料気化爆弾じゃ足りないの？」

　これが寝間着らしい、でっかいワイシャツ一枚の生徒会長にカルタは疑問を放つ。ちなみに水晶少女のアイネはキャンピングカーの片隅で無表情の棒立ち、そのまんま待機しているのみだった。この危機を理解できないのか、音もなく首を傾かしげている。

　カルタは営業時間ギリギリの銀行員ばりに冷たく議論を打ち切った。

「はいはいおしまいだよ！　本題に入るよ!!」

「ぶすう！」

「（……あらまあ。自分は寝る時ハダカにシーツ一枚だというのに。他人の振りを見ても我が振りを直せないヒトなのかしら）」

　などという私情を切り離せるのがオトナの余裕である。

「今回の最優先標的はこいつね、ユキノ＝アラカワ」

　生徒会長はニュース番組やネットの記事などから引っ張り出してきた写真画像がプロジェクターで壁一面に表示されていく。

「『恐竜』のエリシアと違って直接船に乗り込んできたタイプじゃないから完全に断言はできないけど、十中八九、護衛艦を沈めていった『光こう槍そう』と考えるべきね。わたしはティルトローター機の開いたカーゴドアから指示出ししている彼女を見ているし、未確認ながらユキノは『日につ蝕しよくを連れて歩く者』としても有名だもの。おそらくこのロンドンに入っているでしょ」

　もっとも、脅威自体何が何だか分からないレベルなんだから、こっちもそんなにあてにはならないんだけど、と濡ぬれ髪がみの生徒会長は注釈した上で、

「難問排除はどいつもこいつも化け物だけど、ユキノの『光こう槍そう』はできるだけ早い段階で潰しておきたい。あの破壊力もそうだけど、有効範囲の広さがまず過ぎる。例の不自然な日につ蝕しよくの範囲内は全て制圧圏内と見て良い。つまり、地球上で安心できる場所はないのよ。居場所を探知＝死、なんだもの。長期戦になればなるほどどうしてもこちらも情報を外へ出してしまうでしょうし、的を絞られる前にこちらから打って出たいところよね」

　打って出る。

　潰しておきたい。

　つまりは、エリシアの時と同じ。『殺してしまえ』という事。

　脅威という存在を見据えながらも、どこか現場に出て戦うビジョンをイメージできなかった授業中とは事情が違う。

　これを成長と呼んでも良いのかどうかは、カルタ自身判断が難しいが。

「……そもそもあれって何なんですかね？」

　まるで結論から遠ざかるように、歌うた貝がいカルタはそう質問していた。

　まだ頰を膨らませている巻き髪ツインテールのマリカが掌てのひらをひらひら振って言う。

「さあね。見たところ空からレーザービームでも降ってきたような感じだったけど」

「爆撃機ではないでしょうね。もっと高度は高い。衛星軌道上に何かあると思うけど、詳細までは」

　車椅子の生徒会長は自分の唇に人差し指を当てて、

「ただ、難問排除はお飾りのガラクタと言われた軌道エレベーターの警護を任されていたはずよね。ひょっとしたらそちらが関係しているのかもしれない、とは考えられない？」

「太陽光発電とか迎撃衛星とか、そっち系って事ですか？」

「噂うわさ程てい度どで良ければ」

　そっと息を吐いて、表おもて参さん道どうキョウカはそう前置きした。

「結局未完で終わったけど、サニーサイドアップ計画というのがあったみたいね。有史以来最大の惑星拡張計画と言われているヤツ」

「目玉焼き？」

「正確には片面焼きですね」

　ストロベリーブロンドに染めたツインテールのマリカがソファベッドの上で眉をひそめると、隅で立っている水晶少女のアイネも答えだけ言って首を傾かしげていた。

　キョウカは軽く息を吐いてから、

「脅威の正体は不明だけど、少なくとも大気圏は脱出しない。だから一般市民を外に逃がして、青い星を完全な農場と脅威の檻おりに変えてしまおうって計画。エレベーターの基部も相当頑丈になるはずだから、無人農場のメンテ要員や戦闘要員は地下に収容するみたい。その話だと、確か地球を一回り大きく取り囲むように、網の目みたいなステーションハウスで覆い尽くすって青写真だったはずだけど。宇宙へ旅立つというより、地球の表面積を一回り大きくするって方が正しいみたい。だから惑星拡張計画」

「うえ……」

　輪切りにすると、地球が黄身で外殻が白身とでも言うのだろうか。

　ただ、むしろ切ってしまうならゆで卵やスコッチエッグの方が近い気もするが、この辺りは命名者の好みでも混じっているのだろう。

「主な素材は鋼鉄より硬くて熱にも強い、何よりちょっとの原材料で大きく膨らむ硬質発泡素材。生産区と消費区を完全に切り分ける事で、人間の作る汚染が自然に還かえらないようにする、なんてプレゼンテーションをしていたみたいだけど……五五億人を支える大事業とはいえ、とことん大仰よね。地球の遠心力は緯度によって変わるから相対速度を合わせないと、せっかくの網の目もバラバラになりそうだし」

　最初の最初から地球は包囲されていた。

　サニーサイドアップに与えられた役割は二つ。

　一つ目は全世界規模の環境調整。効率的に自然を増やし、衛星軌道上に『仮置き』した人類の口を潤す食糧を増やしていく事。

「つまり『光こう槍そう』はその莫ばく大だいな熱で空気を攪かく拌はんして、風や雨雲を自在に生み出し……」

　そして二つ目は、地上でのさばる脅威の排除。

「……同時に、文字通り脅威を撃ち抜くために配備された兵器だった？」

　カルタの問いかけに、キョウカも頷うなずく。

　どこか世界のスケールに感心したような、それでいて呆あきれにも似た顔で。

「一発で抜けなくても、一方的に大気圏外から連射すればいつかは削り殺せると考えたのか。あるいは脅威が農場に近づいた時に天空から一発当てて注意をよそへ逸そらそうとしたのか。どのレベルの意味での『排除』なのかは不明だけど」

　だけど、人に向けるだけなら十分だ。

　その威力はカルタ達のいた船を守っていた護衛艦が次々と沈められていった時に嫌というほど見せつけられた。

「今も撤去されていないという事は、『上』の生産施設なり発電施設なりが稼か働どうしていて、世界に富をもたらしているのでしょうね。例えばエネルギーだとしたら、マイクロ波送電やレーザー送電なんて大仰な仕組みがなくても、前時代の遺物がそのまま送電の役割を担になっているかもしれない」

「軌道エレベーター……」

「ロケットやシャトルの一％以下のコストでペイロードを『外殻』まで運び出せるなら、コンテナ大のバッテリーを大量に行き来させる事もできるものね。あの遺物を解体したくない側からすれば、糊こ口こうをしのぐのには良いい建前だわ。ユキノは世界ビジネス的にはユーラシアに強いなんて言われているけど、欧州から中国まで広過ぎるでしょ？　地球の半分をカバーできる商材じゃないと成立しないはずよ」

　脅威への警戒。

　世界を救う巨大施設を錆さびた塔に変えたのは誰か。

　それは、カルタ達、水晶魔法使いに頼った方がコストは安く済むと分かったから？

「日につ蝕しよくの発生は広大な何かが頭の上にやってくるから、じゃない。元々世界の空は覆い尽くされていて、ユキノの戦闘態勢に応じて『網の目』の密度が変わっているだけ。そういう線もあるかもしれないの」

　生徒会長は車椅子の肘掛けを人差し指で軽く叩たたきながら、

「……当然、これだけのシステムは化学や物理だけじゃ成り立たない。さっきも言った通り地球を網の目のように覆い尽くしても重力や遠心力の差でバラバラになるだけだし、相対速度を合わせるために常に推進剤を使っていたらエネルギーなんてあっという間に枯こ渇かつするでしょう。つまり、そこを仰ぎよう神しん魔ま法ほうで補っている。ユキノのお得意様はケルトの光神、ルーグだったかしら。長い腕の神という異名を持つ軍神で、なるほど、エネルギーと飛び道具には事欠かない訳ね」

　……もしも軌道エレベーターと難問排除が書類で知る以上に深い関係だとすれば、そのエレベーターが諸もろ々もろの事情で頓挫して喜んでいる水晶魔法使い達に（そう、水晶魔法は地上でしか使えないから生活圏を『外殻』に移されても困るのだ）悪感情を抱いていても不思議ではない。

　何より、難問排除自身が水晶魔法使いではない、前時代の仰ぎよう神しん魔ま法ほうの使い手達だ。新たに台頭してきた水晶花に、何かしらの危機感でも抱いていたというのか。

（いいや、そもそもあいつらの行動には解けない謎が多過ぎる……）

「それにしても、カルタ君も大胆不敵よね」

　ふう、と息を吐いて、車椅子のキョウカがそんな風に切り出してきた。

「難問排除は一人減った。たとえ世界は認めなくても、当の本人達はようく分かっている。そこに匿名であんなメッセージカードを送りつけるだなんて」

　プロジェクターを操作し、生徒会長は問題のメッセージカードを表示させた。

　マリカもマリカで、感心半分呆れ半分といった調子だ。

「……そちらは一人減って大変でしょう。こちらにはエリシア《ザウルス》ルークスヴェルグを超える戦力に心当たりがあります。つきましては面接のお伺いを立てたいのですが、ご都合のよろしい日付はありますでしょうか、ね」

　悪者っぽく笑いながら、ソファベッドの巻き髪ツインテールはさらにこう続ける。

「見ようによっては立派な犯行声明よね。情報封鎖されているはずのエリシアの死を知っていて、それより強い戦力に心当たりがあるなんて言っているんだから。しかも、これからそっちに行って顔を合わせたいって」

「でも、ヤツらは無視できない」

　カルタは端的に言った。

「エリシアの死は事実だ。だが誰がやったかは摑つかみきれていないはず。ここで雲隠れしてほしいなんて考えない。相手が本物である必要はない。疑わしきは潰せ。一つ一つ潰して、騒ぎが終息するまで続ければ良い。向こうの考えはそんなトコだろ」

　水晶少女のアイネは首を傾かしげっ放ぱなしだった。銀の髪を流しつつ、

「つまり、罠わなと分かって飛び込むのですか？」

「ヤツらには罠わなを張って待っててもらう、とでも言うべきかもしれないけどさ」

　吐き捨てるようにカルタは答え、

「難問排除は国際社会にとっても虎の子だ、温存されてる。向こうがこっちを追いかけているように、こっちも向こうを追いかけている。雲隠れなんてさせるものか。最優先はユキノ＝アラカワ。これが最低ライン。まずはこいつを喰くって、他にも喰くえるだけ難問排除を喰くって数を減らす。Ｇ21でロンドンに全員集合しているのは分かっているんだ」

　難問排除を、喰くう。

　不遜とも言える物言いは、やはりエリシア《ザウルス》ルークスヴェルグの件を乗り越えたからだろう。ヤツらは、絶対に倒せない相手ではない。その事実を証明できたのは、心理的な面ではかなり大きなプラスになった。

　その上で。

　堂々巡りで、考えまいとしていた問題ともう一度ぶつかってしまう。

　そう、

「じゃ、次の標的はひとまずそいつで決まりね」

「ユキノ＝アラカワ。腕が鳴るってこういう感覚よね、殺し合いには申し分ない相手だもの」

　少女達の言い分に、カルタは即座に追従できなかった。

　淡々と計画を練りながらもどこか苦いものが腹に溜たまるカルタに、キャンピングカーの隅で棒立ちのままアイネがこんな風に語りかけてきた。

「大丈夫です、にえさま」

「何が」

「今度は横取りさせません。アイネ達の手できっちり殺しましょう」

　これが可愛かわいらしい女の子の形をしていなければ、思わずぶん殴っていたかもしれなかった。





３






　日につ蝕しよく下かのロンドンはゴミだらけだった。

　アスファルトの道路と古風な煉れん瓦がのアパートメントが不思議な調和を見せるこの街には、歩道どころか車道にまではみ出す勢いで大量のゴミ袋が積み上げられている。山の高さは身の丈よりある。たまに見かける公務員のボイコットや業者のストライキのようにも見えるが、違う。

　これもまた、エリシア撃破の影響だ。

　ゴミ処理担当と言っても五五億人全員の家庭ゴミの面倒を見ていた訳ではない。エリシアの担当は主に大型旅客機やタンカーの解体だ。だが任せきりにしていた部分が抜ければ、その穴を誰かが埋めなくてはならない。ほんの小さな減速の連なりが長大な自然渋滞を生み出すのと同じく、少しずつ少しずつ圧迫は広がり、ついには目に見える形で表に出てきた。

　だが、表立って不平不満を言う者もいないだろう。

　それどころではないからだ。

　霧の街は厳戒態勢だった。

　外出禁止令こそ出ていないが、あちこちに検問が敷かれ、不規則にパトカーや装甲車が巡回している。作り物の夜空には投光器つきのヘリコプターまで飛び交い、川に沿う格好で巡視艇が往来している始末だ。いつものパブで一杯、千鳥足で自宅に帰ろうものなら、たちまち職務質問の嵐に襲われてほろ酔い気分なんて一発で吹き飛ばされるだろう。

　警備の人間に追い立てられた路上生活者達の忘れ物か、花壇の縁に置かれたままの災害携帯ラジオは吞のん気きな声を上げていた。

『コロネル製薬の株が順調に推移している傾向には、やはり件くだんの全世界的なゴミ処理の遅滞問題があるようです』

『まあ、衛生環境の悪化から疫病が発生すれば消毒薬や抗生物質の注文数は自然と上がりますからな。ついでにコロネルは将来有望なベンチャーを買収する事で殺虫剤分野にも手を伸ばしていますから、ハエやゴキブリなどの対策でも伸びが期待される訳です』

『何事もプラスに転じるのが人の強さという訳ですね。こちらはすでに投資家達から注目済みで、新規売買で一山当てるのは難しそうにも見えます。では次に来る銘柄は何か。例えば、生ゴミの自然堆肥化を進める家庭用キットが注文殺到しているガイア農業などはいかがでしょう』

『あるいはステイン酒造なども悪くないかもしれませんよ。街に溢あふれるゴミの山を見て、こんな日は酒でも飲んで忘れたいと思う人も少なくないのでは？　はっはっは』

　そんな街で。

　キャンピングカーを降りたカルタとマリカは短く言い合う。

「じゃあ後は手順通りに」

「オッケー」

　すぐに二人はバラバラの方向へ別れていく。ちなみにマリカは飛ばない。自分の足で地面を走っていくのは、もちろん不用意に高度を上げて悪目立ちすれば、即座に絶大極まる『光こう槍そう』で撃ち落とされるのが目に見えているからだ。

　厳戒態勢で陽気さとは程遠いが、ロンドンの街並み自体は日につ蝕しよく下かでも十分な街灯があった。件くだんのユキノ＝アラカワとやらの恩恵だろう。ヤツが世界の電気を牛耳っている代わりに、本来の発電所は政府系のスパコンだの素粒子加速器だのに回されているから、難病の新薬開発なども順調に進んでいるのだとか。

　あれだけ多くの人間をゴミ掃除のように殺しておいて。

　博愛主義に涙が出る。

　カルタは上から目線の博愛の象徴とも言える街灯を避けて、人気のない真っ暗な歩道を歩きながら、ブレザーの懐ふところに収めた改造軍用懐中電灯に軽く触れる。感触を確かめつつ、口の中で小さく呟つぶやいた。

「励起」

　ずるり、とブレザーの背中側が大きく盛り上がり、有史以来どんな神話や宗教でも語られた事のない謎めいた水晶少女のアイネが飛び出してくる。銀の髪に白の装束。水晶の刀に、十手のように寄り添わせたレーザービーム照射用の短銃。緩く握って刀を下げ、彼女は静かに命令待機する。

　胸元で、散った分だけ勝手に補充されていく花弁を意識しながら、

「アイネも。ここから先は別行動だ」

「……、」

　ぷくう、と蒼あおざめた少女の頰が内側からやや膨らんだ。

　不服なのかもしれない。

「確率の問題だ、一番これが効果的だって説明しただろ」

「了解しました。にえさまもお気をつけて」

「にえ、もうそれ固定なのか……？」

　うんざりしたように言い合いながら、やはり歌うた貝がいカルタとアイネもバラバラの分かれ道へ。

（ロンドン、か……）

　イギリス料理は不味まずい。

　洋上水晶魔法学園にいた頃。しょっちゅう言われるそんな噂うわさが真実かどうかを確かめるため、学食の厨ちゆう房ぼうに潜り込み、ロンドンからの留学生の手を借りて調理実験をやった事を思い出す。結果としては可もなく不可もなくでかえって消化不良気味だったが、当の留学生自身が首をひねっていたところを見ると、あのフィッシュアンドチップスはカルタ達日本料理の遺伝子が混入してしまったらしい。実際のところは相変わらず不明のままだった。

　そんな留学生ももういない。

　全員残らず砕けた水晶像へと変じていった。

「……、」

　感傷を切り捨て、カルタの意識は冷徹に仇あだ討うちの世界へ舞い戻ってくる。

　今回の作戦はいたってシンプルだった。

『難問排除はある種のシンボルとして機能しているの。故に、Ｇ21のサミット開催中は自分の持ち場を離れられない。バタバタ走るとそれだけで不備があったように報道されてしまうからね』

　耳元に、一切電波を使わない通信が入る。

　切手よりも小さなプリント基板で制御される水晶花の振動を通して聞こえるのは、車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカの声だ。

『問題のユキノ＝アラカワがいるのはウェストミンスターパレス、つまり大きな時計塔で有名な国会議事堂ね。キャンピングカーからは最短の直線で一〇キロ弱。ごめんなさい、検問が多くて流石さすがにこれ以上車両では近づけないかな』

「何とかします」

　カルタは短く答えた。

「それより、問題の『光こう槍そう』ですけど」

『ぶっちゃけあんなもん、一発ぶち込まれたら蒸発確定じゃない。光の速度って事は目で見て回避はできないでしょうし』

『……次元の跳躍レギユレーシヨン３に手が届けば、その限りでもないのだけどね』

　冗談のような事を生徒会長は囁ささやいてから、

『ユキノの仰ぎよう神しん魔ま法ほうについて論じる必要はないかな。考えるだけ無駄。並大抵の水晶花を展開したところで受け止める事もできないでしょうし』

「つまり、そもそも撃たせなければ良い」

『カルタ君、大変良くできましたー。……そうよね、全世界を射程に収める衛星軌道上兵器を備えていたとしたって、ユキノはどうやって狙いを定めているの？　あくまでもピンポイント、点の攻撃。見た目のインパクトに騙だまされなければ活路は見えてきそうなものよね』

　意図して闇の深い、自分の身長よりも高く積まれたゴミ袋の山に寄りながらカルタは思案していた。

　海の上の学校を狙う時は簡単だった。周りの護衛艦にしても、あまりにも大きい。何もない海の上なら、目視で簡単に狙いをつけられる。だがここは複雑に入り組んだ大都市だ。ああいう風にはいかない。

　そして難問排除は政府側、正義の代表だ。わざわざ盗聴器だの盗撮カメラだのアングラなものに手を伸ばす必要はない。正規のセキュリティをフル活用して一般市民を監視すれば良い。

「ロンドンは元々テロ対策に熱心な都市作りをしていて、固定の防犯カメラだけで五〇〇万台を超えるとかいう話でしたよね」

『それに携帯電話、スマホ、インターフォン、ドライブレコーダー、まあ色々あるでしょ。レンズの総数は一〇〇〇万の桁を超えているかも？』

『ユキノ＝アラカワはそれを使って狙いを絞ってくるっての？　だけど……』

「そうだマリカ、そんなに大量のカメラからの情報量、もはや人力で管理できるレベルを超えてる。ようはプログラムによる不審者のふるい分けに引っかからなければ良いんだ」

　カルタが意図して闇の深い方、街灯などで明暗の境界がくっきり分かれた場所を選んで歩いているのもそのためだ。

　ロンドンはセキュリティだけでも五〇〇万台のカメラがひしめく防犯都市だが、その計画はどうしても前倒し、急ごしらえの印象がある。とにかく予算内で早急に数を揃そろえなければならなかったため、一つ一つの質は劣るのだ。そして安物のカメラは光の明暗に弱い。明かりの方に露出を自動調整している場合、影の方は真っ黒に塗り潰されてしまう。

　今は顔認識に色見本化、骨格や歩行パターンでも個人識別はできるらしいが、元々のオリジナルデータが塗り潰されていたらどうにもならない。

　あらかじめ防犯設計に組み込まれた建物の配置などではなく、壁のようにうずたかく積まれたゴミ袋の山そのものもカメラを塞ぐ役割を担になってくれる。

『でも、てっぺんはユキノが押さえてんでしょ？　衛星軌道上から直接睨にらまれるって事はないの？』

「もちろんあるさ。だけど衛星画像なら夜空を見上げでもしない限り顔認識はできない。歩行パターンは意図して崩せば良い。夜間処理を施した画像はどうしても目が粗くなるし、サーモだとシルエットしか浮かび上がらない。つまり誰かがいるのは分かっていても、それが誰なのかは分からないって寸法だ」

『？』

『ふふふマリカさん、このロンドンは八〇〇万都市なのよ？　観光客や市外からの通勤通学も含めれば一三〇〇万を超える。厳戒態勢と言っても外出禁止令が出ている訳でもなし、動画やＳＮＳ狙いなのかわざわざこんな日に出かけている人だってそれなりにいるはずよ。怪しい人影がいるから試しに消しちゃいましたーではまずいでしょ』

「何しろ、このロンドンには一〇〇〇万の桁を超えるレンズがあるって話なんだからさ」

　洋上水晶魔法学園の時は標的の他に目撃者が誰もいない、言ってみれば極限まで大きく開かれた密室だった。だからどんな無法でも力さえあれば許された。

　だけど今度は違う。

　難問排除。世界最強の五人。ヤツらを守り、つけ上がらせている制度やサービスがユキノ＝アラカワを縛り付ける。

『……でもにえさま』

　と、腹の奥で暗い炎を燃やしているカルタに、アイネからの通信があった。

　彼女は言った。

『それは可能性の話であって、確定情報ではありませんよね？』

「……、」

　実際には、未知の監視システムがあってこちらの位置情報が洩もれてしまうかもしれない。

　ユキノ＝アラカワが冷静さを失って、ロンドン市街に『光こう槍そう』を撃ち込むかもしれない。

　少し考え、ゆっくりと息を吐き、そして歌うた貝がいカルタは答えた。

「……だからそのために、全員分散してウェストミンスターパレスを目指しているんだろ」

　一人が捕捉され、消し炭にされても、他の誰かがユキノの元を目指す。

　ゼロ距離まで肉薄されてしまえば、高威力過ぎるが故にヤツの攻撃は自分を巻き込む。だからユキノ自身、あの『光こう槍そう』を使えなくなる。

　そういう作戦。

　選択。

　深く考えると頭の奥がぐるぐると攪かく拌はんされそうだった。意図して呼吸を整え、カルタは群れを作って歩く警官隊やパトカーの横を通り過ぎていく。どうせ懐ふところに入っているのは懐中電灯一つだ。呼び止められても困らないが、できるだけ情報をトップに上げて欲しくはない。

　機械のレンズと人間の目。

　双方をギリギリでやり過ごしているカルタの耳に、異変を伝える声が入ってきたのはその時だった。

『ちょっと待って……変ね。どういう事？』

「表おもて参さん道どうさん？」

　怪け訝げんな声を出すカルタだったが、その内に彼も彼で気づいた。

　耳で、あるいは肌で。

　ピリピリという体の表面全体に弱い電気が走るような、奇怪な緊張感。何かの爆発直前を思わせる予感。警官隊の方でも無線連絡が入っているのか、周囲も慌ただしくなってきた。

「おいそこのお前!!」

「っ。……はい？」

　太い声で呼び止められると、警官隊の一人に懐中電灯の光を浴びせられた。

　眩まぶしそうに目を細めて手で顔を庇かばうカルタに、中年の警官は小走りで近づいてくる。

　じっとりとした嫌な重圧に、徐々に制御を失っていく少年の鼓動。

　だが警官は直後に息を吐いてこう言った。

「街の人間か？　それとも旅行者？　とにかくどこか建物に入った方が良いい！」

「え、と？」

「始まるんだよ」

　肩をすくめて、やはり緊張の汗を顔に浮かばせて警官は言った。

「暴動だ」
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　ウェストミンスターパレス。

　巨大な時計塔のシンボルで知られる国会議事堂。厳戒態勢のロンドン市内でも一ひと際きわたくさんのバリケードや装甲車で封鎖されたその一角。

　建物の屋根に、黒い髪をショートに切った東洋人の女性が佇たたずんでいた。

　シスターの修道服……と呼ぶにはスカート部分のスリットが際きわ立だち、体のどこにも十字架のシンボルをつけていない。そしてその手には自分の身長よりも大きな金属製の杖つえが握られていた。長身だがスレンダーな体形で、伏せた瞳の印象も手伝ってどこか涼やかな空気を纏まとっている。

　ユキノ＝アラカワ。

　難問排除、その一つ。光学爆撃『光こう槍そう』の使い手。

　簡単な仕事のはずだった。

《ザウルス》の異名で知られるエリシア＝ルークスヴェルグが殺害されたのは大きい。刺客がロンドン入りしているであろう情報も摑つかんだ。だが厳戒態勢のこの街で不審な行動を取れば即座に警官達の網にかかり、後はそこへ『光こう槍そう』を落とせば良い。相手は回避も防御もできず、幾人かの警官と共に蒸発する。

　そう。

　上がってくる『警報』が一つか二つであれば、簡単にケリをつけられたはずなのに……！

『各国政府と難問排除は脅威に関する情報を開示しろー!!』

『消えた国や州や街についての説明責任を果たせー!!』

『明日は我が身かもしれないのにおちおち眠れるかっ。うちには子供がいるんだぞー!!』

（どいつも、こいつも……!!）

　遠方から地鳴りのように響いてくる声の洪水に、ユキノは涼しげな表情の奥で、そっと奥歯を嚙かみ締しめる。

　耳元のイヤホンからは、全く事情を知らない警官隊からの要請が飛び交っていた。

　今すぐ難問排除の力で助けてほしい、なんていう話ではなく、

『難問排除の皆さんは絶対にそこを動かないでください！』

『Ｇ21サミットは最高の警備で滞りなく閉会した。その事実を作るのが大切なんです。つまり、難問排除は動いた時点で負けとなります』

『ガス弾はダメだ！　放水車を持ってこい、くそっ、どうしてどこの店もシャッター下ろしていないんだ!!』

　罠わなが機能しないなら、みすみす猛獣が待つ密林に入ったようなものだ。

　万全を期すなら場所を変えて雲隠れするべきだが、周りの警官隊はそれも許さない。黙って嚙かみ付つかれろと仰おおせだ。

　腹の中が煮えているユキノに、別口の通信が入った。

　同じ難問排除のものだ。

『かっかっかっ。そうカリカリしなさんなって、天下の難問排除様が情けねえ』

「……、」

『そもそも警官隊は何も知らねえんだ、エリシアの野郎がくたばった事もな。だとすりゃ対応が緩くなんのは当然だろ？』

「分かっています」

『ここにゃマスコミも多い、あるいは気取りのアマチュア動画マニアもな。あんまりしかめっ面つらしているとテメェの大好きな見み栄えや虚飾がボロボロ剝がれちまうぜえ』

　ユキノはわずかに思案した。

　難問排除は世界の治安を司つかさどる存在だ。ここが揺らげばあちこちの国や街で無用な混乱が起こる。よって対外イメージも重要なのだが、だからこそ、だからこそなのだ。

　万に一つも、こんな目立つところで手傷を負う訳にはいかない。

　それが悪夢のようなビギナーズラックによるかすり傷一つだとしても。

　頭の中で必要な計算を済ませ、ユキノはゆっくりと建物の屋根の上で立ち上がった。

　同僚に向けて言う。

「なら、こちらにもやりようがあります。ケルトの光神ルーグに請こい願ねがう……」

『……おいおい、まさかロンドンで派手にやらかす気か？　俺が言うのも何だが、テメェの得物は手加減なんかできねえだろ。他のヤツに任せるべきだ、大虐殺になっちまうぜ』

「いざとなれば、アナスタシアに話を通してしまえば済む話ですし」

『マジかよ……』

　通信の相手が、どこか呆あきれているような、面白がっているような声を出した。

『……マジで潰す気か、八〇〇万都市のロンドンを。Ｇ21のサミットの真っ最中に』

　対して、大きなスリットを入れたシスターは杖つえを掲げてこう答えた。

　即答で。

「必要とあらば」
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　歌うた貝がいカルタは歩道の隅で道路に背を向ける格好で丸まっていた。

　警官達はもういない。バリケードの方へ撤退したのだろう。そして歩道も車道も関係なく、大勢の男女が通りを埋め尽くしていた。まるで人肉を使った洪水。金属バットに包帯やボロ布を巻いて火を点つけた即席の松明たいまつを掲げ、怒鳴り声を撒まき散ちらしながら路上駐車された車のフロントガラスやシャッターを下ろしていなかった店舗のウィンドウなんかを叩たたき割わっている。

（……世界的なゴミ処理施設を運営していたエリシアを倒した事で、純金とかプラチナみたいな価値のあった第一期資源の鉄だのアルミだのが暴落したって話を聞いたな。となると雇用問題とかそっちの方か……？）

　そんな風に分析していたカルタだったが、事情は違った。

　彼らはこんな風に叫んでいたのだ。

『脅威を正しく知らずに恐怖を克服できるはずがあるかー!!』

『政府は情報封鎖を利用して無用な恐怖と混乱を助長し、お手盛りの防衛予算を毟むしり取とろうとしている。国民の血税を舐なめるなー!!』

『情報を出せ！　正しい情報だっ!!　我々は正しい権利を主張する!!』

　あちこちでゴミ袋の山に火を放たれ、割れたガラスを踏んで若者達が建物の中に飛び込んでいく。レジの機材が道路に叩たたき付つけられ、ボックス状のＡＴＭが引きずり倒されてＬ字のバールでこじ開けられていく。汗に、香水に、煙に、生ゴミ、後は何だ？　様々な臭気が混ざり合って、『怒り』が全てを塗り潰していく。

　うんざりしながら、カルタは通信でマリカやキョウカと連絡を取り合う。

「見た目は脅威に対する情報開示って感じだけど、実際は金目当てと憂うさ晴ばらしが半々って感じかな。ほんとに憤いきどおってデモに参加しているのは一割いれば上々。やっぱりエリシアを倒した事で預貯金を潰された人も少なくないのかも。表おもて参さん道どうさん、前兆は摑つかめなかったんですか!?」

『今になってみれば、レベルね。難問排除は自分達の一角が潰された事を絶対に公表しない、一般の警官隊に対しても。最強の看板が傷つくからね。それにしてはやけに厳重な態勢だなと思っていたけど、何の事はない。わたし達とは別口で怪しい動きがあったのね』

『こっちもすごい人……。今のところ、人を引きずり出したりタコ殴りにしたりって感じじゃないのが唯一の救いだけど』

「マリカ、お前は女の子なんだ。暴徒の中に身を委ねるなよ」

『あら心配してくれるの？　……きゃっ!?』

「マリカッ」

『なんちゃって、あはは！』

　相手は無邪気に笑っているようだが、聞いている方は心臓に悪い。一般に世界の裏側の話が出回るとも思えないが、仮に鉄やアルミの相場崩壊から来る預貯金の破綻が真実なら、それを起こしたカルタ達は私刑のターゲットにされてもおかしくないのだ。思わず額の汗を拭うカルタに、危機感の足りない巻き髪ツインテールの幼おさな馴な染じみは悪だくみのように囁ささやいてきた。

『……でもこれって考えようによってはチャンスじゃない？　大暴れの連中、カメラなんかもバットとかスプレーで壊してくれているし、普段の監視網が使えなくなるなら一気に難問排除のいるウェストミンスターパレスまで近づけないかしら』

「そんなに上等なもんかね……」

　カルタの懸け念ねんに、マリカはさらに言葉でアピールしてくる。

『Ｇ21としては、たかだか暴徒の群れごときで国際会議を中断させられたらメンツに関わるわ。絶対にそこを動かないし、最大戦力の難問排除も居座らせるはず。今ならユキノは逃げられない。ほら、チャンスと言えばチャンスだわ』

「……、」

　少年も頭の片隅で考えはしたのだ。

　警官隊や監視網が暴徒の群れへ注目している隙をついて一気にショートカットできないか。または暴徒の群れを自分達で操作してウェストミンスターパレスへ殺到させる事はできないか。この安っぽい、建前だけの正義感にはうんざりだ。大切な仲間を水晶化され、目の前で砕かれ、本当に身を焦がすほどの復ふく讐しゆう心しんに曝さらされたカルタ達からすれば、蠟ろうでできた食品サンプルよりも味気ない。

　だけど、これは制御できるものなのか？

　できなかったら、一体どうなってしまうんだ。

『やるしかない』

　生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカが囁ささやいた。

『不慮のトラブルが起きたからやっぱりやめましょうで抑え込めるほど、わたし達の激情も融通を利きかせてくれないでしょ？』

「……、そうですね」

　ゆっくりと息を吐いて、そしてうずくまった状態から立ち上がる。暴徒の流れに乗るか抗うかは迷ったが、連中に警官隊の注目が集まっている隙に別のルートからユキノの待つウェストミンスターパレスを目指す事にした。どっちにしろ、利用する事に変わりはないが。

　そう思い、さりげなく狂熱の大通りから細い路地へ滑り込んだ。

　まさに、その直後の出来事だった。




　ドガッッッ!!!!!!　と。




『光こう槍そう』が、落ちた。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

　意味が、分からなかった。

　ほんの道を一本外れた大通り、直線距離にして二〇メートルあったかどうか。

　落雷より唐突に、スポットライトよりも強烈に。

　歩道も車道も関係なく、一面を埋め尽くしていた人の滝。その一角が、容赦なく蒸発させられる。一瞬にしてスプレーのように変貌した人体が周辺の道路や壁、そして生存者へ噴き付けられ、熱湯に似た猛烈な熱と痛みを伴ってさらなる生き地獄を作り出す。

　学校を守る護衛艦を真っ二つにするほどの攻撃だ。

　直径一〇メートルが抉えぐり取とられ、同心円の二〇メートルが灼しやく熱ねつの地獄に覆われる。アスファルトが凄すさまじい熱で融解し、数百年モノの石造りの建物の壁がオーブンのように赤熱する。

　ぎゃあ！　わあ!!　という叫び声があちこちらから炸さく裂れつした。

　ポップコーンが弾はじけるように大量のゴミ袋が宙を舞い、地面へ落ちる前に莫ばく大だいな熱に炙あぶられて『袋』の体裁を失う。潰れた菓子箱やトイレットペーパーの芯が空中で燃え広がる。攻め落とされる城へ降り注ぐ雨あられの火矢にも似て、大量の光源が尾を引いて街へ落ちていく。

　何が起きたかも分からず、逃げ出すなんて明確な方向性もなかっただろう。ただただパニックの中で押し合いへし合いになり、落下地点を中心に全方位へ将棋倒しが連鎖していく。

「何が……」

　路地の壁に背中を預け、眩暈めまいすら覚えながら、カルタは叫んでいた。

「何が起きたんだ!?　ちくしょう!!」

　吼ほえてから、ようやく混乱する頭が痛みを思い出した。

　ジリジリジリ！　と数千数万の針で全身を薄く刺されるような痛つう痒ようが覆い尽くす。

　改めて視線を下げれば、衣服が内側から不自然に盛り上がっていた。顔を触るとゴツゴツする。これは頰がおかしいのか、指先がおかしいのか。とにかく全身が傷つき、水晶化によって傷を癒いやしている真っ最中なのだ。弱体化しているとはいえ、『プリセット』の障壁などお構いなしだ。

　この間に、もう一度衝撃が走ればご破算。

　修復中の水晶ごと肉体の部位を削り落とされ、今度こそ永遠に失う。

　二度と回復の機会はやってこない。

「はあっ、はあっ!!」

　喪失の危機に、呼吸のリズムが崩れる。

　地獄のように長い三〇秒の最中、さらにもう一度。

　夜が拭い去られた。

　一〇秒間ほどの長い照射。だが今度は遠い。だからこそ、その光と熱の異様さを客観的に捉える事ができた。あれではまるで飴あめ細ざい工くのように真まっ直すぐ引き延ばした太陽だ。

　マリカもまた相当強い焦あせりを交えながら、

『こっちでも確認したわ！　ユキノのヤツ、このロンドンで「光こう槍そう」を使ってる!!　暴徒を鎮圧するために!!』

『暴徒の群れが騒ぐと警備態勢が崩れて、本来のターゲットであるわたし達を捕捉できなくなる。だから邪魔立てする暴徒ごと殲せん滅めつするつもりなのね』

　バギッ！　と乾いた音と共に、カルタの肉体から水晶片が剝離していく。

　手足も顔も無事だ。

　きちんと回復した。

「でも、何で……。こんな事は許されない。ここはＧ21のサミット会場で、マスコミだって大勢いる！　普通の人達だって携帯やスマホから動画サイトに投稿くらいできる！　ユキノ＝アラカワは大勢を巻き込んで社会的な自殺でもしているっていうのか!?」

『悪役を買って出ているのかもしれない』

　生徒会長が意味不明な事を言った。

『そして日夜脅威と戦う難問排除ならこういう風にアナウンスできる。ロンドンは脅威の攻撃で壊滅した。難問排除は必死でロンドン市民の脱出の手助けをしたが、やはり全ての命を守り切る事はできなかった、ってね』

「そんな……そんな無法が……」

『許されるのよ。そもそも一般市民は脅威の正体も難問排除の扱う仰ぎよう神しん魔ま法ほうの詳細も知らない。ただ世界中の街や国が一夜で消滅するという「結果」だけ。だから最悪、あの「光こう槍そう」さえ、どっちが撃ったかなんて捏ねつ造ぞうできてしまうのではないかしら？』

「……、」

　もう、言葉もなかった。

　では何だ？　ユキノ＝アラカワは大虐殺を目撃されたところで痛いたくも痒かゆくもないというのか。あれは脅威がやった事だから私は無関係です、ロンドンは残念でした。涼しい顔でしれっと言ったら責任追及はおしまい、それで八〇〇万都市の壊滅を有う耶や無む耶やにできるというのか!?　いくら最強だからって、どこまで都合良く世界を回せば気が済むのだ!!

『にえさま、これはチャンスでもあります』

「？」

『ユキノが暴徒にかまけているという事は、アイネ達の位置情報が探られていない証拠にもなります。今なら安全にウェストミンスターパレスへ接近し、寝首をかく事ができます』

「お前……!!」

『どの道、手をこまねいていては「光こう槍そう」の連射は止まりません。総犠牲者数を減らす目的でしたら、やはり最短でユキノの撃破を推奨します』

　こうしている間にも、断続的に夜と昼とが切り替わる。

　数秒から十数秒の灼しやく熱ねつで、どれだけの人間が命を落としている事か。

　少年は奥歯が砕けそうなほどに歯を食いしばる。

　だがアイネが弾はじき出だした冷たい答え以上にクレバーな意見は思いつかない。

「くそっ!!」

　路地の入口近くで建物の壁に背中を預け、ぐしゃぐしゃと前髪を片手で搔かき毟むしる。悲鳴と怒号が飛び交う表通りを振り切るように抜け道へ振り返ろうとして。

　その動きが、止まる。

　光や熱、そして将棋倒し。阿あ鼻び叫きよう喚かんとなった表通りには、大勢の人達が折り重なるように倒れていた。その下に潜ったり、上を乗り越えたりしながら、生存者達は必死に生き残ろうとしていた。

　そんな中で、見たのだ。

　脅威に関する情報を開示しろと迫る暴動の中で。

　おそらく親や歳としの離れた兄妹きようだいなんかと一緒に来たのだろう、手作りのプラカードを抱えたままへたり込んでいる小さな女の子を。

　砕けた水晶像の山なんて乗り越えた。同じ制服を着た生徒達が倒れていく中、無様に這はいつくばって積み上げられた像に隠れて『恐竜』をやり過ごした。こんなのは初めてじゃない。だから胸は痛くても乗り越えられる。そのはずだった。

　だが、歌うた貝がいカルタは見てしまった。

　手製のプラカードに塗料で書かれた大きな、そして拙つたない文字を。

　そこにはこうあったのだ。




『お兄ちゃんのいるグリモノアがどうなったのかをおしえて』




　ガンッ！　とカルタは自分の額を路地の壁へぶつけた。

　障壁のせいで痛みなどほぼなかったが。

　洋上水晶魔法学園での出来事が脳裏に広がる。

　イギリス料理は本当に不味まずいのかを確かめるため、留学生の手を借りて、深夜の厨ちゆう房ぼうに潜り込んでクラスメイト達と作ったフィッシュアンドチップスの味が舌の上で転がる。

　もう駄目だった。

　ここが限界だ。

「アイネ、それからマリカも。方針転換だ」

『イエス、にえさま。いかがいたしましょう？』

「……お前達はこのまま最短最速でユキノ＝アラカワを撃破。一刻も早く『光こう槍そう』の発射能力を奪って、少しでも被害を減らしてくれ」

『そりゃやるけど、アンタはどうすんのよ』

「俺は……」

　ブレザーの懐ふところから改造軍用懐中電灯を取り出す。

　息を吸って、吐く。

「ヤツの注目をこっちに集める。完全にキレてるユキノだって、標的の位置さえ分かれば暴徒への無差別攻撃をする理由はなくなるんだ。俺が引き付ければ一般からの死者を減らせる、派手にやりながらユキノの懐ふところを目指す！」

『にえさ

「議論はこれまでだアイネ。動け!!」

　叫ぶのは仲間に向けてだけではない。

　もう一つ、行動へ移る前にやっておく事がある。

「おいっ！」

　カルタが路地の出入口から大通りに向けて怒鳴り声を上げると、へたり込んでいたままの女の子の肩がびくりと震えた。怖がられても良い、信頼を得る必要などない。とにかくすべき事を叫ぶ。

「早くどこかへ入れ、屋内だ！　頑丈な建物ならどこでも良いい!!」

　少年の言う事を聞くというよりは、脅おびえて逃げ出すような動きに近かった。律りち儀ぎにプラカードを摑つかみ直なおし、女の子はわたわたと起き上がると石と鉄でできた商店へと向かっていく。

　頭上の開けた屋外にいるよりはマシだ。

　何よりここから先、彼らの運命はカルタ自身の行動で変わってくる。

　もう狙わせない。絶対に。

（よし……）

　改めてカルタは大通りから背を向けて裏路地の奥へと飛び込んでいく。とはいえ、抗議にやってきた彼らを見捨てる訳ではない。逆だ。自分の方へ攻撃を引き付けるなら、一般人から離れておいた方が良いい。巻き込ませて死なせては意味がないのだから。

　遠く離れたユキノ＝アラカワの注目の集め方なら簡単だ。

　ヤツは街中に張り巡らせた防犯網を利用して標的の位置情報を探ろうとしている。

　つまり、

（……辺り一面のカメラを片っ端から潰していけば良い!!）

　もはや一まとめの『山』の形も保てずあちらこちらにばら撒まかれた大量のゴミ袋から、ドロドロの粘液のようになった飲み残しのジュースのボトルを拾う。後は高みから見下ろしているレンズに向けてぶっかけてやれば良い。それを三つ四つと繰り返していく内に、胃袋に重たい圧がのしかかってくるのが分かった。

　異変はすぐにでも通達されるだろう。

　セキュリティのダウンしたエリア全体が危険域とみなされるだろう。

　注目が、移る。

　破滅的な大通りから、こちらの裏通りへと。

（ここからだッ!!）
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「あら」

　大きなスリットの入った変則修道服を纏まとうユキノ＝アラカワは、建物の屋根の上でおかしそうに笑っていた。

　スマートフォンの画面が警告を発している。

　立て続けにカメラが破壊されていく一角がある。暴徒達が思いつきでやっているのではないだろう。それにしては被害の推移が迅速で、ピンポイントでこちらの『目』を潰す意図が感じられる。

　だとすると、

（……状況に耐えられなくなってきた？　だとすると、民間人をもう少し巻き込んでみるのも面白そうですが）

　脇道についても想おもいを馳はせるが、今はとりあえず本線だ。

　逆の手で摑つかんだ杖つえを大きく掲げ、衛星軌道上へと命令を送る。

「では黒い画面を埋めるように……『光こう槍そう』を」
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　ドガッッッ!!!!!!　と、凄すさまじい『光こう槍そう』が天空から垂直に降り注いだ。

「っっっぐあああああああああああ!?」

　一帯の防犯カメラを潰してから向こうが怪しいと『作為』に気づくまで、ほんの数秒だがラグはあるはずだ。その間に全力疾走してできるだけ距離を稼いでいたカルタだったが、それでも熱風のようなものに全身を叩たたかれた。着弾点からは離れていたが、恐るべき熱が空気を膨張させて見えない壁を作り上げたのだ。

　背中を強打され、いきなり障壁を砕かれた。

　汚れた道路の上を転がる。

　パキパキパキミシミシミシ!!　という異音がいつまでも続く。全身の表面ほとんどが水晶に覆い尽くされていく。三〇秒。次に衝撃が加わったらおしまいだ。回復プロセスを遮断され、体の突起を全て削そがれて死ぬ。それが明確に分かる。

「はあ、はあ!!」

　倒れたまま背後を確認すると、もう路地の両側の壁はオレンジ色に溶けていた。山火事で巨大なモミの木が燃え落ちるように、いくつものゴミ山が火柱と化している。道路は飴あめ細ざい工くのように溶け、真下に向けて巨大な穴を空けていた。下水道か、地下鉄か。どこかと繫つながった可能性もある。

「くっ……」

　のろのろと起き上がる。

　無数の水晶片を路面に撒まき散ちらし、何とか回復を終える。

　カルタは再び走り出す。

　衛星からサーモで人間の位置情報を探られる恐れもある、と危惧していたが、これだと杞き憂ゆうかもしれないとカルタは考え始めていた。あまりの高温のせいで、着弾点の周辺は真っ白に埋まっているだろう。これでは標的の撃破確認にも使えないはずだ。

（当面は地上のカメラだけを意識すれば良い……）

　さらにいくつかの防犯カメラのレンズをジュースやスプレー缶で潰し、ギリギリの地点で『光こう槍そう』を誤射させながら、カルタは歯を食いしばる。日焼けのし過ぎみたいな皮膚の痛みを堪えて再度駆け出す。

　今のところは、わずかなラグが有効に働いている。だが潰されたカメラの数が増えれば増えるほど、点と点を線で結んでこちらの移動ルートを予測しやすくなるだろう。完全に先読みされ、予想ポイントへ撃ち込まれたら終わりだ。痛みを感じる暇もなく蒸発させられる。

「はは」

　自分の寿命を削って逃げ回りながら、しかし、何故なぜだかカルタの顔には笑みがあった。

　自分でも何がしたいのか見えてこない。だけど、久しぶりに肩の荷が下りたような気がした。

「ははははは！　あははははははははは!!」

　洋上水晶魔法学園グリモノアに通って。

　切手よりも小さなプリント基板を介して、水晶花を自在に扱う水晶魔法を修得して。

　世界を危険にさらす脅威と立ち向かって。

　そして結局、何がしたかった？

　もう、そんな資格はないけれど。学校での日々もそこから繫つながる未来も難問排除に奪われ、仇あだ討うちと称して降参したエリシアへ水晶魔法で手に掛けた時点でずぶずぶに染まってしまったけれど。でも、だけど、心のどこかに引っかかっていた、夢の残骸みたいなものが刺激されていた。

　そう思っていた矢先だった。

　いくら出し抜いて民間人を守っても、どうしようもないほど邪悪な難問排除は野放しのままだ。そんな邪悪の一角が、ユキノ＝アラカワという悪魔が、次なる動きを見せたようだった。

　夜空が眩まばゆく輝く。

『光こう槍そう』だ、とカルタは警戒した。だが動物的に身を縮めるより、全力で一歩でも遠くへ走る方が大切だと理性の力で奮い立たせる。

　そこで予想外の事が起きた。

「……？」

　光が、集束しない。

　槍やりの形を取らず、ただただ夜空の明るさだけが無尽蔵に膨らんでいく。

　ゾクリと背筋に嫌なものが走る。

　まるで。

　あまりにも巨大な灼しやく熱ねつの吊つり天てん井じようがそのまま落ちてきて、ロンドンの街を押し潰そうとしているかのような……!?





８






　ドッッッ!!!!!!　と、凄すさまじい閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　ロンドン中心部から北側に向けて、おおよそ直径一〇キロ超。街並みをまとめて吞のみ込こむように、あまりにも莫ばく大だいな光と熱が一面を平べったく覆い尽くしていく。

　効果圏ギリギリ外側で、建物の屋根に立つユキノ＝アラカワはくすりと笑っていた。

　黒のショートヘアを夜風に揺らしながら、杖つえを手に彼女は告げる。

「……拡散モード」





９






　夜から昼へ、いいや露光を間違えて真っ白に埋まったビデオ映像のような景色。

　日焼けのし過ぎみたいな痛みがカルタの全身を包む。しかもそこで留まらない。痛みは天井知らずに駆け上がっていく。このままだとまずい、と感じた少年は路上駐車してあった車の真下へと滑り込んだ。

　指先の動きがおかしい。

　体のあちこちから、歪いびつな鱗うろこのように尖とがった水晶が飛び出している。

（今度は何だ……っ!?）

　たっぷり三〇秒以上も照射が続き、そして再び夜が戻ってくる。全身の痛みに歯を食いしばって回復を待ち、外の様子を観察していると、やはり三〇秒くらいのインターバルを挟んで、世界全体が真っ白な光で埋め尽くされていく。

『きゃあ!?』

『これまで見なかった現象です』

「……だが多少浴びても生き延びられる。集束と広角で切り替えているのか？　いや……」

　次の照射。

　だがよくよく見れば空間全体が眩まばゆく輝いている訳ではない。

　まるで水玉模様やメッシュ。

　ロンドンの街を等間隔に、無数の『光こう槍そう』が貫いている。数十、数百、数千……。その網の目、メッシュのような攻撃の余熱が、真っ暗なロンドンを焼き焦がしているのだ。さながら、効率良く熱を通す網焼きのように。

「拡散、なのか!?　単なる一点集中の衛星兵器じゃない。どれだけの数の『矛先』が世界を睨にらみつけているんだ……!?」

『にえさま、「光こう槍そう」は同じ座標へ繰り返し照射を続けているようです。おそらくロンドンを地形的に走査した結果、放射熱を使って最も均一に炙あぶる布陣を計算しているのでしょう』

『四桁単位の一斉照準の必殺技に、地形をスキャンすれば街を丸ごとうっすら焼けるオマケつき。なるほど、確かにこれくらいやってくれなきゃ難問排除の最強サマって感じはしないわね』

「……でもマリカ、これって便利だけど即効性に欠ける手だよな。俺がボロを出すのを待っているのか。逆に言えばこっちの位置を見失っているはず」

『ええい、これなら地下鉄の線路にでも潜った方が楽に進めるかしら』

『にえさま。アイネの場合、この程度のダメージでしたら許容可能範囲です。このまま進行できます』

「痛がっているフリをしろ、悪目立ちにしかならない」

　照射と停止のタイミングを縫って、車の下から這はい出でる。

　少し前、見知らぬ女の子を屋内退避させておいたのは僥ぎよう倖こう以外の何物でもなかった。何しろこちらはこんな展開になるなど全く予想もしていなかったのだから。

　そして、分かってきた事もある。照射と停止、互いのインターバルは三〇秒おきだ。理解できてしまえば拡散モードはさほど脅威ではない。途中でボックス状の喫煙所や暴徒達が窓を叩たたき割わったビルの中へ飛び込み、雨宿りのように休憩ポイントを見つけながらウェストミンスターパレスを目指す。途中でのた打ち回っている暴徒に出くわした場合は、可能な限り車の下にでも押し込んでやりながら。

「……くない」

　ぜえぜえと荒い息を吐き、全身から気味の悪い汗を流しながら、カルタは呟つぶやいていた。

　彼はうっすらと笑っていた。

「お前はもう怖くないぞ、ユキノ＝アラカワ」

　灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化した暗闇のロンドンを、狩人かりゆうどが駆け抜けていく。

　獲物の待つウェストミンスターパレスまでの距離が縮んでいく。
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『しくじったんじゃねえか？』

　同じ難問排除の一人が、そんな風に言ってきた。

　大きなスリットの入った変則修道服を纏まとうユキノ＝アラカワは、建物の屋根の上に立ったまま涼しい顔で質問を返した。

「何がですか」

『ロンドンをぶっ潰すってのは、まあ、ありかもしんねえわな。だが今はＧ21のサミットの真っ最中で、そいつらん中にゃ俺達難問排除の扱う仰ぎよう神しん魔ま法ほうについて知っているヤツもいる。今のロンドンの大騒ぎはどこの誰がやったのか、まして脅威がやりましたーなんて言い訳が利きくとはとても思えねえがな』

「くすっ、ですから」

　笑いながらユキノは杖つえの下端でコンコンと建物の屋根を軽く小突いて、

「一通りすませたら、『ここ』も焼き払いますよ。ようは、脅威と難問排除。双方の真実を知る者をロンドンから根絶やしにしてしまえば良いだけの話でしょう？」

『……複数政府の首脳陣だぜ？』

「だとしたら何か。それよりアナスタシアとの連絡はつきましたか。彼女の承諾がなければ、全ては脅威のせいだったとする事はできません」

『まあアナスタシアは協力すると思うけどな。こんなつまんねえ事で難問排除って枠組み自体が解体されちまったんじゃ浮かばれねえだろうしよ』

「そうですか。それなら」

『ただ』

「？」

『ちょーっと、間に合わなかったかもしれねえぞ、テメェ』

　残念そうな声だった。

　背筋に何かが走り、それが何であるかを分析しようとした。

　だが遅かった。




　振り返ったその先。

　同じ建物の、同じ屋根に。かつて滅ぼしたはずの紫のブレザーを纏まとう少年が立っていた。




「……、」

　少年は、何も言わない。

　肩で息をしたまま、明らかに鈍器としても使えそうな重たい軍用懐中電灯を手で摑つかみ、ゆっくりと、ただゆっくりと、こちらに向かって歩いてくる。

　対して、ユキノ＝アラカワの頰が、わずかに引きつった。

　ゼロ距離まで肉薄されてしまえば、彼女の『光こう槍そう』は使い物にならない。あまりにも破壊力が高過ぎて、爆撃に自分を巻き込みかねないからだ。

　ゲームセット。

　不本意な結果ではあるが、今回の遊びの時間も一区切りとなる。

　だから杖つえを手にしたまま、両手の掌てのひらを向かってくる少年の方へ広げた。ちょっと雨が降ってきたからピクニックの予定を切り上げて早めに宿へ帰ろう、とでも言いたげに。

　いかにも渋々な笑顔で彼女は提案した。

「分かった、降参。参りました」

　まるで役の揃そろわないトランプ一式をテーブルに放り投げるような口振りだった。

　山のようなチップの、そのまた何枚かを失う程度の。

「これでお開きにしましょう。あなたにとっても悪くない提案のはずです。私は難問排除、各国政府に顔が利ききますから、あなたが起こした過去の罪状を帳消しにする事ができます。恩赦、そう恩赦！　何の罪に問われる事もなく大手を振って表社会を歩く事ができるんですよ！　わあすごい!!　破格の条件じゃないですか、この幸せ者めえ☆」

「……、」

　少年は答えない。

　ここにきて、まだ一言も発していない。

「特別に我々もあなたを追うのはやめます、約束します、誓います。大体、あなただって始めてみたは良いいものの、落としどころがなくて困っていたんじゃないですか？　やめ時が分からなくなったっていうか。大体？　復ふく讐しゆう、仇あだ討うち？　いつまでそんな事を続けるんですか。続けられると思っているんですか。良いいラインで降りるのが大切ですよ、ここは最終電車です、切符はこちら。ほら、ここまで譲歩しているんだからありがたくぼぶるえわっっっ!?」




　鼻の頭で。

　何かが爆発した。




　フルスイングの軍用懐中電灯が女性の柔らかい鼻の軟骨を叩たたき折おったのだと気づいた時には、ユキノ＝アラカワは建物の屋根の上を転がっていた。

　業ごう火かのような痛みに杖つえを手放し、両手で顔を押さえる。ぬるりとした感触に、ボタボタと指の隙間からこぼれていく温かい液体。そして口いっぱいに広がる鉄の味。

　両目を限界まで見開き、ほとんど四よつん這ばいの格好で、混乱で真っ白になった頭を空転させながらユキノは考える。今の状況を。

　そして灼しやく熱ねつの怒りが頭の奥から炸さく裂れつした。

「おっ、おっ、女のっ!?　おんにゃの顔を殴なぐっごぎゅるえ!!!!!!」

　一言も。

　一言、さえも。

　返答は、なかった。そのまま二発目が振り下ろされた。今度は顎、いいや頰か。どこか顔の骨が砕ける。口の中で歯並びがおかしくなり、顔面の皮膚が不自然に引っ張られる。ヤバい、とユキノは思うようになっていた。これはヤバい。相手は完全にコミュニケーションを遮断している。こちらを同じ人間として扱っていない。ヤツはまるで昆虫のように感情を全く読めない瞳で這はいつくばるユキノを見下ろし、次にどこを打ち据えるかを判断し、そして無慈悲に重たい軍用懐中電灯を振り上げてくる。

「やめっ」

　ドンゴンガンギンゴンバンガンゴン!!　と。

　殴おう打だの嵐が待っていた。もう立ち上がろうと思う暇もなかった。体を丸め、両手で頭を守り、ただひたすらに耐えるしかない。理不尽な状況に対する怒りは、やがて自分の常識が一切通用しない恐怖へと塗り替えられていく。痛みというより熱に近い感覚に全身を包まれながら、ユキノは心の中で何度も何度も繰り返していた。

　何で。

　何で何で何で。

　女の顔を殴るなんて間違っている。それも鈍器を使って殴るなんて絶対に間違っている。

　そう。

　たかだか役に立たない学校を一方的に奇襲して、教師も生徒も皆殺しにして、悲鳴も絶叫も命乞いも一切聞き入れずに難問排除としての戦力を叩き込んだだけなのに。七〇〇名程度という話だった。正確な人数は伝えられていなかった。護衛艦？　何なの数に入れるの？？？　だったら、撃ち漏らしがあったって仕方がないじゃないか。何で生き残りがいたくらいでこんなにも非道で理不尽な扱いを受けなくてはならないのか……!?

「あ、あああ、ああああああ……」

　ユキノ＝アラカワは気づいていない。

　彼女は生まれてこの方、少なくとも人間には負けた事がないのだから当然かもしれない。

　ユキノの言っている人間同士の争いは、常に『難問排除』側が圧倒的に勝っているものであった。相手は心の底から戦争にうんざりしていて、停戦や講和の話を持ち出せば無条件で飛びついてきて、どんな最悪な条件でも吹っかけるだけ吹っかけられて、勝手気ままに戦争を仕掛けたユキノ側からいつでも自由にスイッチを切り替えるように終わらせられる。終戦のタイミングを一方的に決められる。そんな戦争。

　今回は違った。

　全く違った。

　一度始めてしまえば永遠に終わらない泥沼の戦い。妥協や交渉の余地なくどちらかの命を奪うまで続く戦争。

　勝つのが当然であるが故、ユキノは知らなかった。

　知らずに坂の上から雪球を押してしまった。

　結果、

「……、───」

　経験した事のない痛みの渦が、自分が負けるかもしれない恐怖が、彼女の心という心をまとめて雁がん字じ搦がらめにしていく。

　負けるのが当然、手足が全部砕けても歯の一本が残っていれば喉笛を嚙かみ千ち切ぎるべく行動を続行する少年とは根本的に違う。

　まだ動けるのに、ユキノは止まってしまう。

　全身痣あざだらけになり、赤ん坊のようにうずくまったまま、ユキノ＝アラカワは小刻みに震えていた。紫系のブレザーの少年はそんなユキノの黒髪を摑つかんで容赦なく首を引きずり上げる。目線を合わせ、屈かがんだまま彼は言う。

「協力しろ。お前の知っている事を全部話せ、難問排除の事も、俺達の学校が狙われた原因も、脅威っていうのも!!　俺にはアンタを殺さない理由はない。死ぬのが嫌なら理由はお前の方で用意しろ！　分かったか!?」

　パチン、と。

　何かのスイッチが切り替わったようだった。

　唐突に、本当に唐突に。ユキノ＝アラカワは気づいてしまったのだ。

　この男は、人を殺したくないなんて考えている。ここまで恐怖と暴力を振ふり撒まいて、死の一歩手前まで追い詰めて、さも自分は何も悪くないみたいな口振りで語っている。目の色を見れば分かる。本当はやりたくなかった。仇あだ討うちなんてしたくなかった。理由を持ってきたのはお前達じゃないか。そんな風に言い訳をしながら戦って、被害者ヅラして何の罪悪感もなく次のステップを踏もうとしている事に。

　こんなのに負けるのか。

　こんなのの手でめでたしめでたしにされるのか？

　本気で戦う前から？

　歯の一本どころか、手も足も全て揃そろっているのに？？？

　カッ!!　とユキノ＝アラカワの腹の奥で、灼しやく熱ねつの何かが点火した。

「ッッッ!!」

　倒れたままボロボロの手を伸ばし、近くに転がっていた巨大な杖つえを摑つかむ。とっさにブレザーの男はユキノの手首を摑つかもうとしたが、もう遅い。そして殴りかかるための道具ではない。

「っざけんな……。ふざけんなよ生ゴミがああああ!!　消し炭にされる順番がちょっとズレたくらいで胸張りやがって！　そんなに消えてなくなりてえなら存分に浴びせてやりますよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「っ、馬鹿！　こんな至近で使ったらお前も……」

「知るかボケが、その胸くそ悪い『ぼくちゃんは悪くないトーン』に沈められるくらいならあ、自慢の一撃で砕け散った方が一〇〇倍マシに決まってんでしょうがよおッッッ!!!!!!」

　ブレザーの男は杖を奪おうとし、しかし諦め、振り切るように真後ろへ倒れ込んだ。

「ケルトの光神ルーグに請こい願ねがう……!!」

　大の字に転がるユキノ＝アラカワは、夜空の一点がキラリと輝くのを目撃した。

　直後の出来事だった。




　護衛艦を輪切りにするほどの『光こう槍そう』が、その持ち主を蒸発させた。
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　摂氏一〇〇度に沸騰したスプレーを全身に浴びせかけられたような痛みが炸さく裂れつした。

「あ、あああ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　バキバキバキバキ!!　と。

　全身が歪いびつな水晶で包まれていくのを少年は自覚する。

　なけなしの障壁など何の役にも立たない。歌うた貝がいカルタは屋根の上を転がる。のた打ち回る。これが死なずに済んだ証拠なのだとポジティブに考えるしかない。痛みの原因は、蒸発したユキノ＝アラカワだった。蒸気と化した彼女の肉片を目一杯浴びたためだ。

　体の半分以上を尖とがった水晶に埋め尽くされる。

　人肉を調理する異臭が酷ひどい。

　溶けたチーズに似た感覚でへばりつくユキノの断末魔。カルタが必死に引き剝がそうとしても、もう利き手の肘や肩の関節さえ思うように動かない。完全に阻害されている。

　今はとにかく『プリセット』の効果で全ぜん身しん火傷やけどが治まるのを待つしかない。とてつもない嫌けん悪お感かんに体の芯が活火山のように蠕ぜん動どうするが、修復中の体を無理に動かすのは、サナギや繭を外から開けるのと変わらない。うっかり破断してしまえば、今度こそ二度と元には戻らない。

　顔と言わず体と言わず、できる範囲で左手だけでも動かし、とにかく拭って痛みの元凶を取り除く。

　殺したはずの死体に嚙かみ付つかれたような気分だった。

　三〇秒の経過と共に、新鮮な皮膚を与えた水晶がボロボロと剝離していくのが分かる。

「はあ、はあ、ふう……」

　転がり、荒い息を吐いて、それから目元を擦った。

　まただった。

　また死んだ。目の前で消えてなくなった。今度は仲間が手を汚したのではなくユキノ自身が死の選択を決めたのだけど、どうしてもカルタの胸にその死が突き刺さる。

　ともあれ、これで二人目。

『光こう槍そう』のリスクも消えた。これ以上ロンドン市街で無関係な人達が苦しめられる事も、証拠隠滅のために街が地図から消される心配もなくなった。

「ねえ」

　そんな事を考えるカルタの耳に、少女の声が飛んできた。

　ストロベリーブロンドに染めた巻き髪ツインテールの幼おさな馴な染じみ、マリカのものだった。彼女は水晶花のユニットを展開させ、夜空からこちらの屋根へゆっくりと降りてきたのだ。

　そして彼女はこう続けた。

「アンタ、また助けようとしていなかった？」

「……、」

「囮おとり役やくを買って出たのだって、仇あだ討うちとは関係なかった。巻き込まれる暴徒達を助けるために、『そっち側』へ行くために命を投げ出していたんでしょ？」

　ハッとして、カルタは顔を上げた。

　自分の唇を嚙かんでいるマリカの目元には、涙が浮かんでいたのだ。

「なにそれ、ずるい」

　彼女は水晶のレイピアを放り捨て、そっと膝を折る。

　仰向けに転がる少年に覆おおい被かぶさるようにして、その小さな顔を胸板へ押し付けてくる。

「そんなのずるい!!　一緒にみんなを守るために戦うって、そのために難問排除と戦って仇かたきを討つって、それだけを決めて持っているものを全部かき集めてきたのに！　何でアンタだけ行ったり来たりしているの？　ちゃんと自分で考えて難問排除を追い詰める道筋を作っているのに、アンタだけ保険で逃げ道を用意しているの？　やだよ、私達を置いていかないでよ……。こんな所に置いていかないでよお!!」

「……、悪い」

　カルタは仰向けに倒れたまま、こちらへ体を預けてくるマリカの背中に腕を回した。抱き寄せ、その頭を撫なでて、そしてもう一度言った。

「悪かった、マリカ」

「……もう二度と置いていかない？　私を一人で、こんな暗い世界から」

「ああ」

　ゆっくりと息を吸って、吐く。

　そして宣言する。

「俺も地獄に落ちるよ、一緒にさ」

[image: ]
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　そんな内情など知った事ではなかった。

　ウェストミンスターパレスから北東に四、五キロの地点。近代的なビル群で埋まるビジネス街、シティ区画の屋上に、眼帯の女は立っていた。見み目め麗うるわしい西欧人だが格好は派手な色の着物を着崩している。

（……通信が切れた。って事はあの女、やーっぱりくたばったかな？）

「倭わ国こくの暴神スサノオに請こい願ねがう……」

　適当に考えながら、彼女は和服の袖から出したサイコロを三つ、無造作に放り投げる。上を向いた面を複数キープ、という大雑把なガイド役を設定すると、いきなりぶわりと虚こ空くうから巨大過ぎる剣が出現した。その全長、実に一〇〇キロ超。どうしようもなく長い、真まっ直すぐ立てればそれだけで大気圏の熱圏の下端に触れ、思わず軌道エレベーターと見間違えてしまうほどのスケール。人が扱うにしてはあまりにも圧倒的過ぎる大質量凶器。

「ま、どっちでも良いいか」

　四、五キロともなれば地平線ギリギリだ。『紙風船』を飛ばしてカメラの目線を上げればそれだけカバー領域は広がるが、大剣で両手が塞がってしまってはそういう小細工にも頼れない。

　だが今ならまだ標的はウェストミンスターパレスの辺りにいるだろう。何だったらちょっとズレていても構わない。とりあえず縦に薙ないで、あの一帯をまとめて吹き飛ばす。当然、建物の中にいるＧ21の首脳陣も、直線上にある全ての建物や人命もごっそり抉えぐり取とられるだろうが、知った事ではない。

　元々、こういう取り決めだった。

　ユキノ＝アラカワはむかつくヤツだったが、この提案だけはクレバーだと思った。

　だから、

「さよならユキノちゃん、テメェの死体ごとまとめてクチャクチャにしてやるぜえ!!」

　そう叫び。

　流星のような赤熱と大気をかき乱す飛行機雲を伴い。

　あまりにも長大な剣を両手で思い切り振り回し、半月の軌道で縦に振り下ろそうとして。

　直後に、それは起きた。




　ドッッッパァァァァァァァァン!!!!!!　という、あまりにも派手な銃声。

　そして眼帯の女の胸の真ん中に空いた、バレーボールよりも巨大な風穴。




「……お……」

　魔法の力で支えられていた剣が、虚こ空くうに消える。

　命を落とすタイミングを見失い、ゆっくりと振り返り、眼帯の女は血の塊を口から吐き出す。

「あ？？？」

　キィ、という金属の軋きしむ音が響いた。

　いつの間にか、屋上には長い黒髪のグラマラスな少女が佇たたずんでいた。車椅子に乗った少女の手には、拳銃？？？　のようなものが握られている。だが明らかにおかしい。グリップの下からマガジンを差し込むのではなく、グリップの手前に、それこそサブマシンガンやアサルトライフルのように差し込む構造だった。しかもあまりにも大きい。マガジンは金属製で厚めの外付けディスクドライブくらいのサイズがある。

「失礼レディ、南米担当のジェシー＝マークスさん。礼節を省略して申し訳ない事をしたかな。わたしとした事がはしたない。でも、殺される理由は説明されなくても分かるよね」

　涼やかな、それでいてじわりと滲にじむ艶つやを含んだ女の声。

　そこに毒々しい殺意が混ざる。

「一二・七ミリ弾。俗に言う重機関銃や対物ライフルに使われる弾よ。拳銃サイズまで縮めるのに苦労はしたけど、おかげでわたしの膝に乗せて自由に運べるようになってくれたの」

「……、」

「あら、意外そうな顔ね。車椅子の小娘にそんな大仰な弾は撃てないとでも？　確かに普通だったら片手撃ちなんてしたら手首を折るかもしれない。あるいは車椅子ごとひっくり返るかも。でもあなたも知っているでしょう。それともあれだけの事をしておいて知らなかったのかしら。このわたし、生徒会長表おもて参さん道どうキョウカはすでに体の中身の五八％を抉えぐり取とられているって。自らの水晶花で体内構造を補わなければ人間としてのシルエットも保てず、ペコペコにへこんだ人形みたいになるって」

「───、」

「何しろあなた達が大暴れしてくれたおかげで、わたしも生徒会長としての責務を全うしなくてはならなくなってね。こちらの水晶魔法を使って、眠りに就いた教員生徒全員のタイムリミットを一万倍加速させた。対価はわたしの肉体一つ。実際には一年と経たたずに回復する見込みがあるのよ、あの子達」

　ならばどうしてそれをカルタやマリカに話さないのか。

　答えは単純。

　一万年だろうが一ヶ月だろうが、腑ふ抜ぬけていれば洞窟の位置はすぐにでも難問排除に伝わり、どっちみち回復を待つ教員生徒の未来は潰されてしまう事。

　それを防ぐため、五人を殺す。烈火の如ごとき復ふく讐しゆう心しんを持続するためには、ポジティブで希望を持てる未来など話さない方が得策である事。

　この二つに尽きる。

　気を緩め破滅の引き金になるかもしれない『嬉うれしいサプライズ』は、全てが終わってからでも遅くはない。

「これだけ大きな口径を車椅子に座ったまま撃つなんて、かなりギリギリのギャンブルだったけどね。でも、あなた達を殺す手段を得るためなら、学ぶわ。体を動かせない分暇だしね」

　何故なぜ。

　こんな事に。

　ぱくぱくと口を動かすが、もう言葉は出ない。

　だから、生徒会長の答え合わせだけが続いていく。

「……防犯カメラを設置する時の基本は、できるだけ少ない台数で死角を潰す事。そのため最も多く使われる手段は、カバーエリアの対角線上に二つのカメラを設置する事なのよ。お互いを睨にらみ合あうような格好にすれば、カメラの足元の死角も潰せるからね」

　つまり、それと同じ事を難問排除はやっていた。

　ロンドンという街の片隅に『光こう槍そう』を、対角線上にある別の片隅に『大剣』を。二人で商業街をまとめてカバーしようとしたのだ。

「そもそもあなた達はとても良く似ているよね。超長射程の一撃必殺。いったん位置情報を摑つかんで捕捉できたら即死は確定。一方で、モーションが大きくて攻撃と攻撃の間に若干のラグがあるから獲物に接近されたくない。……となれば、互いを補い合うと考えるのはそう難しい事ではないでしょ」

　わざわざ犯行声明と次の予告まで送って、難問排除を足止めした。万全の警備となるＧ21のサミットの開催地で、複数の難問排除を喰くえるだけ喰くおうという話をまとめた。

　だから、絶対にこうなるとキョウカは思っていた。

　第一目標の『光こう槍そう』を倒して気が緩んだ直後に、悪夢のような一撃が来ると。

　仲間を救うためには、さらなる一手が必要であると。

　ただし、逆に言えば。

　二人を対角線上に配置し、互いの死角にある異変へいち早く対処する役割を負っているのだとすれば、そこに最大のチャンスがある。この広いロンドンで、潜伏先を容易に割り出せるのが一つ。さらに『光こう槍そう』、ユキノ＝アラカワの方で極大のイレギュラーが発生した瞬間だけは、『大剣』は全神経をユキノ一点に集中させる事だろう。

「正直、あなたの名前なんてどうでも良いい、どんな人間かなんてどうでも良いい、『大剣』の正体なんてどうでも良いい、きっと重量の誤認……自分からは軽く、相手には重く感じさせるような魔法を軸にしていたんでしょうけど心底どうでも良いい。わたしにとって重要なのは、かつてその魔法が、わたし達の学校を壊滅するために振るわれたのか否いなかという一点のみ」

　つまり。

　ユキノ一点以外の全てがおろそかになる。

　車椅子の少女でも近づけるくらいの、どうしようもない隙が生まれる。

「……イギリス料理は不味まずい、という不名誉な噂うわさはご存知かしら？」

　いつまで経たってもしぶとく倒れない眼帯の女へ、車椅子の生徒会長は特殊なカスタム拳銃を改めて突きつけた。

　チェックメイト、とは言わなかった。

「お菓子は砂糖とバターの塊、ディナーの味付けは塩と油だけ。そんな風に言われているけど、そもそも楽しみ方が違うのよね。こっちの料理は単品で食するためには作られていない。お菓子は紅茶と共に、ディナーはウィスキーやブランデーと共に口へ含む事が前提となっているというだけの話」

　まだ終わらない。まだまだやれる。まだまだまだ嚙かめば嚙かむだけ復ふく讐しゆうの味は口の中いっぱいに広がっていく。その事実に、グラマラスな少女の全身が不規則に震えていた。

「……こんな体になってまで、仇あだ討うちにこだわる必要はないんじゃないか。『殺し』なんて道を外れた行為、どこかで手が止まるんじゃないか。そんな風に思っていたけど、まるでイギリス料理のよう」

　そう。

　教員生徒の早期復活という希望的観測をもってしても、なお純粋な復ふく讐しゆう心しんを持続できる。

　特大の銃器を手に、真なる仇あだ討うちの執行者は堂々と宣告する。
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「まったく不思議よね。『殺し』に忌避する心はあっても、『仇あだ討うち』と共に口へ含めばするりと喉を通ってしまうんだから。ああもう、本当に、ヤミツキ確定じゃない☆」




　決着がもう一つ。

　誰を憚はばかる事もなく、存分に存分に存分に、溺れるような仇あだ討うちが広がっていった。








行間二









　洋上水晶魔法学園グリモノア。

　ユキノ＝アラカワが思う事と言えば、もちろん一つだった。

『……あのじいさん、ひょっとして何か履き違えていませんかね？』

　元々、脅威と戦うためには世界中の資源や財産を『難問排除』ベースで一極集中させる必要があって、その邪魔をする存在を摘み取るためのプロジェクトだった。物理であれネットであれ、一定の数が発生すれば自然とまとまりを得ていく。こちらはそれを叩たたき潰つぶすまでだ。そういう計画のはずだった。

　にも拘かかわらず、

『「全校大会カタストロフ」開会式において記念のスピーチをご依頼したい旨むね……ってマジですかあ？　余分な人材をかき集めるだけなんだから、そもそも理に適かなった授業をする必要さえないっていうのに』

『向こうも向こうで本気だったんだろ』

　ユキノから伸びた足元の影が形を変え、渋い男の声で囁ささやいた。

　ケルトの光神ルーグ。

『少数の天才にみんなの重荷を背負わせるのが耐えられん、って考える輩やからもいるのさ。そういう連中はやたらと戦力の量産体制を敷きたがる。お宅らを助けるつもりでお株を奪うってんだから厄介だが』

『つまり、もうあのじいさんは危険だと？』

『かもしれねえわな。だが正直に言うと羨ましくもあるが。負けると分かっている側に立って戦えるだなんて武人の誉れだ。力を貸している身で言えた義理じゃねえが、いつでも勝つのが当然って立場も続けていると膿うんでくる』

『贅ぜい沢たく』

『いやまったく』

　影は吞のん気きに頭を搔かいていた。

『ただまあ、水晶魔法ってのは抜きにしても、魔法学園って定義は悪くねえかもな。これもまた、力を貸している身の上で語るような事じゃねえが、仰ぎよう神しん魔ま法ほうは破壊力の桁がデカ過ぎてまともな練習なんかできやしねえ。効率的に学ぶ方法を確立しちまえば、「力を貸して、最初の一発目で暴発」なんて目も当てられねえ事態くらいは避けられそうなんだが』

『それはあなたの心配する事じゃありません』

　ユキノは周囲が聞いたら驚くほど優しい声で言った。

　しかし、自分達が魔法の教育制度を担になうからと宣告している訳ではなく、

『あなたと寄り添う「最強」はこの私です。私があなたを手放さない限り、あなたは「次」など考える必要はないのですから』

『……、いやいや。そうは言ってもだな』

『何か？』

『いやいやいや。参ったな、こいつは困った話になってきたぞ』

『言いたい事があるのなら、はっきりと仰おつしやってくださいな。曲がりなりにも神様が、人間如ごときに遠慮をする必要はありません』

　ユキノは派手なスリットの入った修道服のような装束に身を包んでいるが、彼女の教義は十字架と聖書を掲げる一神教ではない。

　たった一人の。

　彼女を特別なステージに連れていってくれた神様に手を合わせるのみ。

　故に、ユキノ＝アラカワは自らの絶大な力を行使する事に微み塵じんも躊躇ためらいを持たない。何故なぜならそれが愛する神との繫つながりを世界に示す、最大のパフォーマンスになるのだから。

　たとえ誤爆によって、己の肉体を焼き尽くすような事になったとしても。

　指輪の交換や新婚旅行と同じ。

　形というものが心のよすがになるケースもある。

『ほ、他の連中はどうしてるんだ。「大剣」のジェシーとか』

『彼女は相変わらずです。よほど相性が悪かったのか、あるいは良過ぎたのか。手を組んだスサノオとの境目がなくなって戦闘狂コースまっしぐら。まあ、あれもあれで一つの究極なのかもしれませんけどね』

『理由を求めず戦えれば何でも良いい、か。確かにそれも楽しそうだ』

『……、ルーグ様、よもやと思いますが他の人間の女などに目移りなどはされていませんよね？』

『するわきゃねえだろ』

　影は指を振って、

『確かに狂えるほどの死闘にまみえるのは武人の誉れだが、惚ほれた女と一緒ってのはいただけねえからな。俺は何があったって、お前の背中を押して死地へ突き出すのだけはごめんだぞ』








第三章










Ｘ






　ええ、こちらはリオデジャネイロになります。

　ご覧の通り、街の境界線にはバリケードや黄色いテープの封鎖線が敷かれていて、我々一般人には内部の様子を窺うかがい知しる事はできません。上空は飛行禁止命令が出ているためヘリコプターやドローンによる空撮も禁じられており、民間衛星は国際宇宙平和利用規約に則のつとったマスキング処理が展開中との情報も流れております。

　情報封鎖によって詳細は公表されませんが、現場では脅威によるものだという話が飛び交っております。

　今月に入って相次いで難問排除の不調が発表されており、今回の一件も最強の五人が通常配備されていれば未然に防ぐ事もできたかもしれないとして、市民グループなどが情報開示請求を出している模様です。

　エリシア《ザウルス》ルークスヴェルグ。

　ユキノ《パニッシュ》アラカワ。

　ジェシー《エッジ》マークス。

　彼女達はいずれも難問排除の広告塔とでも呼ぶべき存在で、逆に言えば残るメンバーについては一般への露出を控えている『懐ふところ刀がたな』であるため、あまり我々の印象にはないように感じられるかもしれません。

　一部週刊誌やネットニュースなどでは難問排除は本当に五人なのか、表に出ている三人で打ち止めなのではないか、との疑惑も上がっているようですが、各国政府は沈黙を守り続けるだけで、やはり真相に至るのは困難な雰囲気です。

　こうしている今も、脅威によるリスクは継続しています。

　我々一般市民としては、一刻も早く難問排除が通常態勢に復帰していただく事を祈るばかりです。
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　ニュース番組を垂れ流していた薄型テレビが沈黙した。

　リモコンの電源ボタンを押したのではない。派手なストロベリーブロンドに染めたツインテールの雨あま脚あしマリカがリモコンを画面へ投げつけたからだ。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカがやんわりと微笑ほほえむ。

「マリカさん」

「ああすみません、あんまり腹が立ったものでして……」

　唇を尖とがらせながらも、マリカは一応頭を下げている。

　キャンピングカーはひとまずイギリスを出国し、同じ欧州圏のドイツまで出張っていた。理由は単純、Ｇ21のサミット開催地の真ん中で難問排除が二人も殺害されたのだ。遠からず全面封鎖と人海戦術による大規模な捜査活動が始まるだろう。イギリスは島国なので、地続きの国よりも封鎖の強度は高い。一度輪が閉じたらもう逃げられない。

　一方で、『即座に』そうならなかったのは、あまりの事態に上層部が混乱したため、パニック防止の観点からこの情報は絶対に洩もれてはならないと判断し一般の警官隊に正しい状況を伝える事ができなかったため、などが予想される。

　何にしても逃げるならこの瞬間、といったところだった。

　マリカは死んだテレビに目をやりながら、

「このテレビもいつまで観みられるんでしょうかね」

「ああ、ユキノ撃破に伴ってサニーサイドアップの網も地球の重力に振り回されて自然分解しちゃったんだっけ。別にあそこに一〇〇％依存しきっていた訳じゃないでしょうけど、やっぱり大口が一つなくなると周りに皺しわ寄よせが出るものね」

「……太陽光発電の家なんかはここぞとばかりに屋根の盗難被害に遭っているみたいですからね。その内、車のバッテリーだって狙われる事になるのかも」

　ユキノ撃破で世界中の電力供給が不安定になっている。今までそちらに一般電力を預けていた各国政府はてんやわんやで慌てて旧来の発電所をフル稼か働どうさせている、との話だが、そうなると今度は政府系のスパコンだの素粒子加速器だのが回らなくなる。

　難病の新薬開発。

　……というお題目で予算をもぎ取っていた、様々な金のなる木。

　そっちが回らなくなれば、様々な弊害が出てくる事だろう。

　ソファに腰掛け、そんなやり取りを耳にしながら、ぼんやりと歌うた貝がいカルタは考え事をしていた。自分達が難問排除へ仇あだ討うちをした事で数が減り、相対的に脅威の猛威が増している。今月だけでいくつもの国や州や街が一夜にして奇麗に消滅し、多くの無関係な人々が不幸な目に遭った。

　まるでお前達のせいだと糾弾するような口振り。

　向こうはわざと手を抜くだけで被害を増やし、その全てをカルタ達のせいにしてしまえる。

　だが一方で、カルタはこうも思うのだ。

「……脅威なんて、本当にいるのかな」

　根本的な問いかけだった。

　疑うきっかけとなったのは、やはりロンドンでの出来事だろう。ユキノ＝アラカワは自らの暴挙を脅威のせいだと押し付ける事で、大虐殺の責任から逃れようとしていた。もしも、過去にも同じような事が繰り返されていたとしたら？　脅威はいるかもしれないし、いないのかもしれない。でも明らかに状況を利用している者がいる。

　脅威というのは国際世論を恐怖と混乱で操り、都合の悪い真実を覆い隠すための容れ物みたいな役割も持ち始めているのでは。

　だとすれば、今のニュースだって頷うなずける。

　難問排除の命を狙う賊を捜せ。世界が一丸となって炙あぶり出だせ。

　……それだけのためにいくつもの街を壊滅させているとしたら、難問排除の悪辣ぶりは完全にメーターの針が振り切れている。しかし同時に思うのだ、カルタ達がいた巨大船舶であれだけの事ができた連中なら、造作もない事ではないのかと。

　技術ではなく、良識の問題で。

「ともあれ」

　車椅子の生徒会長は大きな胸の前でパンと両手を合わせて、

「『恐竜』、『光こう槍そう』、そして『大剣』。難問排除も半数を仕留めた事になるけど、むしろ正念場はここからと言っても過言ではないでしょうね。もちろん理由は分かっているよね？」

　キャンピングカーの片隅に立つ水晶少女のアイネは七色に光る銀髪を揺らし、透き通るような白いドレスをたなびかせ、静かに首を傾かしげているだけだった。

　息を吐いて、カルタは思考を切り替える。

「……これまでと違って、交戦記録がない。少なくとも俺達の学校で仰ぎよう神しん魔ま法ほうを見せびらかした連中は軒並み倒しているはずだけど、ここから先は違う」

「そう。自分達の経験とデータの蓄積によって、事前に綿密な作戦を立てられたのとは状況が変わってくる。難問排除、世界最強の五人。そんな冠を頭に被かぶった連中に対して、ぶっつけ本番のアドリブ戦闘を強いられる羽目になるのよ」

「ちなみに、にえさまのいた学校では見かけなかった難問排除メンバーが、当時戦闘に参加していなかった可能性はありませんか？」

　まるで、殺すのを躊躇ためらうカルタの心を無遠慮に代弁しているような口振りだった。

　だがこれはカルタ自身が否定する。

「とりあえず『恐竜』は確実に船内にいて、おそらく『光こう槍そう』と『大剣』は外からの遠距離攻撃。……だとすると、最低でも他に一人、船内放送を使って馬鹿笑いしていた女がいる。ここからは予測だからあてにし過ぎるのは良くないけど、他の四人全員が参加していて、残る一人だけが留守番っていうのはかえって不自然だな」

　マリカやキョウカの顔も特に曇ってはいなかった。

　あの難問排除の中に実は善人が紛れている。そんな可能性を考えようとしても、どうしても違和感が先立つ。仮に、もしも。そんな前置きをしてもイメージできない。

「でも正直、ノーヒントだときついわよね」

　巻き髪ツインテールの幼おさな馴な染じみが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で吐き捨てた。

「どんな攻撃をするのか、威力は、射程は、インターバルは。……っていうのも大事だけど、そもそもなんて名前の誰々さんでどこに住んでいるのかも分からないんじゃ、戦うどころか接触もできない。世界人口五五億人から勘に頼って神経衰弱、なんて途方もなさ過ぎるし」

「一応、それについては心当たりがあるのだけど」

　微笑ほほえみながら、車椅子の生徒会長はブレザーの胸元から何かを取り出した。

　カードサイズの電子機器だ。

「『光こう槍そう』の方は消し炭になってしまったけど、『大剣』の方はある程度原形を留とどめていたからね。スマホを奪ってみましたー。もちろん持ち主側から追跡できないように細工済み。……ようは図面を参考にして通信チップに一発釘を打ち込んだんだけどね」

「そこに、難問排除の本拠地とか個人情報が入っているかもしれないって？」

「探ってみるだけの価値はあるでしょ？」
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　※ご注意、金きん箔ぱくは別の袋に分けてあります。振りかけてサクサク感を楽しみましょう！

「……金きん箔ぱくってサクサクするものなのか……？」

　和菓子の小箱についていた注意書きを見て、思わず呻うめくように呟つぶやいてしまう歌うた貝がいカルタ。

　ビニールの小袋の中には、キラキラと金色に輝く薄片が詰まっていた。量は大体一つまみ、いや大目に見て二つまみくらいのものか。一枚の折り紙状ではなく、鰹かつお節ぶしのパックをさらに細かくしたような。箔はくというより粉の方が近いかもしれない。

　闇市で手に入れたものだった。

　正規の店舗ではなくそんな怪しげな店が横行しているのは、やはり『難問排除』撃破の影響だった。あの日、ロンドンで死亡したのは『光こう槍そう』だけではない。

『大剣』。

　世界の工業をまとめて担になっていたらしき一角を、車椅子の生徒会長が撃破した。

　言ってみれば、『大剣』はメールで依頼を投げれば何でも作ってくれる、万能大工場を牛耳っていた訳だ。一般企業にとって重要なのは生産インフラではなく、このメールを投げるまでの話。つまり図面や設計図など、知財の価値が急激に高騰していたのである。ハッカー対策としてアナログなマイクロフィルムを導入したり、そのマイクロフィルムを専門に収める貸金庫専門の企業向け銀行が拡散したり、現金輸送車をバイク便感覚で呼びつけたり……。

　そうしたシステムは、一夜にして崩壊した。

　万能大工場を失った世界中の企業は、しかしすぐには自前の生産インフラを整えられない。注文があっても商品を提供できない。大慌てで各おの々おの自前の工場を造らなくてはならないが、そうなると先立つものがいる。自社ビルや商品の設計図、様々なモノが切り売りされている訳だ。……中にはリストラという形で、人間までもが。

　混乱はしばらく続くだろう。

　小売りの店舗の棚はどこもかしこも空っぽで、闇市でやり取りされる食品や生活物資はどれもこれも法外なくらい値が張っている。ナイフか拳銃がなければ値切り合戦もできない、とまで言われるほどに。

（……でも永遠じゃない）

　カルタはどこか冷めた目で状況を観察していた。

（人間はあるべきところに収まる。恨まれるのにももう慣れた。だからこんなものは人質にはできないぞ、『難問排除』）

　一方で。

　人間同士の悲喜こもごもなんて端はなから興味がないのか、彼の隣では透き通るような白いドレスの裾も気にせずに早速身を乗り出してきている水晶少女のアイネが、

「はっ早く！　早くそのサクサクを羊よう羹かんの上に振りかけてくださいっ、そしてこのアイネに食事の許可をいただけますよう！　はあはあ、あふっ、わふわふ!!」

「何だかアブない禁断症状みたいになってるけどこれほんとに喰くわせて大丈夫なのか……!?」

　おめめぐるぐる、唇の端からよだれがタラリ。見た目だけなら抱き締めれば砕けてしまいそう系なだけに、ビニールの小袋をじっと凝視する少女の絵面の危険度がぐんと跳ね上がっている。何の神の名にも依存せず地球中心核の『原初の水すい晶しよう胚はい』のエネルギーと宇宙から降り注ぐ超常の力のぶつかり合いを正確に演算する、正体不明の水晶少女。だがこうなってしまうととことんこっちがワルに見えて仕方がない。

　柔らかく笑っているのは車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカだ。

　彼女の手にはコンビニスイーツではないミルクレープを載せた小皿があった。サイドテーブルに置いてある紅茶については名前も知らない。多分説明されても頭に入らない。

「おやおや。でもここまできて目の前で取り上げたら、それこそアイネちゃん大暴れでキャンピングカーが内側からびっくり箱みたいに開いてしまうと思うけど」

「なんか前にも金粉とか金きん箔ぱくとか求めていたけど、あれ、別に味とかついているものじゃないわよね？」

　怪け訝げんな顔をしてソファベッドに寝転がる巻き髪ツインテールのマリカの周りには安っぽいスナック菓子が山ほど散らばっていた。おやつは一人いくらと取り決めがあった時、彼女だけは高級品に手を出さず質より量を選択した訳だ。

「味の問題ではありません、人体の必須栄養素もこの際どうでも良いいです。金、純金。このケイ素系半導体素体の内部へ髪の毛よりも細い配線を敷ふ設せつする事でアイネはさらなる高みへと拡張する事ができるのです……!!」

「何だか知らんがとにかく不気味だな」

　どうしてこんな事になっているのか。

『大剣』の死体を漁あさって手に入れたスマホの解析にはしばらく時間がかかり、メディアに出ない残りの難問排除に関する情報がないのでは議論のしようもない。煮詰まっていたのも手伝って、彼らは外へ食糧の買い出しに出かけた訳だ。

　では軍資金はどうやって調達したか。

　これもまた単純で、

「やっぱり難問排除って儲もうかっているんですね」

「いっそ清すが々すがしいくらいにね。大国がこぞって法の番人なんて面倒な役割を名乗りたがる理由が透けて見えるとは思わない？」

　ようは、スマホの他にも『大剣』から盗めるものがあったというだけの話。

　議論の余地なく問答無用で人命を奪い、死体を漁あさって金品を強奪し、手に入れた金で嗜し好こう品ひんを購入して一休み。心の中ではうじうじしながらも、なんだかんだで仇あだ討うち稼か業ぎように染まってきたものである。

　そして実は（人間ではないため）一番倫理が欠如している華きや奢しやな水晶少女アイネがめらっとし始めた。長い銀髪がざわざわしているような？

「……にえさまいつまで焦じらすおつもりですかそろそろアイネは反抗期に突入しそうな勢いなのですが」

「お前は反抗期の使い方を間違えている」

「あれを正しく扱える人間に心当たりはないけどね」

「……というか、お淑やかな生徒会長にもあったんですね、反抗期」

　微妙にマリカがズレた感心をしている中、カルタはまず小さな木箱に入ったメインの羊よう羹かんをサイドテーブルの小皿へ移す。スタンバイ完了、後は小袋を開けて金きん箔ぱくを振りかけるだけだ。

「いいかアイネ、リクエスト通りに金きん箔ぱくはかけてやる。だがこの羊よう羹かんは俺とお前の二人分だ。全部喰くうなよ、分かってるよな、これほんとのヤツだからな！　絶対何があってもだ、振りかけた瞬間に全部喰くったりするなよ!!」

「わふわふわふ!!」

「不安!!」

　この状況で自分だけおやつ抜きは精神的に辛つらすぎる。いまいち信用ならないぐるぐるモードのアイネに警戒しながらも、カルタは金きん箔ぱくの入った小袋を両手で摑つかみ直なおす。金きん箔ぱくだろうが何だろうが基本はコンビニ弁当の醬しよう油ゆやソースと同じだ。サイドの切り込みに従って上端近くをゆっくりと裂いていく。

　のだが、

「あっ、くそ。指についた、もっとトントン叩たたいて下の方に寄せとくべきだったか」

「!?」

　適当にズボンの太ふと股もも辺りに擦こすり付つけて指の汚れを落としてしまおうとしたその時、万力のような凄すさまじい力で手首を締め上げられた。

　純金ラブラブ少女アイネであった。

「ばかばかばかばかばか折れる折れる折れる折れるッッッ!!!???」

「あむ」

「そして唐突に人差し指をしゃぶるなっ！　よせアイネっ、ちゃんとやるから!!」

「もっふぁいないれふ」

　どれだけ叫んでも通用しない。割と全力で引き剝がしに行こうとしているカルタだったが、手首はギロチン台よりがっちりと固定されていてどうにもならなかった。そうこうしている間にも、意外なほど熱いアイネの口の中で少年の指先がフルボッコされていく。指の腹、爪の上、そして指と爪の間まで。何だか舌を使って丹念に掃除でもされているような感じだ。

　美味おいしそうに愛おしそうに金きん箔ぱくを口に含んでいくアイネを見ていると、何だか奇妙な気分に駆られる。人に極めて似た姿をしているからかもしれないが、金属を食べる、という行為がどうにも引っかかるのだ。それはまあ人間だって鉄分や亜鉛などの金属を摂取する生き物ではあるが、ネジや釘くぎをそのままバリボリと齧かじる訳ではない。だがアイネに純金でできたネジだの釘くぎだのを渡せばそれをやってしまうだろう。

　金属中毒とか拒絶反応には一切無縁そうな、蒼あおざめた水晶少女。

　一方でその挙措はあくまで可か憐れんな女の子に近いからこそ、アンバランスが際きわ立だつ。

　心の中で何かがぐらつく。見ていて不安が滲にじむ。

「ふあっ……ひとまずこの辺りで許してあげましょう。ですがにえさま、純金は貴重なレアメタルの一種です。不当に扱うのならばたとえにえさまといえどもこのアイネ、容赦を致しません」

「それ緩やかな自殺なんだけどお互いの立場は分かってるんだよな？」

　ようやく万力級の拘束から手首を解放されるが、これは少々気をつける必要がありそうだ。というか難問排除との戦闘中に純金のマキビシとかをばら撒まかれて行動を阻害されたりしないだろうな、と少々本気で心配になってくる。

「でもこれ、鰹かつお節ぶしより薄いから意外と扱い難しそうだな。適当にかけると小皿の外にまで飛び散りそう……」

「このアイネ、現時刻より目標達成まで一切の呼吸を停止します」

「そこまでやらんで良い。というか顔を少し遠ざければ問題ないだろ、お前ちょっと凝視し過ぎなんだよ!!」

　そんな風に言い合いつつ、できるだけ小皿の羊よう羹かんへギリギリまで近づけてから小袋の中身を投下しようと奮闘する歌うた貝がいカルタ。

　が、ここで悪魔がやってきた。

「むー。あっ、レアキャラのプラナリアだー！　ねえねえ見て見てカルタ、こいつ切っても切っても無限増殖するから動物スナックの中で見つけると金運が上がるって言わ、言われて、言われている……ふえっ」

　なんか嫌な予感がした。

　そしてヤツはやりやがった。




「ふえっくしょんっっっ!!!!!!」




　暴風が吹き荒れた。

　今まさに繊細な作業に入らんとしている中でのこの仕打ち。そして自由落下で羊よう羹かんの上に落ちるはずだったキラキラ金きん箔ぱくが、一斉にあらぬ方向へとぶっ飛んだ。

　すなわち、小袋を慎重に傾けていた少年の全身へと。

　一瞬にして体中がキラッキラになってしまったカルタだったが、少女マンガ的ビジョンというよりは人間ミラーボールといった方が近いかもしれない。

　そしてここで問題です。

　先ほどカルタの指先へわずかに金きん箔ぱくがついた時、どんな事態に陥ったでしょう？

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………にえさま、じゅるり」

「待て、すとっぷだアイネ。これは命めいれ

「にえさまァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　割と本気のぬめり地獄が展開された。

　激突の直前、車椅子の生徒会長がサイドテーブルから自分の紅茶のカップを取って退避させたのはやはりデキる女だなと、カルタは現実逃避気味に余計な事を考えていた。
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　散々な目に遭いながらも、時間は進む。

　夜も遅くなり、狭い所が大好きなアイネは笹ささの葉はに似た形の試作宇宙機に（カルタの体内に収まっていると、寝返りを打った途端に体のあちこちから少女の手足が飛び出して気持ち悪い事この上ないからだ）、ストロベリーブロンドに染めたツインテールの幼おさな馴な染じみマリカは定位置のソファベッドに（今日も全裸にシーツ一枚で）転がって寝息を立てていた。寝相が悪いのでイロイロ心配だ。

　照明を落としたキャンピングカーの中には、ノートパソコンの画面の光が淡く輝いていた。機材にはケーブルでスマホが繫つないである。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカだけがコンピュータの画面を眺めていた。

　後ろから歌うた貝がいカルタは声を掛けた。

「まだ寝ないんですか」

「この子達の面倒を見てあげないとね」

　どうやらコンピュータの事らしい。大きなワイシャツを纏まとう彼女の頭の中で水晶少女アイネがどの引き出しに収まっているのか、ちょっと気になる言い回しではあった。

　画面の中ではいくつかのウィンドウが開いていたが、どれもこれも大量の英数字が高速でスクロールしているだけだ。何となく暗号を解読しているんだろうなという予測は立てられるが、具体的に人の目で追いかけて何かが分かるとは思えない。少なくともカルタからは。

「もう、解読完了までそんなにかからないでしょ。カルタ君、あなたは先に寝ていても大丈夫よ」

「かからないなら付き合いますよ」

「あら、言い回しで縛り付けてしまったかしら」

　妖しく笑って、車椅子の生徒会長は首をわずかに左側へ傾けた。最初、意味が分からなかったカルタだったが、ぶかぶかのワイシャツの肩口から滑らかな肌を晒さらすような格好で露骨に自分の肩を指でなぞる彼女を見て、ようやくお誘いの内容がぼんやり見えてきた。

「流石さすがに恥ずかしいですよ」

「付き合わせたお礼よ」

　従わないと話が先に進まない空気になってきた。しばらく沈黙に耐えるカルタだったが、結局、居心地の悪いエレベーターのようなムードに根負けする。

　彼女が『空けた』肩に、自分の顎を乗っける。頰ずりしているというか、後ろから抱き着くような格好で一緒に画面を見る形になった。

　柔らかい頰の体温に、髪の匂い。

　それらを与えながら、生徒会長はこんな風に囁ささやいてきた。

「『大剣』のスマホの中身が分かれば、多少なりとも他の難問排除についての情報が出てくるでしょ。いよいよ本気で動き出す段階に移る訳ね」

「……ええ」

「カルタ君、実は解析が失敗に終わって欲しかったクチかしら？」

　ぎくりと、抱き着くような格好になったため、その震えはキョウカに伝わってしまっただろう。鼓動の速さだって漏ろう洩えいしているかもしれない。

　無防備極まりない生徒や教師のみんなを守るというお題目さえなければ、獣のように牙を剝むく事もなくなるのかもしれない。

　復ふく讐しゆうさえなければ、いつもの教室や部活のようにここにいる皆で笑い合えるかもしれない。

　そんな事を考える自分がいて、でも、ロンドンではそれで幼おさな馴な染じみを泣かせてしまった。

　私を、私達を、こんな所に置いていかないで、と。

「大丈夫、わたしだって似たようなものよ」

「えっ？」

　一瞬、誘導尋問のような駆け引きかとも思った。

　だがその後に、表おもて参さん道どうキョウカはこんな風に吐露したものだった。

「仇あだ討うち仇あだ討うち……。口で言うのは簡単だけど、絶対にどこかで頓挫すると思っていた。復ふく讐しゆう心しんの純度なんていつまでも保てるものではなくて、何かのきっかけで摩耗して、変質して、萎しぼんでしまうものではないかって。実際、そうだったんでしょうね。わたし一人、車椅子一つで世界へ放り出されていたら、絶対にそうなっていた。というより、そもそも最初の一歩を踏み出す事さえできなかったかもしれない。世界を統すべる難問排除を絶滅させるだなんて大仰な事、絶対に」

「……、」

「でも不思議なものね」

　ワイシャツ一枚の生徒会長は笑っているようだったが、あまりにも距離が近過ぎて、かえって表情はぼやけている。

「こんな弱いわたしの周りには仲間と呼べる人達が集まって、いくつもの偶然が重なって、今日までこうして生き延びている。途中で萎しぼむ事なく、難問排除の絶滅を目指している。困った事があったらみんなで協力すれば良い。……ふふっ、全校集会でみんなを前にして語っていた時は、こんな意味を持つだなんて思いもよらなかったけど。当時は平たいヘリポート下の空きスペースでくしゃくしゃの毛布やクーラーボックスを見つけては、誰だーこんな陽ひ射ざしを避けて風通しも良いいベストポジションを見つけ出してサボりスポットを作っている完全に努力の方向性を間違えた子はーなんて話していたのよ？」

　それは。

　ひょっとしたら……、

「すみません。俺達が表おもて参さん道どうさんと出会わなければ、あなたは道を踏み外さなかったかもしれない」

「あら、流石さすがにそこまで行くと自意識過剰よ？　わたしが一人ではどうにもならなかったように、あなた達だってわたしを欠いていたらここまで辿たどり着つけなかったでしょ。どこかで倒れていたか、あるいは最初の一歩も踏み出せずにウジウジと腐っていったか。そんなところじゃない？」

「……、かもしれません」

「それに、仇あだ討うちを始めなければ真っ当な道が待っていた、とも思えない。さっきも言ったけど、最初の一歩を踏み出さなければそのままウジウジ腐ってた。特にわたしの場合は、言い訳に使える『材料』がはっきりしているからね。失敗や諦めはみんなこの足のせいにして、周りの同情を買う事だけに腐心する、そんな未来しか残っていなかったかもしれないし」

　それでも、どちらがまともな道だったのかをカルタに判断する権利はない。

　表おもて参さん道どうキョウカは表おもて参さん道どうキョウカの人生を歩む。

　それしかないのだ。

　ノートパソコンの画面の方で変化があった。さんざんスクロールしていた英数字がピタリと止まり、代わりに新しいウィンドウが開く。そこには人間の目で見ても分かる明確なファイルがずらりと並んでいた。

「また一つ、偶然が重なった」

　ワイシャツ一枚の生徒会長は呟つぶやいた。

　あるいは期待を込めるように、あるいはどこか残念がるように。

「……これで手掛かり足掛かりが見えてくる。どうやらわたし達の仇あだ討うちは、まだまだ途切れる事はなさそうね」
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　難問排除は世界最強の五人。国際社会を揺るがす脅威に対する明確な対抗手段。となると当然多くの富が集約され、莫ばく大だいな資産や動産・不動産をかき集めている事になる。

　隠れ家や拠点と言っても区画整理された住宅街にローンを組んで一軒家を購入しているなんて話ではなくて、それこそ全世界に二〇〇〇近い物件が登録してあった。

　キャンピングカーの中で、ツインテールのマリカが呆あきれたように息を吐いた。

「これじゃ絞り込みとしては機能しなさそうね」

「というより、国際派のビジネスマンみたいに絶えず世界中を飛び回っているんだ、自分の家や国籍なんていう概念はなくなっているんじゃないか？　その時その場所にある屋や敷しきやマンションを間借りしているだけ、っていうか」

「そんな中で、不思議な人の流れがあるのは分かる？」

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカがプロジェクターのリモコンを操作すると、壁一面にデータリストの数字を世界地図の光点として分布し直した図表が映し出される。

「今はもう軌道エレベーターの警備を放り出して、難問排除はそれこそ秒単位のスケジュールで世界中を飛び回っているみたいね。というかエレベーターを守っていた頃から五人全員が揃そろうのは稀まれで、各おの々おの独立して仕事にかかる事の方が多いのも分かってきた」

「でも世界規模のインフラの中心なんでしょ？　ならそっちの施設を張り込めば……」

　マリカの疑問に対する生徒会長の答えはこうだった。

「南極を除く五つの大陸にいくつ彼らの椅子があると思っているの。それぞれ得意とする大陸があるとはいえ、全体としての影響力は全世界に及んでいるのよ。しかもその一つ一つが重警備だから迂う闊かつに近づくだけで消耗戦に発展する。利権に群がる『普通の人達』の大軍がね。わたし達みたいな後ろ盾のない個人戦力がものは試しでかち合って良い相手じゃない」

「……、」

　うへえ、とマリカが呻うめく。

　車椅子のキョウカはくすくすと笑って、

「そんなに心配しないで。抜け穴があるのよ、彼らは数回仕事を終えると必ず一ヵ所に立ち寄る癖みたいなものがある。長距離移動の中継という訳でもないのに、今も昔もね」

「つまりそれが」

「フィンランド。つまりわたし達が今潜入した、まさにここ」

　外はもう北ほつ極きよく圏けん。

　白く曇った窓の向こうは分厚い雪が積もり、湖には氷が張っている事だろう。ついこの間まで赤道直下で汗だくになりながら授業を受けていたとは思えない光景だ。

「おそらくここが正しい意味での彼らの隠れ家、拠点なんでしょうね。何かあれば集まって、五人全員で内緒の話し合い。パパラッチにＳＮＳ流出、レーザー盗聴も怖くない。そして集団としての意志を統一する。他の誰にも聞かれたくない話があるとすれば、ここでやるはず。形だけ残っている軌道エレベーターよりよっぽど有力よ」

　すでに難問排除は五人から二人に減っている。半数以上が殺害された状況では、世界最強だろうが何だろうが穏やかではいられないだろう。通常のエレベーターでは人目につく。政府の要人だのマスコミの殺到だの余計な要素を一切省いて思う存分腹に溜ため込こんだものを吐き出し、一刻も早く巻き返しを図りたい連中からすればここに立ち寄る可能性は決して低くない。

「無事にかち合えば御の字」

　カルタは呟つぶやいて、

「いなければいないで好都合だ。たとえ今いなくても頻繁に立ち寄る事は分かっているんだから、爆弾の一つでも置くかガス管に小細工してやれば良い。後は誰かがやって来るまで遠くから観察し続けるだけでも意味はある」

「それから、残るメンバーについても個人情報が出てきたの。断片的だけどね」

　車椅子の生徒会長は付け足すように言った。

「残る二人の氏名はスザニア＝エヴァンスとアナスタシア＝ブラスト」

「……、それだけ？」

　続きを待って、沈黙を返され、拍子抜けのようにマリカが声を放っていた。

「あの、もっと、扱う仰ぎよう神しん魔ま法ほうの特徴とか過去の戦歴とかないんですか？」

「断片的、と言ったでしょ」

　彼女も彼女で面白くないのは同じようで、

「逆に、同じ難問排除の間ではお互いの扱う魔法の詳細なんて当たり前過ぎて、いちいち記録に残す必要を感じていなかったんでしょうね。自分が今使っている電話番号を手打ちでアドレスに登録したりはしないのと似たような感じだったのかしら」

「ち、直接的な戦力じゃなくて、例のインフラの方は？　そっちから相手の魔法の詳細が分かるかもしれないですし」

　少しでも情報が欲しいのか、マリカが食い下がる。

　一方で車椅子の生徒会長は息を吐いて、

「スザニアは大規模農業。食糧基地と砂漠化の進行防止を担になっていたみたいね。世界ビジネス的には特にアフリカに強いなんて言われているけど、実際には南極を除く五つの大陸を緑に変えるべく大活躍中。必ずアフリカにいるって訳でもないから、本当にこのフィンランドに的を絞れたのは僥ぎよう倖こうだったかな。……けど一方で、この大規模農業に当人がどう関わっているかは見えにくい。民間衛星で捉えられるのは超特大の機械化農業、くらいのものなのよね。植物を操るのか、機械を操るのか、あるいは水分や天候を操るのか……」

　カルタも聞いた事がある。

　一律の大規模農業で全世界の穀倉地帯の大部分を占めてしまうため、もう個別の地域ブランドは消滅しかかっている。フランスのブドウ、アメリカの牛、ドイツのジャガイモ、日本のコメ……。そうした特化型の農家は品種改良や遺伝子管理などに特化した『金の一粒』を作り出し、味や栄養などで合格点をもらえれば地平線の向こうまで広がる穀倉地帯にその遺伝子を取り込んでもらい、見返りとして莫ばく大だいな富を摑つかみ取とる。言ってみればぼんやりとした地図のある埋蔵金掘り当てツアーのようなものになっている、と。

　自分達が日々食べているものにさえ、仲間の仇かたきの汗と涙が染しみ込こんでいる訳だ。

　そしてその血と肉が牙を剝むく。

　マリカはこんな風に尋ねていた。

「ええと……その、アナスタシアの方は……？」

「軍事」

　逃げ道を求めたマリカの質問が、さらなる爆弾を呼び込んだ。

「北米担当のアナスタシア＝ブラストは他の四人と異なり、軍事というインフラを直接管理する立場にある。だけどこれも、現場に必要な情報や火力なのか、人員や物資の運搬の話なのか、そもそも新兵器の開発や生産の段階からなのか、具体性は全く見えない。……というか、世界の軍事を司つかさどるって何？　各国の利害を超越して彼女が一人でコアに居座るなんて、世界はどういう風に回っているっていうのかしら……？」

　もう回答になっていない。

　あれだけ理知的だった表おもて参さん道どうキョウカが、自分の言葉に引き込まれつつある有り様だ。

　カルタは総括して言った。

「結局は、ぶっつけ本番か」

「後は顔写真くらいのものね」

　生徒会長がプロジェクターのリモコンを操作し、壁一面に二つの写真画像を並べる。

　赤毛の長い三つ編みがスザニア＝エヴァンス。

　金髪をウェーブにした女がアナスタシア＝ブラスト。

　これだけ眺めるとモデル事務所の履歴書みたいに見えなくもない。元の素材が良いいのか、それだけ金を掛けているのかは知らないが。あるいは両方かもしれなかった。そしてどれだけ見み目め麗うるわしくても、彼女達が世界最強の五人にランクインしているのは事実だ。

『恐竜』、『光こう槍そう』、『大剣』。

　あんな猛威と肩を並べるほどの怪物達が、まだ二人。

　だが写真画像があるのは僥ぎよう倖こうだ。

　少なくとも、標的と思って全くの別人を攻撃するような愚は避けられる。可能な限り真正面からの削り合いには持ち込みたくないので、いちいち声を掛けて確認してから戦闘開始、という展開にしなくて済むのも地味に大きい。

　とはいえ、逆に言えばそれだけだ。

　これまで戦ってきた相手は、万全の作戦を立ててもギリギリの線だった。沈められた船での惨ざん敗ぱいも次の行動へのヒントとなった。だけど今回は違う。スザニアにアナスタシア。彼女達が何を使うかまるで読めない。

『恐竜』だって、初めて見た時にはまるで対処もできず、砕けた水晶像の山の中を這はいずるだけだった。七〇〇人もの生徒・教職員が為なす術すべもなく無限に等しい眠りに就く羽目になった。

　今回ぶつかるのは、そのレベルだ。

　初めて。

　初回の地獄。

　悪夢の焼き増し。

　もう二度と迷い込みたくないと震えるほどの、極彩色で埋め尽くされたトラウマの世界に、自らの足で飛び込んでいくようなもの。

「……生き残るぞ」

　自然と、歌うた貝がいカルタはそう呟つぶやいていた。

　自分達が復ふく讐しゆうする側で、相手の寝床に奇襲を仕掛けるというのに妙な言い回しだった。

　だが本音だ。

「アイネ、マリカ、表おもて参さん道どうさん。ここが正念場だ、絶対にしのぐぞ」
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　キャンピングカーの外に出ると、切り裂くような冷気が歌うた貝がいカルタの全身を叩たたいた。

　吐く息は白く、足元には踏めばザクザクと音の鳴る雪が敷き詰められている。

　ここは都市部ではなく針葉樹の生い茂る純白の山の中で、道路と斜面の区別はほとんどつかない。

「……すごい話よね。これで四月の春雪だっていうんだから」

　ストロベリーブロンドに染めたツインテールのマリカが自分の両手に息を吹きかけながらそんな風に言っていた。

　難問排除の拠点が分かっても、流石さすがに真正面までキャンピングカーで乗り付ける訳にはいかない。数キロ離れた場所からは徒歩での移動だった。この深い雪だ、車椅子のキョウカはお留守番となる。マリカの水晶花を展開させれば空中をひとっ飛びだが、それもやめておく。仮にスザニアかアナスタシアが『光こう槍そう』のようなタイプだとしたら、空を飛ぶなど自殺行為だ。悪目立ちすれば一撃で落とされる。

「でも実際問題、他に何が残っているのかしら」

「？」

　奇妙な言い回しに眉をひそめるカルタに、隣を歩きながら幼おさな馴な染じみはこう続けた。

「世界最強の五人。という事は、全員その系統では頂点に立っていた訳よね。例えば『恐竜』よりグレードの低い『恐竜』が同じ席に座っても意味はないんだから」

　マリカは少し思案してから、

「『恐竜』、『光こう槍そう』、『大剣』……。これらを除外するとして、あと残っている『最強』って一体何？　連中がヤバ過ぎたせいで、逆にイメージが縛られているっていうか、ジャンルが湧いてこないんだけど」

　そういう見方もできるのか、とカルタは感心していた。

　最強の五人が互いに認め合うような、そんな魔法。少年も少年で少し考えて、それからしりとりでもするようにランダムなアイデアを羅列していく事にした。

「他人の心を操るとか」

「確かに見た事ないジャンルね。他には、標的を選んで弱体化とかは？」

「いっそ時間を渡る。標的が生まれる前の時点で歴史を作り替える」

「飛ばしてくるわねー、並行世界を自在に作るなんてのはどうよ？」

「秒単位で進化を続ける超速適応生命体とかも怖い」

　二人とも初めの内は冗談めいていたが、徐々に胃袋に重たいものがのしかかってきて、言葉が少なくなっていった。仮にこれが正解でも、そのままこちらに牙を剝むいてくる構図だ。話していて面白い話題ではない。

　しばらく歩くと、凍った湖の傍そばに丸太を組んだログハウスのようなものが見えてきた。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカがもたらした情報が正しければ、おそらくあれが難問排除の隠れ家だろう。他に建物らしい建物も存在しない。

　ゴミ処理、電力、そして『大剣』が担になっていたらしき、生産。

　自給自足のローテクも使いようだ。数多くの世界的インフラが倒れていく中、人里から取り残されたログハウスだけは超然と平常運転を続けているように見える。

　あるいは、キャンピングカーという形で街や国の登録管理から独立しているカルタ達と同じように。

「……、」

　洋上水晶魔法学園グリモノアにいた頃は、平べったいヘリポートの真下にあるスペースを活用して、毛布だの音楽プレーヤーだのクーラーボックスだの色々持ち込んでサボりスポットを作っていた。マリカはそういうのにはうるさく嚙かみ付ついてくるので、主にゲキハやアイネ達と分担で秘密基地のディティールを固めていく格好で。みんなが真面目に授業を受けている中、時間の流れから取り残されたような奇妙な解放感は独特のものだったと記憶している。

　このログハウスに佇たたずんでいた五人はどうだったんだろうか。

　世界の流れから隔絶された白い別荘の居心地は。

　遠くから確認し、口の中で少年は呟つぶやいた。

「……脇に車が停とまっているな。フロントガラスの上にまで雪が積もっている。厚さは大体三センチくらいか」

『直近の気象データを拾ったので共有。ここのところは小降りと止やんだりを繰り返していて、ドカ雪にはなっていないみたい。おそらく一日は経たっていないはずよ』

　カルタとマリカは互いの顔を見合わせた。

　あれが建物が傷まないよう定期的に整備に来ている管理会社の社用車でなければ、早くも当たりを引いたようだ。スザニア＝エヴァンスかアナスタシア＝ブラスト。どちらかが立ち寄っているか、あるいは両方いるかだ。

　念のためナンバープレートを確認して情報を送ったが、キャンピングカーで待機しているキョウカからの返答は芳かんばしいものではなかった。

『照会不能ね。流石さすがは難問排除、各国政府に顔が利きくから情報封鎖はお手のものって感じかしら』

　緊張の密度が増す。少なくともただの社用車ではない。

　不確定な要素は一つも消えず、もやに包まれたまま死地への強行突入が始まってしまう。

「励起」

　ずるり、とカルタの背中側から水晶少女のアイネが顔を出した。

　特殊な水晶の刀を手にした彼女は音もなく首を傾かしげて、

「にえさま。勝率を上げるために情報取得を優先するのでしたら、先にこのアイネを単独で突撃させるというカードもありますが」

「ないよ。忘れたのか、難問排除にとっては寝耳に水なんだ。あそこは安全な隠れ家だから人を集めている。チクチク刺して警戒させたら二度とやってこなくなるぞ。そうしたらヤツらは広い世界に雲隠れして、俺達は五五億人の中から草の根を分けて人捜しをしなくちゃならなくなる。どう考えたって効率が悪い、一〇〇年じゃ足りないくらいにな。だから」

　だから、何なのだろうか。

　この一回で確実に決める。決めて、自らの手で叩たたき殺ころす。

　そういう事を言いたいのか。胸を張って。

「……、」

　巻き髪ツインテールの幼おさな馴な染じみが、何か値踏みするような目でこちらを見ているような気がした。

「ともあれ、行くしかないって訳よね」

「ああ。それは確実だ」

　警戒しながらも、湖畔のログハウスに向かってさらに歩いていく。

　車には誰もいなかった。建物の周りをぐるりと回っていくが窓にはカーテンが引かれていて、中の様子は窺うかがい知しれない。周囲には先ほどの車の他、薪やモルタルの材料など資材が無造作に積んであるだけだ。

「見て」

　しかしマリカはその窓を指差した。

「窓が曇ってる、煙突からも煙が出ているみたい。中は温かいのよ」

　当然、無人のログハウスがこうなる訳はない。古典的だが、電気メーターの回転を見て在宅を確認するようなものだ。

　つまり。

　いる。

　難問排除、世界最強の五人。その中の誰かが。胃袋に重たい圧がのしかかる。こうしている今も相手はカーテンの隙間からこちらを窺うかがっているのだろうか？　丸太を組んだ壁ごと切断されたりぶち抜かれたりするリスクは？　あるいはすでに何かしらの術中にはまっている？　様々な憶測がぐるぐると頭の中を回っていく。

「くっ……」

　カルタは首を横に振った。

　まるで自家生産の毒素だ。これでは実際にぶつかる前に消耗してしまう。

「窓の曇り方を確かめよう。どこが一番温かいのかを調べるんだ、そこに人のいる可能性が高い。薪の暖炉にせよ発電機のエアコンにせよ、こんな山奥じゃ燃料は貴重だろうからな」

「イエス、にえさま。このアイネであればどこの窓や扉であっても破壊可能です」

「そりゃ頼もしい」

　カルタは笑った後に、

「でもどうせなら少しでも裏をかこう。出入口の候補は誰だって警戒している。壁を抜いて突入すれば心理的な死角を突けるかもしれないぞ」




　ドガッッッ!!!!!!　と。

　水晶花の装甲を展開させたマリカと水晶少女のアイネ、二人の攻撃が外壁をぶち抜く。




　もう足跡に注意して気配を消す必要はない。むしろ混乱と空白を生む数秒間の活用が鍵だ。三人は勢い良く中に踏み込む。

　ダイニングとキッチンが一つになったような広い空間だった。フローリングの床に壁やガラスの破片が散らばっているが、元々は清潔な部屋だったのだろう。壁かべ際ぎわの暖炉で火が躍っているが、それだけだ。テレビやオーディオセットは電源が落ちていて、夜の教室のように静まり返っている。人の姿どころか気配や生活音、匂いも感じられない。

「ここじゃない？」

「とにかく捜すしかない！」

　相手は難問排除。時間は惜しいが、この状況でバラバラに分散するのは愚の骨頂だ。全員で警戒しながら一塊になって進む。いくつもあるドアを開け放っていく。

　トイレと一体化したバスルーム、雪で濡ぬれたウェアのための大きな乾燥室、段ボール箱が積まれた食しよく糧りよう庫こ……。階段らしい階段はなく、平屋造りのログハウスには個々人の私室もなかった。セレブの別荘というより登山用の山小屋をグレードアップさせたのに近い。そして緊張に反して誰もいなかった。

　マリカは水晶花の装甲を展開させたまま手の中でレイピアを緩く回す。

　そのまま眉をひそめて、

「接近に気づいて慌てて逃げたのかしら。ログハウスの周りをぐるっと回った時は雪に足跡はなかったけど、私みたいに飛んでいる可能性もあるのよね」

「あの難問排除が？　一発も撃たずに？　どういうジャンルの世界最強か分からないから何とも言えないけど、イメージに合わない」

「しかしにえさま。表に車が停とまり、暖炉に火が点ついているのは事実。あまりに原始的なので無人操作とも思えませんが」

　明らかにここには誰かがいた。

　一方で単純に難問排除同士で意思統一を図る会合を開くためでもなかった。

　今ここに誰もいない理由は何だ？

　車に暖炉。どういう意図があれば痕跡だけが取り残される事になる？

「……まずい」

「カルタ？」

「まずいぞ!!」

　やがて顔を上げた少年は、不思議そうな顔をする幼おさな馴な染じみや水晶少女を放って近くの窓へと飛びついた。カーテンを目一杯引いて、外の様子を確認する。

　そちらには凍った湖が待っているはずだった。

　だが視界いっぱいに広がる『それ』を眺め、歌うた貝がいカルタは思わず呟つぶやいていた。

「くそったれ……」
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　全長三〇〇メートル長。緩やかな楕だ円えん形けいに近い湖の分厚い氷が、下から突き上げられるようにバキバキと割れていた。

　中から覗のぞくのは鉄塔を横倒しにしたように巨大な鋼の砲身。

　直径だけで一〇メートル。二〇トンの大型ダンプがすっぽり収まる広大な砲口。長さについては湖全域を横断するような威容。睨にらみつけられたログハウスは、上空から空撮すればもはやゼロ距離射撃というよりはビリヤードで撞つかれる直前の白球にも似た印象を抱かせただろう。




「くす☆　ギリシアの死神ペルセフォネに請こい願ねがう……」




　そして砲身と肩の辺りで接続した美女が嗤わらった。

　直後。発射角度によっては月まで届く恐るべき砲弾が、ログハウスを地球上から消滅させた。
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　ッッッゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン!!!!!!　と。

　爆音というよりそれ自体が衝撃波を利用した一種の戦術兵器であったかのように、三六〇度全方位へ恐るべき震動が撒まき散ちらされた。伝でん播ぱと共に連なる山々が一斉に雪崩なだれを起こし、鋭く天を突く針葉樹の森が薙なぎ倒たおされていく。

　丸太を組んだログハウスなど、まさしく一瞬だった。

　爆発で吹き飛ばされた無数の木片はそれ自体が榴りゆう弾だんとして機能し、音速を超える勢いで周囲一帯へばら撒まかれる。多少狙いが逸それたとしても、標的がログハウスを飛び出し雪の中を転げ回ったとしても、砂嵐のような牙の群れに叩たたかれてミンチになっているはずだった。

　前後左右に逃げ場なし。

　だからこそ。

「くっ……う!!　なっ、何なの今の？　ていうか湖から飛び出してきたアレ!!　段だん階かい炸さく薬やく加か速そく式しきのマスドライバーでも軍事転用したっていうの!?」

　上。

　水晶花のレーザービームを使って屋根をぶち破り、空中へ脱出していたツインテールのマリカが、緊張の汗と荒い吐息を洩もらしながら叫んでいた。

　だが不思議と、カルタの心は逆に冷めていく。

　マリカの腰にしがみつき、ぶら下がる格好のまま彼は思う。

　目的のためなら自分達の秘密基地を壊す事も躊ちゆう躇ちよなし。どれだけ思い出が染しみついていようが容赦なく刺客ごと吹き飛ばす。

　やはり相あい容いれない。

　カルタは思い出す。巨大船舶のヘリポート、その真下に作った秘密基地。留守中に生徒会に見つかって解体、没収された時は、別に自分の寮部屋やクラスメイトがいなくなった訳でもないのに何故なぜだかすごく哀かなしかったのを覚えている。また作れば良い、という気持ちが湧いてこないほどに。

　そして少年は口を開いた。

　ヤツの分かりやすい殺傷力が、こちらの罪悪感を削そいでくれる。

「ああいうジャンルの世界最強って事なんだろう」

「……、冗談よね？」

「世界最強の機械化変換人間、サイボーグ」

　いっそ乾いた笑いすら浮かべるマリカに、カルタは現実を突き付ける。

　ストレートに考えれば世界中の軍事を司つかさどるアナスタシアか。しかし、そんな順当に結論づけて良いものか。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは言っていた。スザニアは世界規模の農業インフラを司つかさどる怪物だが、具体的に何をしていたのかは見えにくい。民間衛星からでは超特大の機械化農業という事しか分からない、と。

　機械。

　つまり、スザニア説もあるのでは。

「向こうも向こうで、俺達を誘い込んでから爆殺する事で『安心』を得ようとしていたって訳だ!!」

　水晶少女のアイネはいない。

　歯は嚙がみして、土台や基部さえ残っていない『跡地』へ目をやる少年。

　だが感傷に浸る暇もない。

　ゴゴンッ！　と鈍い音を立てて鉄橋を横に倒したような巨大砲身が角度を変えてきた。

「っ、来る!!」

「ああもう、しっかり摑つかまって!!」

　音という概念は消えた。

　何かが圧縮されるような感覚だけが耳についた。

　立て続けの砲撃に、マリカは不利な荷物を抱えたまま８の字を複雑にしたような軌道で必死に回避していく。単に重さや空気抵抗の話だけではない。急激な高度の変更に伴う気圧の変化、高速移動に付随する慣性や空気摩擦、酸素の吸入に体温調整……。様々な保護機構をカルタの分まで二重にかけなければならないのだ。彼の弱いバリアだけでは足りない。その分だけマリカの負担はどうしても大きくなる。

「向こうは榴りゆう弾だんを持っていないのかしら。あったとしたら最悪よ、打ち上げ花火みたいに無数の子爆弾孫爆弾が空を埋め尽くす事になるわ！」

「そこで終わってくれたらむしろ御の字だ。相手は難問排除、世界最強だぞ。あんな大砲一つに頼り切りとは限らない！」

　カルタが警告した直後だった。

　ババシュッ!!　と火薬で鋼板を切断するような音が地上から炸さく裂れつした。パージ。気づいた二人の背筋に悪お寒かんが走ると同時、凍える湖の上で『何か』が銀の羽を伸ばす。背中に備えた機材を点火させる。それこそ自身が地対空ミサイルにでもなったかのような、恐るべき勢いで飛ひ翔しようが始まる。

　それは赤毛を長い三つ編みにした、長身の女だった。

　全身を包むのは潜水用の黒いウェットスーツにも似た、ぴっちりとした特殊戦闘服。だが自らの『部品』であちこち内側から引き裂いているのか、破けたストッキングのような感じで背中や手足などの柔肌が大きく露出していた。

　心当たりがある。

　写真画像で顔を見た事がある。

「スザニア＝エヴァンス!?」

　切手よりも小さなプリント基板や髪の毛よりも細いケーブルで制御される水晶花とはまた違う、四枚の鋼の翼と複数のペットボトル大のジェットエンジン、それらの力を借りた難問排除とのドッグファイトが始まる。

　慣性や空気抵抗を魔法の力で無視して大空を舞う水晶花は、既存の戦闘機とは別次元の挙動を取る。端的に言えば音速超過の前進からノーリスクで直角に折れる事さえ可能。

　だがそれは水晶花とは違う、旧来の魔法を頼る難問排除もまた同じようだった。一体どこまで美人のシルエットに手を加えているのか。並のパイロットなら脳への血の巡りが阻害されて意識が落ちるブラックアウトどころか全身の血管が破裂していてもおかしくないほどの圧に、酸素マスクはおろか目元を覆うゴーグルさえ必要とせず、切り裂くような冷気に直接生身をさらして飛び回っている。空軍関係者が見てもＵＦＯ研究者が見ても匙さじを投げるような光景だろう。

　そして、どれだけ最先端の技術が投じられようが、基本は同じだ。

　互いに剣や槍やりを持って近接戦闘を望まない限り、ドッグファイトでヘッドオン、正面衝突の状況なんて滅多に作れない。空中戦は後ろの取り合いが基本にして真髄、追われる側のマリカは常に赤毛の三つ編み女、スザニア＝エヴァンスからの攻撃にさらされる羽目になる。レイピアを振り回して真後ろを狙う事もできなくはないが、やはり背後に張り付いている方が圧倒的に有利なのだ。

　ガキガキガキ!!　とスザニアの両腕が内側から分解されていく。

　気がつけば腕は二本ではなくなり、扇の骨のように広がり、大小無数の砲身へと姿を変えている。体積がおかしい。

「ッッッ!!!???」

　曵光か威圧目的か、白い空を赤く色づけられた閃せん光こうが貫いていく。それも一本ではなく、シャワーのように。身を翻ひるがえしてバネやコイルのようにぐるりと体を回し、何とかして回避していくマリカだが、そうするごとに自由な空で行き場を失っていく。詰め将棋と同じで、どこを動いても必ず次の一手でぶち抜かれる位置取りへジリジリと誘導されていく。

「マリカ！」

「うるさいお荷物、ちょっと黙ってて!!」

「なら俺を切り離せば何とかなりそうか？」

「[image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!　私言ったよね、こんなトコで置いていかないでって!!」

　その甘さもまた、攻防を逆転できない一因か。ただでさえ相手は難問排除、一分の隙もない世界最強だというのに、マリカは細い腰に余計な錘おもりを巻き付けながらハンデを背負って戦いを挑んでいる。これでは勝ち目はない。いつかどこかで二人とも撃ち抜かれておしまいだ。

　しかもスザニア＝エヴァンスの『変貌』はまだまだ終わらない。向こうも向こうで焦じれてきたのか、さらに体内に格納していた兵装をいくつも外へ展開させていく。四枚だった翼は八枚に増え、ジェットエンジンの数も増し、肋ろつ骨こつの辺りがわさわさと蠢うごめいたと思ったら海老えびの脚のような小型の補助アームがいくつも飛び出してくる。しかもそれぞれが複数の砲身を束ねたガトリング砲や励起用のロッドが剝むき出だしになったレーザービーム砲のグリップを握り締めていた。

　そのたびにウェットスーツのような特殊戦闘服が裂けていくが、もう柔肌を晒さらす美女といった印象はなかった。グロテスクな機械の塊だ、それ以外の言葉がない。

「何よあれ、ほんとに質量保存の法則に従ってんの!?　一体どんな折り畳み方をしたらあの身体からだの中にあれだけ詰め込めるっていうのよ!!」

　上空を飛び回って衝撃波を撒まき散ちらしながら、目を剝むいたマリカが叫ぶ。

　相対速度を合わせてじわじわと有利な位置取りが固められていく。もう一刻の猶予もない。

　考え、そしてカルタは言った。

「マリカ、逃げ切れないのは分かった。逆にわざと速度を落として距離を縮めるとしたらどこまでやれそうだ？」

「今は三〇〇から四〇〇で、ドッグファイトなら十分な『目と鼻の先』。空気抵抗のパラメータを『戻して』特殊マニューバで急制動を掛けたとして、一〇〇から五〇が限界ね。あれだけの挙動ならどんなに不意打ちしてもオーバーシュート、私達を追い抜いてくれる事はないでしょ。でもそれが!?　距離が縮めば縮むほど避けにくくなるわよ！」

「光の速度で進むレーザービームで狙われているんだ、もう距離は関係ない」

「まさかと思うけど、わざと被弾して飛び散った水晶花の破片を真後ろへ浴びせてダメージを与えるなんて自滅戦術じゃないわよね」

「そこまでヒロイックじゃないけど、当たらずといえども遠からず」

　サラリと返されて、マリカは絶句しかけた。

　常人のように誰よりも揺れ動きながら、実際には誰よりも異質な思考を抱える少年は、幼おさな馴な染じみの細い腰に抱き着きながらこう提案した。

「チャンスは一度だ、後ろの取り合いだけで安全圏を確保できるなんていうあの女の思い込みをぶち壊してやろう」

「それって……」

「安全なんかないんだ。俺達は本物の仇あだ討うち、殺し合いをしているんだからな」
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　その瞬間。

　生身の視界にいくつもの数値やガイドを重ねて表示させるスザニア＝エヴァンスは着実に標的を追い詰めながらも、しかし同時に目先の戦術状況とは関係のない疑問を抱いていた。

　そう言えば、報告にあった水晶花の少女はどうなった？

　命ある者とない者ではどちらが優先されるかは自明の理だ。ログハウスからの緊急脱出時に切り捨てられたのであれば、建物と一緒に粉々になっている事だろう。

　だが、放送局やロンドン市街で断片的に残っていた情報を追いかける限り、あれは使い手から完全分離される水晶花だ。

　あの肉体の中に格納されている可能性もある。

　だとしたら、どうなる？

　水晶少女がいるのか、いないのか。それがこの戦局にどれくらいの影響を与える？

　そんな風に思った。

　直後の出来事だった。

　ぐんっ!!　と前を行くツインテールの少女の挙動が変化する。勢い良く急制動を掛け、こちらとの距離を詰めてくる。剣や槍やりを持ったトリッキーな接近戦でない限り、距離を縮めるメリットはない。間抜けなオーバーシュート狙いだったかもしれないが、その程度で追い越しを許し、前後の位置関係を譲り、攻防を逆転させるスザニアではない。

　だが。

　そこで。




　ずるり、と。ツインテールの少女に抱き着く少年の背中から、何かが飛び出した。

　それは蒼あおざめた肌を持つ繊細で華きや奢しやな殺人兵器、アイネであった。




「な……」

　水晶少女が取った行動はシンプル極まりなかった。

　特殊な形状の刀など使わない。ドッグファイトにも参加しない。

　この上空、高速移動中、ドッグファイトの世界で。ただただ贄にえたる少年から分離していく。解き放たれる。何にしがみつくでもなく、猛烈な速度の向かい風がその全身を叩たたき、七色に光を反射する銀髪を大きく広げていく。

　そして、勢い良く発射された。

　真後ろに向けて華きや奢しやな少女が舞い飛ぶ。そう、背後から迫りくるスザニア＝エヴァンスへ叩たたき込こむように。

　慌てて回避しようとしたが、もう遅い。

「ちくしょ、おっ、ご!?」

　砲弾のような勢いで、重量数十キロ台の塊と衝突する。通常であればこれだけで双方の肉体が砕け散っていてもおかしくない衝撃だが、水晶少女には亀裂一つない。直撃と同時に甲高い破砕音があったのは、アイネが自分の体で『プリセット』の障壁、空間振動領域を砕いたからだろう。真正面から抱き着かれた。タコやイカの吸盤のように、あるいは海や川で溺れる子供を助けようと飛び込んだ救助者をかえって拘束してしまうように、柔らかくも冷たい手足を全て使って水晶少女はスザニアにしがみつく。そのまま万力のごとく猛烈な力で締め上げていく。

　捕縛、という攻撃手段。

　スザニアの飛行は魔法の力を借りているものの、絵本に出てくるホウキやサンタのソリほど物理法則を無視している訳ではない。広げたはずの翼を強引に畳まれ、ペットボトル大のジェットエンジンをメキメキと潰されては、体一つ持ち上げる事さえ適かなわなくなる。

「ちょお、あっ!?　てめっ……!!」

「ご心配なく」

　こちらの肩に顎を乗せた冷たい少女が両足を絡めたまま、耳元で囁ささやくように宣言した。

「このアイネ、たかだか現状の速度と高度からの完全自由落下程度で砕け散るような柔な構造はしておりません」

「……ペルセフォネ、何とかしろ!!」

　顔面が引きつるスザニアは体内にリクエストを飛ばし、ガキガキガキ!!　と耐衝撃用の機構を表面展開させようとする。だがこれも受け付けない。全身を外から締め上げるアイネのせいで各所の『ハッチ』が開かないのだ。




　後はもう、流星の如ごとき勢いだった。

　二人はいっしょくたになって、音速を超えたまま真っ白な大地へと着弾した。





９






　酷ひどい有り様だった。

　白い景色の一部が大きく抉えぐれ、正反対の色彩を持つ黒土が剝むき出だしになっている。

　上空から半径二〇メートル近い『クレーター』を眺めてから、腰に少年を張り付けたマリカはゆっくりとその中心点へ降下していく。

　そちらでは水晶少女のアイネが手を振っていた。

　スザニア＝エヴァンスの位置は不明だ。正しくは、一面に散らばっている。肉塊というよりは肉片といった感じか。そしてそれ以上に、クレーターの外まで広範囲で銀色に鈍く輝く機械部品が散乱していた。旅客機の墜落現場にも似た惨状に、水晶花の装甲とレイピアを解除しながらマリカはうんざりした声を放つ。

「……かんっぜんに四次元よね。十徳ナイフどころの騒ぎじゃないわ、全部積み上げたらピラミッドくらいは造れそうよ。どうやったら人間一人分の体積の中にこれだけの機構を詰め込めるのやら」

「そういう魔法なのでしょう。ひとまずスザニア＝エヴァンスの撃破を確認。ですがこれからいかがいたしましょう、にえさま。最後の一人、アナスタシア＝ブラストもこの地にいれば良いのですが、そうではない場合はまた捜索活動からやり直しです」

「それにしても、鉄にアルミにステンレス。どれもこれもノーリサイクル、天然素材の第一期資源から直ちよくで精錬されたものばかりだわ。五人一ひと揃そろえの『平和な時代』だったらまさに宝の山よね」

「このアイネ、純金以外にあまり興味はありませんが」

　二人のやり取りを耳にしながら、カルタは今さらゆっくりと息を吐く。

　人を殺した。その実感も湧かないほど、あっという間の出来事だった。

　選択の余地もなかった。

「こいつ、自由自在に空を飛んだり海を潜ったりできそうだけど、ほんとに着の身着のままで世界を渡っているのかしら。メディアへの露出を控えた虎の子、懐ふところ刀がたな、トップシークレット。だとしたら、あまり魔法……というか、兵装展開した姿を晒さらそうとはしないと思うけど」

「つまり？」

「可能な限りはまともな交通機関を利用する。ログハウス脇にあった車は囮おとりだし最初の一発で粉々でしょうけど、他にスザニアが離れた場所に車やヘリを隠しているかもしれないわ。停とめっ放ぱなしにされている乗り物を見つければ、その中から何か資料が出てくるかも」

　そんな声を耳にしながら、歌うた貝がいカルタは思案していた。

　難問排除は倒した。スザニア＝エヴァンスはバラバラに飛び散った。

（……でも、ほんとにこれで終わりか？）

　根拠もない疑惑が胸に生じる。確かに一〇〇点満点、ベストもベストの展開だったが、それが逆に腑ふに落ちない。スザニアはこれまでの難問排除とは状況が違った。洋上水晶魔法学園でその魔法の一端を目撃していた訳ではないし、攻撃方法に関する事前資料は何もなかった。綿密な計画を立ててもギリギリだったこれまでと違い、ぶっつけ本番でアドリブ戦闘を強いられる。つまり、あの悪夢の世界グリモノアへもう一度放り込まれるようなものだ。『恐竜』も『光こう槍そう』も、初手ではどうにもならなかった。手も足も出なかった。その魔法を目撃し、様々な角度から分析し、奇襲する側のシード権を利用して、ようやく同じ土俵に立てるくらいのものだった。

　なのに、今回はこんなにあっさり？

『機械化』の仰ぎよう神しん魔ま法ほうを持つ難問排除、世界最強の一角。これでおしまい？　苦労はしたけどどうにかこうにか退けられる程度？　本当にそうか。その程度で世界最強と言えるのか？

　いいや。

　そもそも、そもそもだ。

　スザニア＝エヴァンスの仰神魔法は、本当の本当に『機械化』で正しかったのか？

「……カーボン、アラミド、フッ素加工の鋼板を織り込んだ複合装甲。こっちのは信号伝達用、いやレーザービームのエネルギー伝達用の光ファイバーか、でも使っているのは塩化ガラス？　だとすると……」

　黒土のクレーターの外へ踏み出し、改めて辺りのガラクタを見て回るカルタに、少女達はキョトンとした目を向ける。

「どうしたのよ、あちこち散らばった残骸なんか調べて」

「換金率の高いレアアースなどがあるのでしょうか。ハッ!?　これだけの機材の塊なら、半導体を集めて溶かせばそれなり以上の純金が手に入るのでは……（わなわな）」

「違う。おかしいんだ」

　カルタは遮るように言った。

「確かに現代の医療技術なら断裂した筋肉や神経を人工的に繫げる事はできる。臓器だってある程度は装置で代替可能だ。魔法の力を借りればもっと色々融通が利きくだろう。でも変なんだよ、辺りに散らばっているこの残骸」

「そりゃあ、あの身体からだにこれだけの量が詰まっているのを見れば誰だって」

「そうじゃない。素材の話をしている」

「素材、ですか？」

「ああ。複合装甲や人工臓器、どれもこれも一級品だけど……これじゃあ人の身体からだに馴な染じまない。装甲からは金属の毒が沁しみ出だすだろうし、人工臓器の方だって拒絶反応を起こして周りの組織に壊え死しを広げかねない。人工関節、ペースメーカー、インプラント。人の身体からだに埋め込む医療機器はいくつもあるけど、素材には気を配る。ここにはそれが全くない。こんな構成じゃスザニアは自殺しているようなものだ。だからおかしいんだよ」

「それは、まあ、そうかもしれないけど」

　いまいちピンと来ていない顔で、マリカが口を開く。

「ようは、その無理をごり押しするための魔法だったって事なんじゃないの？」

「かもしれない。でも、だとすると論点がズレてくる」

　ここが核心だった。

「もしもスザニア＝エヴァンスが全身を改造し、危険な素材で埋め尽くし、その拒絶反応を完全に抑え込める仰ぎよう神しん魔ま法ほうを持っていたとしたら。それはもう『機械化』、サイボーグの仰ぎよう神しん魔ま法ほうなんかじゃない」

「待ってよ、まさか……」

「何をやっても死なない仰ぎよう神しん魔ま法ほう。あるいは、体内外のあらゆる傷を自己修復可能な仰神魔法」

　息を吸って、吐く。

　歌うた貝がいカルタは宣言する。




「つまりスザニア＝エヴァンスの仰ぎよう神しん魔ま法ほうは、『再生』だったんじゃないのか!?」




　考えてみればおかしかったのだ。

　いくら大規模な農業機械で砂漠を耕して海水から塩分を抜いたって、それだけで灼しやく熱ねつの大地に作物を実らせる事はできない。いくら真水を揃そろえても土を育てなくては、養分やミネラルなどを豊富に蓄えなければ話にならない。ではスザニアはどうやったのか。

　答えは簡単、養分となるものを広大な砂漠にばら撒まいた。

　……例えば、自分の血肉を細切れにして。おあつらえ向きに、彼女が名を呼んだペルセフォネは母のデメーテルと共に、春の実りと冬の飢えに深く関連する神格でもある。

　世界中に一体何が流通していたのか。自分の口に入っていたものを育てていた『何か』とは。

　だがいちいち吐き気を堪えている暇もない。

　驚くマリカの背後で、雪の塊がもそりと盛り上がった。

「アイネ!!」

　少年が叫び、水晶少女が巻き髪ツインテールの幼おさな馴な染じみを突き飛ばした直後、その空間を何かが斜めに薙ないだ。ガスバーナーにも似た灼しやく熱ねつの刃。避けきれなかったアイネの細い左腕が肘の辺りから切断される。バリアのように働く空間振動領域もお構いなし。くるくると回って雪の上へ落ちる。体内で液体は循環していないのか、あるいは断面を自らの意思で『締めた』のか、出血のようなものはない。

　そして。

　ボロ布というより、ほとんど紐ひものようなものを引っ掛けただけの赤毛の女が雪の中から顔を出した。それが『再生』の成果、威力なのだろう。磨かれたような肌には艶つやと張りばかりで、傷らしい傷は一つもない。

（……あれだけやられて、バラバラになって）

　体感的には止まった時間の中で、それでもカルタはごくりと喉を鳴らす。

（水晶魔法どころじゃない。何なんだこいつの『再生』は!?）

「スザニア＝エヴァンス!?」

「あは」

　突き飛ばされたマリカもようやく切手よりも小さなプリント基板に命令し、水晶花の装甲を再展開させ、レイピアを摑つかむ。片腕を失ったアイネと共に二方向から同時に切り込む。結晶の振動と励起を利用したレーザーやメーザーの刃を使って至近から切り刻みにかかる。

　確かに、スザニアの動きは完璧ではない。だからこその機械化、サイボーグ化の恩恵を選択していたのだろう。『再生』を活用し、肉体への負荷を完全に無視した形で。

　機械部品を失い、ほぼ剝むき出だしに近い裸身にかろうじて残った近接用バーナーソードだけではマリカやアイネ、水晶魔法の権ごん化げたる少女達の攻撃をしのぎ切れない。斬撃に光線、いくつかをまともにもらい、首や胴を切断されていく。

　それでも止まらないのだ。

『再生』を持つ難問排除には関係のない話なのだ。

　切った傍そばから回復し、倒れる事もなくそのまま戦闘に復帰する。切っても切っても終わらない。ここまでくると、まるで固体ではなく液体でも相手にしているような錯覚さえ脳裏に広がる。

　スザニアは半はん端ぱにぶらりと下がった腕を自ら完全に切断し、根元から『再生』を促す事さえあった。

　終わらない。何をすれば勝った事になるのかが分からない。難問排除とは、世界最強とは、ここまで自じ儘ままに世界のルールを曲げてしまうのか。

（脳や心臓など、どこかに核となる部位がある？　魔法陣や祭具など物品に支えられている？　何だ、どこを破壊すれば良い？　何を叩たたけば終わった事になるんだ!?　こいつの、スザニアの『再生』には、水晶魔法みたいなルールはないのか!!）

「どうするの!?　いったん退く!?」

「現状、標的は近接兵装しか所有していません。上空に飛んで距離を取り、空爆の形を取れば一方的に攻撃できるはずです」

「周りに散らばった残骸の内、どこのどれが再利用可能なのか分からない！　絶対に自由を与えるな、スザニアにもう一度辺り一面のサイボーグの兵装と接続されたら勝ち目はなくなる。ドッグファイトでやった騙だまし討うちだってもう使えない!!」

　激しい空爆に曝さらされながら麻酔もなく自分の腹を開けて汚れた機械を詰め込んでいくなんて正気の沙汰ではないが、スザニア＝エヴァンスならできるのだ。あらゆる痛みを許容すれば、後は『再生』が帳尻を合わせてくれる。どんなに無茶苦茶な機械化でも彼女は生き残る。

　生身であるが故に、見ている事しかできない自分がカルタはもどかしい。

「まるでプラナリアよね、ううん、それよりたちが悪い！　切れ端の方からゴボゴボ湧き出して数が増えないところだけはマシかもしれないけど、速度が早過ぎる!!」

（……、待てよ。プラナリア？）

　カルタの脳裏に、科学番組の悪趣味な実験が浮かぶ。

　確か優れた再生能力を持つプラナリアは、だからこそ……、

「アイネ、マリカ。試してみたい事がある。ヤツの腕を狙え！」

「そんなのもう何度もぶった切って……!!」

「横に輪切りにするんじゃない、縦に大きく裂くんだ!!」

　おおよそ人間に対する取り扱いを逸脱した言葉に、水晶少女アイネが機械的に応じた。

　ゾン!!　と水晶状の刀が振り回される。命令通り、三つ編み女のスザニア＝エヴァンスの右腕を、中指と薬指の間から肘の辺りまで一気に引き裂いていく。決して切断はせずに、Ｖ字にぱかぱか開くような格好で。

　スザニアのもう片方の手が動く。

　バーナーソードで半はん端ぱに傷ついた腕を自ら切り落とす動きだ。それは前にも見た。

「マリカ!!」

　掛け声と共に、スザニアの左手をマリカのレイピアが貫き、縫い止める。

「……づっ、テメェら……!!」

　初めて。

　本当に初めて、難問排除の表情が歪ゆがんだ。

　直後の出来事だった。




　ごぼり、という湿った音と共に『再生』が始まった。

　Ｖ字に分かたれた彼女の右腕はくっつかず、そのまま肘の先に二本分の右腕が生えていく。




「再生力の高いプラナリアを使った悪趣味な実験にこんなのがある」

　吐き捨てるようにカルタは言った。

「体を完全に切断する事なく半はん端ぱに傷つけると、断面から体がもう一つ飛び出してくるっていうヤツだ。これは胴体だけに当てはまるものじゃない。頭に切り込みを入れると、脳を含めて頭が二つ生えてくるほどなんだ。……人格、とは違うか。思考の塊までコピーされるのか、一つの体に脳を二つ持つっていうのがどういう感覚なのか。そこまでは分からないけど」

　それと同じ現象が、起きた。

　スザニアの『再生』がずば抜けていたが故に、活路が見えてきた。

　彼女は絶対に倒せない。

　殺せない。

　だが命を奪わなくても戦闘を終わらせ、その人生を潰す算段が見えてきた。

「マリカ、アイネ」

　改めて、言う。

　仇あだ討うちの執行者は冷酷に告げる。

「絶対に切断するな。腕でも足でも胴体でも首でも頭でもどこでも良いい。料理下手な子が輪切りのたくわんを繫つなげてしまうように、徹底的に切り込みを入れてやれ！　それでヤツは肉の塊に早変わりだ。二度と、もう二度と!!　自分の意思で身動きの取れない自縄自縛の肉の檻おりへ魂を放り込んでやれ!!」
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　分厚い氷の砕けた湖に、大きな水音が響き渡った。

　カルタ、マリカ、アイネの三人はその音源を見送っていた。

　波紋の広がりに目をやりながら、カルタはこんな風に言う。

「アイネ、腕はどうなんだ？」

「イエス、にえさま。大きな問題はありません。切断された腕を回収した上で、一度にえさまの中へ戻れば自動的に繫がります。その間、胸の水晶花の面倒を見ていただく必要はありますが」

「言われてみれば、私達の装甲だって引っ込めてやれば損傷部分を自然回復させていくわよね。何気に質量保存の法則を振り切っているような気がしないでもないけど……」

　それなら問題ない。

　難問排除はあと一人、アナスタシア＝ブラスト。だがこいつもこいつで世界最強の一角だ。最後の戦いに臨むなら、絶対に万全の状態にしておきたい。

　それに、アイネはカルタの命令を受けてマリカを突き飛ばし、代わりに腕を切断された。あのままでは流石さすがに忍びない。

　と、ここで車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカの方から水晶花に通信が入ってきた。

『カルタくーん、マリカちゃーん。ズンズンドコドコ大振動が止まったようだけど、無事に終わったのかしら』

「ええ、これで残るはアナスタシアだけです」

『なら申し訳ないけど、こちらを手伝ってもらえない？』

「？」

『さっきの雪崩の大崩落でキャンピングカーが丸ごと埋まっちゃって、車内に閉じ込められているのよ。まあこの広さなら酸素はしばらく保もつし、水や食糧にも困らないけど、でも精神衛生上あんまりよろしくないでしょ。生き埋めなんて』

　カルタとマリカは顔を見合わせた。

　それから改めて一面を見回す。真っ白な風景は道も森もなくなっていて、遠近法が狂うほど。全部が全部埋め尽くされていて、地形全体さえ変わっているような錯覚がした。

「どこだっけ、キャンピングカー停とめていたの？」

「アンタこそ覚えていないの、なんか目印的なものとか!?　今、氷点下何度よ？　こんなトコで投げっ放しなんて絶対に嫌だからね!!」

　片腕を切断されたアイネは痛みを感じる風でもなく、ゆっくりと首を傾かしげていた。

　彼ら三人は湖から───誰かが作った秘密基地から───背を向けて、純白の中に埋もれた生徒会長とキャンピングカーを掘り起こすべく残業に入っていく。




　もう湖に興味はない。

　たとえ、そこに『何が』沈められていようとも。

　変わり果てた人間のスザニア＝エヴァンスを詰め込んだモルタルの塊より、腕の取れた人形を心配する自分を感じていて、歌うた貝がいカルタは不思議な笑みが込み上げそうになった。

　今回は、報復相手に『死』が付つき纏まとわなかったからか。

　あるいは、自分も徐々に慣れて、染まって、取り返しがつかなくなってきているのか。

　それは少年自身にも判断できない問題だった。








行間三









　変わりたかった。

　善人でも悪人でも良いい、金持ちでも貧乏人でも良いい、人気者でも嫌われ者でも良いい。

　とにかく今ここにいる自分以外の誰かになる。

　それだけで良かった。

　スザニア＝エヴァンスの願いはそれだけだった。

　好きな色から意図的に目を逸そらし、何度も何度も髪やファッションは逆振りで舵かじを切った。整形手術だって何度も試した。人格改造などと揶や揄ゆされるセミナーにも通い詰めた。

　心も体も作り替えて、だけど、何も満たされなかった。

　一番真っ先に消したかったはずの空虚な穴だけが、最後の最後まで居座っていた。

『申し訳ありません……』

　彼女の影が形を変える。

　さめざめと泣く湿っぽい女は延々とただ謝り続けている。

『申し訳ありません、申し訳ありません……。わたくしがあなた様の力を必要としてしまったばっかりに……』

　ギリシアの死神ペルセフォネ。

　いや厳密には春を伝える女神だったものが、冥界の王ハデスに連れ去られたためにそういう属性を組み込まれてしまった誰か。冥界にどっぷり浸つかりながら春の息い吹ぶきを兼ね備える彼女から与えられたのは、水晶魔法をも凌りよう駕がする究極の『再生』だった。

　自分を変えたい、変わりたい。

　そう願い続けたスザニアにとっては、まさに最悪。

　整形手術どころか顔面を焼いても切り刻んでも必ず元の形に『戻ってしまう』のだから、もう『自分』から永遠に逃げられない。全力で遠ざかろうとしても、首輪にゴム紐ひもで繫つなげられたように元の場所へと引きずり戻されてしまう。

　恨みはある。

　半分呪っている。

　だがそれは泣き続ける影に対してではない。ペルセフォネは元々運命に翻弄される神格だ。ならば彼女をこうも振り回す世界の運命とやらに怒るべきなのだ。

『大丈夫、別に関係ねーし』

『……？　何がでしょう……？？？』

『まだ希望はあるよ。これでも私はさ、例の水晶魔法とグリモノアには期待しているんだ』

『いけません、敵対する者と交流を持っては。情が移れば後で苦しいだけですよ』

『そういう意味じゃなくてだよ』

　スザニアは小さく笑って、

『私ほどじゃないけどさ、水晶魔法にも優れた回復、再生の力があるらしいって話があるじゃない？　それが向こうには何百人って待ってんの。……ひょっとしたら、エラーの頻度も高いかもしんないよ。何か理由があって回復や再生ができなくなる環境や条件が整うかも？　だったら絶対にそのデータは欲しいっしょ。そうすりゃ私は「再生」のゴム紐ひもを外して「自分」から逃げ切れるんだしさ。にひひ』

『申し訳ありません……。もうあなた様には自分を傷つけてもらいたくはないというのが本音なのです。申し訳ありません、あなた様を支える存在にならないといけないはずなのに』

『別に良いいよ』

　女は短く言った。

　投げやりな訳ではなく、当たり前の事だから考える時間はいらなかった、といった調子で。

『きちんと私のためを想おもって悩み抜いての結果の対立だったらさ、私はそれが嬉うれしい。たとえどんな結末に結びつこうともね』

　洋上水晶魔法学園を外から観察し続けたスザニア達は、やがて一つの結論を得る。

　優れた再生能力があった場合、逆に体内の異物を取り除くのに苦労させられる。

　特に毒。

　単純に出血を止めただけでは体内の毒素は抜けないので、きっちり胃や全身の血管を洗浄するまで体を修復しようとする機構が空回りして延々と回復プロセスが続き、体のあちこちが無駄な水晶化を繰り返す事もあるらしい。

　水晶魔法使いの間ではどこまでが薬でどこからが毒なのかの区分が難しく、医薬品の服用には細心の注意を払うように、との話が出回っているようでもあった。

　つまり、逆に考えれば。

　スザニアは自己の肉体に楔くさびを打ち込めば良い。人工物を、機械を、部品を埋め込んで、金属中毒だの拒絶反応だのを意図して起こせば、あの忌いま々いましい『再生』はそちらの処理でかかりきりになる。整形手術のようなマクロの変化に対応できなくなるくらいの空回りを作れる。

　相変わらずおろおろしている影に対し、スザニアは笑って祈り倒していた。

『ありがとう……』

　宿敵。

　かつ、彼女に生きる意義を思い出させてくれた者達に。




『本当にありがとう、グリモノア』
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　関係各国の政府広報や国営放送が軒並み沈黙を守り続けている中、我々民放の報道部門の重要性がますます大きくなっている事を強く自覚しつつ、今日も皆様に最新の情報をお届けしたいと思います。

　どうか、少しでも多くの情報が皆様の不安と恐怖を払ふつ拭しよくし、正しく世界を眺める一助となりますように。

　まず難問排除についてですが、相変わらず消息に関する情報はありません。情報がない、連絡がない。これ自体に何か大きなメッセージがあるものと我々では判断しております。

　ロンドンでの混乱は皆様の記憶にも新しいと思われますが、現地の救急隊員や監察医らの断片的な話から、先の混乱は難問排除を意図して狙った事件であったという痕跡も集まってきております。こちらについては開催国イギリス政府及びＧ21の参加国は公式に認めておりませんが、それなり以上に信しん憑ぴよう性せいはあるでしょう。同政府が沈黙を守る事で相対的に情報封鎖の締めつけが甘くなり、ソーシャル関係を中心に今まで表に出なかった証言がポロポロと溢あふれ始はじめているのではないか、と。

　東南アジアにおける生放送でのインタビューを最後にメディアへの露出が途絶えたエリシア＝ルークスヴェルグ女史の件も気になるところです。

　彼女達は脅威との戦いの末に傷ついたのか。

　脅威以外の存在からも命を狙われているのか。

　あるいは、その両方か。

　仮に同じ人間が難問排除を攻撃しているとして、その理由はどこにあるのでしょう？　難問排除は今ある世界を守る要かなめとも呼べる存在です。一般市民の生活を支える五本の柱と言い換えても構わない。それを、わざわざ奪おうとする、破壊しようとする。その意図は？

　過去にも宗教的なモチーフや予言書の記述と脅威を結び付けて破壊に手を貸そうとする動きはチラホラと散見していましたが、いずれも単発、短期的なもので、大きな動きに繫つながる気配はありませんでした。何故なぜなら難問排除は世界最強で、何を画策されようが真正面から打ち破るほどの力を備えていたからです。

　ですが、今回はそうではないのかもしれない。

　我々は脅威よりも、この未確認のＸの方が恐ろしいと感じています。難問排除、世界最強の五人を上回るかもしれない誰か。それはつまり、まさしく制御不能の怪物です。あるいは、脅威に取って代わるほどの。我々は一般市民の一人として、このＸに焦点を絞っていこうと考えています。どうか皆様も無用な混乱や憶測に縛られる事なく、正しい危難を正しい耳目で把握する事に努めてください。流言やフェイクニュースに煽あおられない事、いつもの自分を持続する事。それだけですでにＸへ十分なダメージを与える事に繫つながるのですから。
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　薄型テレビがまたも沈黙した。

　繫がった腕の調子を確かめるため、水晶少女のアイネがリモコンをぶん投げたからだ。

「こら！　アイネ!!」

「壊れたのなら分解して、基板から純金を取り出しても構いませんか。そちらの方がはるかに高効率な利用方法です」

　悪びれず、むしろ涎よだれすら垂らしそうな勢いでアイネは奇妙な提案をしてくる。

　北欧のフィンランドから地続きで車を走らせ、キャンピングカーはいったんロシアの地方都市に潜伏する運びとなっていた。そして大体どこでも流れているニュースは同じだ。違うのは使っている言葉くらいのものか。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは息を吐いて、

「それにしても、いよいよ悪役も板についてきたといったところかしらね」

「……冷静になれ冷静になれって口では言っておきながら、原稿の内容は煽あおりまくっていましたよね。ていうか私達、ほとんどＵＭＡみたいな扱いになってるし。いやもちろんテロリストもヤダけど……」

　唇を尖とがらせて、ストロベリーブロンドに染めたツインテールの雨あま脚あしマリカがそんな風に言っていた。

　脅威なんかどうでも良いい。

　いようがいまいが、各国政府は脅威の情報を活用して一般市民の不安や混乱を煽あおり、国際世論を望み通りに操ってきたのは事実。

　その難問排除も残り一人。アナスタシアはもう誰も信じていない。

　馬鹿正直に軌道エレベーターの警備などには戻らないだろう。

　各国政府のてっぺんとやらも連絡手段を失って困り果てているのだ。難問排除を通じたコメントを放ちたい。不安や混乱を煽あおれず、国際世論をコントロールする術すべを失う。今に冷静さを取り戻した一般市民は、世界最強に頼りきってあぐらをかいていた首脳陣に対する当たり前の感情を噴出させる事だろう。このまま行けば実際にいくつかの政権は崩壊するかもしれない。時期が重なり、同時多発の様相を呈すれば、国際社会間での連携さえ途切れてしまう。

　どこにいるかも分からない脅威より、まず目の前の仇かたきだ。

　だけど混乱はゼロとは呼べない。やはり無用な混乱に泣く者は現れるかもしれない。それも都市単位、国家単位のレベルで。

　それでも。

　歌うた貝がいカルタ達だって今さら止まれない。難問排除が一人でも残っていれば、南国の洞窟に安置した洋上水晶魔法学園の七〇〇人が見つけられ、死よりも無残な『再生不可』に追い込まれる。もう二度と話せなくても、無限に等しい時間の隔たりに遮られても、風かざ向むきゲキハ達をこれ以上危険には近づけさせない。四人まで撃破しても、途中で諦めれば全てを失う。この仇あだ討うちは最後の最後まで進めなければ、誰の命も守れない。たったの一人も。

　ソファに座りながら顔を上げ、カルタは質問した。

「で、最後の一人についてはどうなんです？」

「アナスタシア＝ブラスト。彼女に関してはまず、先立って撃破したスザニア＝エヴァンスの遺留品から語る必要があるかな」

「あれ？　結局あいつの車とかスノーモービルとかが見つかったんでしたっけ？」

　巻き髪ツインテールのマリカがアイネとジャンケンしながらそんな風に言って首を傾かしげた。腕の調子のテストに付き合っている少女を眺めて車椅子の生徒会長は妖しく笑う。

「あらまあ、忘れたの。一番大きなものがあるじゃない。……スザニア自身が散々腹に溜ため込こんでいた、サイボーグの部品。クレーターの周りにばら撒まき放題よね？」

「あっ」

「あんなに特殊な商品、ハードにしてもソフトにしても市場に流通している訳でもなし、技術的な面からも製造できる場所はかなり限定されるでしょ。つまりそこが難問排除の息がかかった隠れ家、全幅の信頼を寄せる揺りかごね。制御関係の基板のデータを調べるだけでも、かなり特徴的な『色』が見えてきたかな」

　言いながら部屋の照明を落とし、キョウカはプロジェクターのリモコンを操る。

　壁一面に表示された世界地図の一点に赤い印がつけられていた。

　つまりは、

「アメリカ合衆国、シリコンバレー。ＳＮＳ関係からドローン工場へと再編されていったおかげで、街の景色ががらりと変わった精密工業地帯ね。中でも世界最大手の国際軍需企業スマートアームズ社が保有する精密電子兵器工場、ここが一番怪しい。電力に続いて食糧も不安定化しているっていうのに、『大剣』の工場にも頼らず一万人規模の従業員が平常運転を続ける金食い虫☆」

　自分でやっておいて良く言う、と喉まで出かかったカルタだが、逆にここまで一人も殺していないカルタの方が甘えているのか。

「万能大工場って言っても軍需だけは管轄が違うのかしらね」

「でも表おもて参さん道どうさん、これはスザニアの揺りかごですよね。アナスタシアが滞在している確証はないのでは？」

　カルタが慎重に口を開くと、暗がりの中でキョウカも頷うなずいていた。

「もちろん。ただしスザニアが消息を絶った後も、同工場で不自然な警備態勢がキープされているらしい事がネット上のお金のやり取りから判明したとしたら？　軍の監視を可能な限り避けるため、外部の傭兵ＰＭＣに頼ったのが裏目に出たのね。本来の主が欠けた後も居座っているＸさんは、どこのどなたが最有力かしら」

「同じ難問排除の一員なら、スライドも容易である、と。そしてアナスタシア自身も担当は軍事インフラ。世界ビジネス的には北米を牛耳っている。つまり元から相性は良かった」

「はいよくできましたカルタ君、このわたしからはなまるをあげましょう」

　当然、罠わなの可能性は否定できない。

　そういうデータの流れを捏ねつ造ぞうした上で、カルタ達を炙あぶり出だそうとしているのかもしれない。フィンランドにおけるログハウスの一件がまさにそうだったように。

　マリカは眉をひそめて、

「軍需企業って事は国がお客さんなのよね？　ここに匿かくまっているとしたら、社長さんは上に通報したりするもんじゃないの。ええと、ほら、大統領とか」

「誰かが天てん秤びんに掛けているのかもしれない。何しろ相手は最後に残った難問排除、まさにレア度マックスの大戦力だ。軍需企業が最後の一人に恩を売りたいのかもしれないし、ホワイトハウスがアナスタシアをこっそり独占したくなったのかもしれない」

　大統領にホワイトハウス、当然これらに根拠はない。カルタは臆病な推測で自縄自縛にならないよう気をつけながら発言する。

「……それに、アナスタシアの担当は全世界の軍事インフラだ。一体何をしているかは知らないが、彼女の存在が世界地図っていう国境線だらけのジグソーパズルの要かなめになっている。押さえておいて損はないって考える国ならいくらでもある」

「どこでストップがかかっているかまでは、流石さすがに分からないかな。ただし『大剣』から独立したこの工場が臭うという事実は変わらないでしょ。もちろん相応以上の危険は伴うけど」

　とはいえ。

　だとしても。

「行ってみない事には始まらない、か」

「まあ、囮おとりや陽動にしても、誰がどこからどういう経路で指示を出したのかとか、別口のヒントが出てくるかもしれないしね」

　車椅子の生徒会長はプロジェクターのリモコンのボタンを押し、アナスタシア＝ブラストの顔写真に表示を切り替える。

　長い金髪をウェーブにした、グラマラスな美女。

　もちろん戦う前に相手の情報があればあるだけ欲しいものだが、生あい憎にくと他に表示できる内容は全くない。

「こいつもこいつでスザニア同様、表に出てこないタイプの難問排除ね。最初のエリシアは単独行動中の奇襲で仕留めたけど、続くロンドンでのサミットは集団戦で待ち構え、フィンランドでのスザニアもこちらを確実に仕留めるべく罠わなを張っていた。……にも拘かかわらず、アナスタシアはそのどこにも顔を出していないのよ」

「よほど慎重なのか、あるいは臆病なのか」

　難問排除に似つかわしくない言葉だが、臆病な強者というのも確かに存在する。こういう人種はたとえ向かってくるのが小さなミツバチだろうが大騒ぎして全身全霊で叩たたき潰つぶす。パニックに付け入るチャンスがある一方、油断や妥協とは無縁の人格構造だ。取り扱うのが世界最強の力である以上、下手に冷静沈着な最適解を出す人間より危険とも言える。

　ましてそれが。

　世界の軍事インフラを直接握る存在だとすれば。

「情報なき最強……」

　アイネとじゃれていたマリカが、苦い調子で呟つぶやいた。

　当初『機械化』と思っていたスザニア＝エヴァンスの骨子は、実際には『再生』の仰ぎよう神しん魔ま法ほうだった。あの読み違いは一歩間違えば全滅の危機にも繫つながっていたかもしれない。あんな心臓に悪いどんでん返しはもう避けたいと考えるのは自然な事だ。

「それでも足踏みなんかしていられないのよね」

「ああ」

　カルタもまた頷うなずいた。

　頷うなずいて言った。

「ここで終わらせる、絶対に」
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　アメリカ合衆国、シリコンバレー。

『大剣』の万能大工場から切り離された、それでいて世界最大の軍需兵器工場なんていう話だから、てっきり大地は鉄とコンクリートで埋め尽くされ、空一面毒々しい色の煙で覆われ、トンテンカンと鋼を叩たたく音が二四時間響き渡るようなイメージを持っていた歌うた貝がいカルタだったが、実際は大きく違ったものだった。

　清すが々すがしく突き抜ける青空、緑色の芝生が一面に広がり、小さな橋のかかる清流は太陽光を反射してキラキラと美しく輝いていた。

「半導体工場の街だから、奇麗な水と空気は必須なのね」

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカがキャンピングカーの窓から外を見ながらそんな風に言っていた。

「同じシリコンバレーでもサンノゼなんかは何十万人も生活しているようだけど、一万人くらいしかいないエリアもある。ましてそれらを繫つなぐ幹線道路沿いになると、こういう景色が広がる事になるんだとか」

「つっても、今じゃアメリカだって砂漠の方が縮小傾向にあるみたいだけど。『機械化』、いや『再生』だったっけ。スザニアが直轄していた砂漠の農業プラントが暴走したせいで、あっちもこっちも緑に埋め尽くされ始めているとかで。……昆虫とか小動物のおかげで、いったん軌道に乗ってしまえば誰かさんの肉はいらないのかしら。緑地化再生事業も善よし悪あしね、あの調子で雑草の遺伝子を無尽蔵に取り込んでいったらオフロードカーでも進めなくなるわ」

　当面、人間は飢えないだろう。

　食の質は落ちていくかもしれないが、品種改良だの遺伝子改造だのに特化した『金の一粒』にしか興味のなかった農家達が本来の形を取り戻せば、やがては水準以上のものになるに違いない。

　反面、巨大な四角い工場とトラック基地以外は何もない場所だ。ガスステーションとダイナーとコインシャワーの他に利用できる施設もなく、食材調達にも難儀するだろうという事で、事前に途中の街にあったスーパーで買かい溜だめしておかなくてはならないほどだった。砂漠を農地に変えるスザニアの喪失により、そのスーパーの棚もガラガラで一苦労（すぐに備蓄がなくなるとも思えないし、自作のシェルターに閉じこもりたい方々が買い占めでもやらかしたのだろう）。観光客も車での旅の中継地点として立ち寄る事はあるが、名所として長居するような場所ではない。キャンピングカーが長期滞在していては目立ってしまうだろう。シリコンバレーは一帯が精密機械工業を推奨している……という建前だが、何もない場所には本当に何もない。

　ストロベリーブロンドに染めたツインテールのマリカは車内の限られたスペースを新たに圧迫する『言い訳』に胡う散さん臭くさそうな目を向けながら、

「こんなのほんとに『保険』になるんですかね。カメラと望遠鏡なんて」

「特に見るべき名所のない、それでいてガスステーション一つ探すのにも難儀する場所へわざわざやってくる理由と言ったら天体観測が一番でしょ？　空気が奇麗とかできるだけ人工的な光の少ない立地が良いいとか説明すればある程度の信しん憑ぴよう性せいがつく。秘境だろうが私有地だろうがズカズカ踏み込んでいくメテオハンターなんて肩書きをつければ完璧ね」

「めて？」

「降ってきた隕いん石せきを拾ってお金に換える物好き集団よ」

　一応、深く追及された時のために道中で実際に何枚か天体写真を撮影してフラッシュメモリに保存してあった。そして意外にも一番ハマっていたのは生徒会長本人だった。カルタからすると冷静沈着で底の知れない印象があるが、ひょっとしたら星座占いとかが好きな乙女の部分もあるのかもしれない。

　洋上水晶魔法学園にいた頃は、夜空の様子はどうだったか。

　意外と記憶にない。

　人里から遠く離れた南国の海を漂っていた頃も星は多かったはずだが、巨大船舶そのものが常に強い光を放っていたからかもしれない。

　ひょっとしたら、その頃から生徒会長は夜な夜な天体望遠鏡に目を通し、不本意な結果に息を吐いてくすぶり続けていたのかも……？

　ともあれ。

　アナスタシア＝ブラストがあの工こう場じよう敷しき地ち内ないに潜伏している可能性は高い。

　そして襲撃するならセオリー通りだ。夜明け前が一番警備の意識が緩くなる。それまではこちらからも動けず、まんじりともせずといった調子だった。もちろんカルタ達としても襲撃のタイミングに合わせて生活リズムを調整する必要が出てくる。今日は日没前にディナーを終え、宵の口から深夜までを睡眠へ充てる事になるだろう。

「ねえ」

　もはや定位置となったソファベッドに寝転がりながら、幼おさな馴な染じみのマリカがこんな風に言ってきた。

「この仇あだ討うちが終わったらどうしよっか」

「どの道、まともな生活には戻れそうにないな。理由は正しくたって、世界中を旅して人を殺して回っていた事実は変わらないんだし。かと言って、洞窟に籠って水晶像の墓守っていうのはかえって悪目立ちしそうだ。難問排除っていう明確な追跡者を叩いたら、あそこは放っておいた方がゲキハ達のためになりそうなんだよね……」

　こちらもやはり定位置、キャンピングカーの片隅で直立する水晶少女のアイネは、あまり深く考える風でもなくこう答えていた。

「アイネは元々にえさまの水晶花ですので、今後もにえさまと共に行動するものと考えていました」

「そうね。私も元々アンタの幼おさな馴な染じみだし、アンタと一緒でも良いいのかもね……」

　何となく本人そっちのけでポンポンと話がまとまってしまう。

　そして自然と矛先は車椅子の生徒会長の方へ向けられていた。

「とりあえず、一区切りがついたら『生徒会長』は返上かしらね」

　彼女も彼女で、少しだけ寂しそうに微笑ほほえみながら、

「それにここまで来て、わたし一人だけ外へ放り出すつもり？　流石さすがに少々冷たい選択とは思わないかしら」

「結局全員一緒か……」

　歌うた貝がいカルタはそんな風に呟つぶやく。

　マリカがぴくんと眉を片方跳ね上げて、

「なに、アンタ不満なの？」

「別にそういう訳じゃなくてだな」

「？」

　巨大船舶から命からがら生還したのがこの四人（？）だった。残ったメンバーは力を出し合って絶壁のような難易度の難問排除に仇あだ討うちの戦いを挑んだ。始まりは、それだけだったはずだ。つまり、言い方は悪いが行きずり。生き残ったメンバーが違っていれば、今話しているメンバーも変わっていた。それだけの関係だった。

　にも拘かかわらず、気がつけばそれ以上に強く大きな繫つながりができていたらしい。

　改めて考えてみるまでカルタも自覚はなかったが、じゃあ全部終わったらお開きにしましょう、みんなバラバラに逃げてもう会うのはやめましょう、と言われたら違和感を覚えていたかもしれない。

「全部終わったらどこに行こう」

　カルタの呟つぶやきに、ぎゃあぎゃあ言いながらマリカとキョウカが交ざってくる。

「とりあえずゴミゴミした都会は真っ平。わたしは南の島とかでゆっくりしたいかな」

「ええー。アルプスとかも良くないですか。ザ・避暑地！　セレブっぽくて」

「厚着を強いられるのは勘弁願いたいものね。山より海の方が好きなので」

「うっ、水着姿とかに自信があるタイプですか」

「わたしは好きよ、マイクロビキニもスリングショットも。女のカラダは魅せつければ魅せつけるほどに磨かれるものだしね？」

　妖しく笑い、何故なぜだか車椅子の生徒会長がカルタの方へ流し目を送ってくる。

　そしてアイネはアイネでこんな希望を言っていた。

「アイネはにえさまと一緒であればどこでも構いません」

「構わないというか、選択の余地がないからな」

「ただ浴びるほどの純金さえあればアイネは何も困りませんので」

「エルドラドでも探せってのか、一番難易度が高そうだぞ」

　まったりと言い合いながら、しかし同時にカルタは心の片隅でこんな風にも思っていた。

　遠い。

　あまりにも遠い。

　口に出して語っている夢に具体的な現実感がまるで湧かない。決して望んでいない訳ではない、そうなれば良いなと本心から考えている自分もいる。にも拘かかわらず、透明な薄い膜でも挟んでいるような感覚を振り切れないのだ。そんな訳ないだろう、そこまで都合良く進んでくれるはずがないだろうと。

　いっそ。

　注意しないと、ついうっかり『いつもの学校に戻りたい』という絶対にありえない未来まで口に出してしまいそうなほどに、並べられる選択肢には重さや厚み、それらがもたらすずしりとした手応えがない。

　最後の戦い。

　最後の最後まで温存されていたアナスタシア＝ブラストとの戦い。

　難問排除、世界最強の一人。

　事前対策も綿密な戦術構築もできず、ぶっつけ本番でそんな相手と戦わなくてはならない、圧倒的に危険な状況。

　これが最初だろうが最後だろうが殺されたらそこまで、全てを失う。

　どんな結末が待っているかは誰にも分からない。

　だけどこれだけは根拠もなく断言できる。

　理想の通りに終わってくれるほど甘くはないぞ、と。

「全部終わったら、とりあえずしばらくのんびりしたいよな」

「できるわよ。今までの方が忙し過ぎたくらいなんだからさ」
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　約束の時間になった。

　深夜、いや早朝とでも呼ぶべきか。午前四時一〇分。夜明け前ギリギリのタイミングでカルタとマリカはキャンピングカーを降りた。彼らがいるのは長距離ドライバー用のトラック基地なので深夜でも活動は活発だったが、しかし流石さすがにこのタイミングだと話も変わってくるらしい。皆、運転席のシートを倒して毛布を被かぶり、食糧不足の空すきっ腹ぱらを抱えて静かに寝息を立てている。

　藍色から紫色へと変じていく空。

　洋上水晶魔法学園の思い出と同じ。闇を吸いながらも星の配置がイメージできない不思議な天空。

　見上げて、やや肌寒い空気にぶるりと背筋を震わせながら、巻き髪ツインテールのマリカはややうんざりしたように呟つぶやいた。

「何でこんな時間を選んだのかは大体理解したわ。ま、相手は同じ仲間の『大剣』の手も借りない、世界最大の軍需企業の兵器生産工場なんだから、ここまで眠りこけてくれるとは思えないけどさ」

「アナスタシアがいるっていう確信さえ持てたら、こっちはもうコソコソやる必要もない。どうせ最後の戦いになるんだし、強行突破して短期決着を挑んでしまっても構わないんだ」

　当然。

　相手が力押しで倒せるレベルの戦力なら、の話だが。

　歩いてトラック基地を抜け、半導体工場へと足を運ぶ二人の耳に、キャンピングカーで待機している車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカから通信が入る。

『カルタ君。世界最高警備の工場だけど、侵入の手順は覚えている？』

「まあ、言うほど複雑なものでもないですし」

　おそらく産業スパイやテロ対策の一環として、工場の内外問わず様々なカメラやセンサーが敷ふ設せつされている事だろう。それこそ全部数えたら千だの万だの超えてしまいそうなほどに。

　だが、それならそれでやりようはあるのだ。

　つまり、

「センサーは、侵入者を検知して鳴らさなければ意味がない」

『むしろこっちの方で小細工して、どんな操作も受け付けず二四時間ぶっ通しで警報が鳴りっ放しになるような状況を作ってしまえば良いのね。最初は警備の連中も気合を入れて辺りを捜索するでしょうけど、次第に飽きてくる。センサーの故障だからさっさとうるさい警報を止めろと怒鳴り散らすまでそう時間はかからない』

「全てのセンサーが同時に警報を発している最中なら、改めて私達が踏んづけても誰も気づかない、ですか。うひゃあ、ニンジャアクションの真逆ですなあ」

　隣を歩くマリカが冗談めいた調子で嘯うそぶいていた。

　メチャクチャなやり方だが、どっちみちド派手な難問排除との戦闘になればこっそり誰にも気づかれずに、なんて目標は達成不能だ。遅かれ早かれ大混乱の時はやってくる。後はそれが具体的にいつなのか、という話でしかない。

　工場の敷しき地ち面めん積せきは三キロ四方で、周りに何もないためか従業員の社員寮なども併設され、これ自体がちょっとした村のようになっている。フェンスやゲートのせいでかなり閉鎖的だが。巨大な四角い工場施設がいくつかと、製品や材料を一時保管するための倉庫がずらり。

　敷しき地ちへ入る前に、途中の道で背の高いフェンスに囲まれた無人の変電施設を見かけた。もちろんこれを破壊したって予備の電源に切り替わるだけだろうし、切り替え作業を迂う回かいしてセンサーへの電力供給を止めるには相当専門的な技術が必要なはずだ。

　だが騒ぎを起こすだけなら簡単だ。

　カルタは言った。

「マリカ、一発ドカンと」

「うおお、ついに始まるのね……」

　テスカトリポカ、励起……と幼おさな馴な染じみが呟つぶやくと、胸に挿した水晶花が砕け、その手足が半透明の装甲や翼に覆われていく。マリカがレイピアを振るうと、突風で壊れた傘のように裏返った鍔つばの裏にあった射撃ユニットから放たれたレーザービームがフェンスと四角いコンクリートの小屋ごと変電施設をまとめて両断していった。

　途端に眠りの中にあった工場全域でけたたましいサイレンが鳴り響き、ドカッ！　ドカッ!!　とあちこちで野球のナイター中継みたいな高輝度ランプが点灯していった。

　カルタは鼻で笑った。

　厳戒態勢下での移動についてはロンドンで経験済みだ。激しい光は不審者の炙あぶり出だしに有効なように見えるが、実際には明暗の差がきつ過ぎるとかえって影の中に死角を生み出してしまう。あの分なら心配はなさそうだ。

「それじゃ後は臨機応変に」

「漲みなぎってきたー！」

　やはり工こう場じよう敷しき地ちを遮る金網のフェンスについては、マリカのレーザービームで引き裂いて侵入ルートを確保する。

　が、中に踏み込んでみて、すぐに異変が伝わってきた。

「……何だ？」

『どうしたのかしら』

　生徒会長からの質問に、マリカが答えていく。

「ええと、予定通りセンサーを鳴らして敷しき地ちに入ったんですけど、誰もいないんです。警備のＰＭＣも、派手な目覚ましに叩たたき起おこされて外の様子を確認するであろう従業員も」

「……、」

　センサーや高輝度ランプは異変を察知して自動的に反応するものだったのだろう。朝、いつも通りに学校へ行ったのに始業のチャイムが鳴っても誰一人やってこないような、不気味な感覚が渦巻いている。

　そしていきなり全てのサイレンが死んだ。

　簡単には解除できないやり方を選んだはずなのに、シンと静まり返った。

　代わりに各所に設置された緊急放送用スピーカーから、若い女の声が響き渡る。

『そうかしこまらなくても鍵は開けてあるよ。傭よう兵へいどもも下がらせてある。早く来い、私としてもお前達とは一度話をしてみたかったんだ』

「……、」

『望む望まざるに拘かかわらず、そちらとしても顔を合わせる必要があるのではないか？　お前達からすれば、最後に残った私を殺したくて仕方がないだろうからな。とにかく早くしろ。Ａ棟一階、総合受付で待っている』

「（……ねえカルタ）」

「（……分かってる。とりあえず怪しい人物がいるのは確定だが、案内先で待っているとは限らない）」

　互いの背中を合わせ、全周を警戒しながら、じりじりと二人はＡ棟を目指す。

　そうしている間にも、世間話のようにスピーカーからは若い女の声が続く。

『なあ歌うた貝がいカルタ君。お前は脅威についてどう思う？』

「……、」

『おっと、警戒させたかな。こちらも情報を得るまで苦労させられたものだ。何しろ船ごと沈めて遺体確認も難しい状況だったからな。どこの誰を殺し損ねたのか、確証を得るまでが本当に大変だった。最終的には各国政府が握っていた成績表と、お前の扱うアイネとかいう完全分離型の水晶花が役立ったがね。レアな武器というのは実際の現場では足を引っ張るものだよ』

　一方的に全館放送を流しているだけではない。

　向こうはカルタ達の位置を知り、言葉に出さないリアクションまで把握している。

「……脅威がどうだろうが今さら知った事じゃない。全部アンタ達の自作自演だったと言われても驚かない」

『ははっ、それじゃあ筋が通らない』

　意味の分からない返答だった。

　ここまで来て噓うそをつくとも思えない。そもそも相手は命乞いもしていない、つまりカルタ達の機嫌を窺うかがう必要を感じていないという事だ。明確に殺し、口を封じてしまえるのなら、わざわざ取り繕うような『駆け引き』は必要ないはずだ。

　だとすると……？

『あるんだよ、脅威は』

　スピーカーからは擦り切れたような声が響いていた。

『どうしようもなく強大で、交渉の余地なく凶暴で、私達五人が総出で挑みかかっても決定打を与えられない……そんな存在。金属由来自律発祥高次生体戦闘兵器、なんて呼ばれているが、さて実際はどうなんだかな。しかしモノが何であれ確実な被害をもたらす、各国政府もギリギリで抑え込んでいる拮きつ抗こう状じよう態たいでは満足できなかったんだろう。だから水晶花を代表とする、様々な新技術の開発と導入を進めようとしていた』

「それならどうしてあの学校で俺達を踏み潰した？　仲良しこよしでやっていれば良かったじゃないか」

『実際に戦ってみて分からなかったのか。フォーマットが全く違う』

　断言。

　切り捨てるような言葉だった。

『お前達の力は有益だ。現にこうして私達をここまで追い詰めた。だが現場にいきなり異なる兵器を持ち込めば整備や運用で絶対に混乱が起きる。互いの足を引っ張り合って本来の性能を発揮できなくなり、ギリギリで抑え込んでいた状況が崩壊する。あちこちの州や街が沈む程度だった被害に歯止めが利きかなくなり、五五億全体の未来が悪い方へ傾いていくはずだ』

「……、」

『力は、あればあるだけ困らないという話ではない。私達は、私達五人のアップデートを繰り返す事でいつか確実に脅威を打倒する未来を掲げていた。それ以外の全ては余計な、足を引っ張る因子に過ぎなかったんだ』

「ふざけるな。規格が合わない程度の理由であれだけ殺しておいて、だからこっちに懺ざん悔げでもしろと？」

『いいや』

　向こうはカルタ達を恨んでいるのだろうか。

　カルタ達が仲間を殺された時と同じように。

『罪に対する罰はある。私がお前を殺すか、お前が私を殺すか。ただし仮に私を倒しても、お前達の地獄は終わらない。今度は世界最強となったお前達が脅威という現実を突き付けられるだけだ。結局、何がどうなってもお前達に安息なんかないんだよ』

　マリカはあちこち目を泳がせながら尋ねてくる。

「あいつ、あの野郎、ここまでのレベルで頭がイカれているっていうの？　あれだけの大虐殺をしておいて、善悪論を持ち出さない？　ふざけんな！　罪の意識さえ感じていないっていうの!?」

『立場の違いでしかないんだよ。そして覚えているかな。あの馬鹿げた船からも見えたはずだ。かつて私達、難問排除が一体何の警護任務についていたのかを』

　お飾りのガラクタ。

　水平線から垂直に伸びる細い細い影。

　風かざ向むきゲキハが笑いながら声を掛けてきたのを思い出す。

「軌道、エレベーター？　それがどうしたって言うんだ……」

『世界は勝者によって塗り替えられる。神話の時代があった、自然科学の時代があった、多数決の時代があった、仰ぎよう神しん魔ま法ほうの時代があった、そして今は水晶花を軸とした水晶魔法の時代がやってこようとしている』

「……、それを望まないっていうのか、アンタ達は」

『つまりここに帰結する、立場の違いが。脅威に対する要塞陣地構築にあたって、一般の科学技術だけでは追い着かないと感じたからこそ、我々は魔法を持ち込んだ。サニーサイドアップ、惑星拡張は選択肢の一つだ。だけど他にも色々あった。エリシアは廃棄物の完全循環による海底都市、ユキノは前述の惑星拡張、ジェシーは大規模コールドスリープによって数万年先の環境回復した世界へ疑似タイムトラベル、スザニアは生物構造を参考にした特殊スーツを纏まとう事で過酷な環境にも対応する、だったかな。私の場合も、そうした選択肢を一つ抱えているよ……もっともかなりの異形だが。というより、脅威と戦う術を自力で構築できるか、否か。それが難問排除の加入条件だったと言い換えても良い。どれもこれも必要な訳じゃない。どれか一つでも芽が出れば、我々は脅威に打ち勝つ算段がつくという話だった』

「まさか……」

『そう、これを新たに台頭したお前達水晶魔法使いは根本的なところから封殺にかかってくる。お前達のもたらした副産物……つまりは建築物の超高層化、船舶や航空機の超大型化は瞬またたく間まに資源を吸い尽くしていった。おそらく私達五人がどれほど異形な要塞文明を作ろうとしても、お前達のもたらした新技術が足を引っ張ってしまう。実現の前に、惑星が枯こ渇かつして人類が脅威に追い詰められる方が早い。水晶魔法から物事を発展させていっても、脅威には勝てないんだよ』

　アナスタシアの言葉はどこまで信じられる。どこまでが真実かは読めない、きっと何かがねじれている。だが偽装のストーリーを紐ひも解とけば、少なくともこんな情報が浮かんでくる。細部はどうあれ、仰ぎよう神しん魔ま法ほうが作り上げてきたものを水晶魔法の産うぶ声ごえが考えなしに突き崩そうとしていたのだと。

　一人一人の力が問題なのではない。

　その大きなうねり、何が何でも仰ぎよう神しん魔ま法ほうを王座から引きずり下ろそうとする見えざる掌てのひら。

　難問排除達が戦っていたのはそれだというのか。

『そもそも我々は、水晶魔法使いそのものに善悪があるとは考えていない』

　スピーカーから流れるように声が続く。

『……むしろ本題は「原初の水すい晶しよう胚はい」だ、あれが人類に余計なものを与えている。黙っていれば脅威と善戦を続けられたものを、わざわざ内側から足を引っ張らせる形で。アレの思考や寿命は不明だが、水晶魔法使いは人類の中からしか現れない。ひょっとすると、一度人類含めた全てを滅ぼしてから、数万年待って新たな緑の生態系が湧き出るのを望んでいるのかもしれないな。人が頂点に立たない形での、ピラミッドの再編を促すために』

「……、」

『そろそろ自分自身に疑問を持ち始めたか？　新たな道を捨てた足踏み状態の人類がどうなっていくのかは私にも分からん。安易に資源や食糧を食い潰して絶滅するのか、案外その辺りも「原初の水すい晶しよう胚はい」さえ想定していなかった水晶魔法の使い方で解決してしまうのか。だが選択の自由を奪われるのは好かない。行く、行かないは人類が決めれば良い。「原初の水すい晶しよう胚はい」なんぞに人様のスカートを摑つかまれるいわれはないだろう』

　問題のＡ棟に近づいてきた。

　ごくりと喉を鳴らすカルタやマリカに、スピーカーはさらに語る。

『そしてこれは善悪論ではなく、あくまでも立場の違いだ。神話の時代があった、自然科学の時代があった、仰ぎよう神しん魔ま法ほうの時代があった、そして水晶魔法使いが台頭し始めた。複雑に考える必要はない。世界はただ最強の色に染まる、最強が世界を決める。かつて我々は共に脅威と戦うつもりで誰かの足を引っ張り、図らずも先達の命を奪ってしまい、そして今同じように足を引っ張られている。我々が駆逐されるまでは我々が最強で、我々が倒れる時は最強の冠もよそへ移る時だ。最強など、そんなものさ。吹けば飛ぶんだよ、この薄っぺらな世界は』

「お前……」

　ゾッとする。

　こいつが他の難問排除と共同で動かなかった理由がようやく分かってきた。全力で脅威と戦う、全力で勝ちを獲とりに行く。だが、その結果として自分が生き残る事など考えていない。勝利のために他人の命が必要なら使い潰し、リストに自分の名前が載っていても躊躇ためらわない。根本的に『いつか来る破滅』を回避しようともしない。来るまで待って、来たモノを真正面から粉砕する。それで今日まで生き延びてきた。そこまでの無計画で世界最強の座に居座り続けてしまうほどの、まさしくどうしようもない頂点。

『シンプルだろう？　それが今日か、今日ではないかの違いでしかない。そうやって生きてきたのさ、我々はな』

　約束のＡ棟総合受付には結局辿たどり着つかなかった。

　その前に、次の動きがあった。




　ゾンッッッ!!!!!!　と。

　巨大で四角い工場全体が、内側から斜めに切り裂かれたからだ。




　全てが倒壊する。膨大な量の灰かい燼じんが景色を埋め尽くしていく。

　だがそれらのスクリーンさえ切り裂き、吹き払い、後には何も残らない。

　紫色の空の下。

　長い金髪をウェーブ状に広げ、黄色と黒、危険を示す色彩のタイトスカートの軍服を纏まとうその女性は、ニヤリと笑ってカルタやマリカを見やっていた。

「エジプトの裁神アヌビスに請こい願ねがう……」

　アナスタシア＝ブラスト。

　最後の難問排除。紛れもない世界最強。

　今日までの正義であり、同時に明日からの正義とは限らないモノ。

「では始めよう、いつも通りの終末まいにちを。ここに善悪論はない。ただ私が誰かを滅ぼして、誰かに滅ぼされるまでの夢うつつ。最強の座など、そんなものに支えられた世界の色など、所詮は一眠りの狭はざ間まで揺れる幻のようなものでしかないのだからな」





４






　今さら出し惜しみなど必要ない。

　歌うた貝がいカルタはずるりと背中側から水晶少女アイネを呼び出し、そしてすでに水晶花の装甲とレイピアを展開済みのマリカへ叫ぶ。

「アイネは前に、マリカは飛べ!!」

　わざわざ通信ではなく肉声で指示を出し、アナスタシア側の注目をよそへ移したところで、カルタはカルタで真正面から動く。

　ブレザーの懐ふところから改造軍用懐中電灯を取り出し、レーザーポインターとプリンタに使う特殊なレンズを組み合わせた眼球潰しの光線の雨を無音でアナスタシアの顔面へと照射する。

　だが、

「魔法とは」

　消えていた。

　音声のブレと共に、黒い軍服の女は照射地点のすぐ横に立っていた。

「奉じる神や信じる宗教を基軸に、自らの知り得る範囲の事物で広い世界の全域を理解しようとする行為と総括される。タロットカードの並びで生せい命めいの樹きを説明できるだとか、特殊なカレンダーで世界滅亡の日が分かるだとか、特定の手順を踏めば自由に雨を降らせられる雨乞いとか、色々言われているが『原理』は同じだ」

「くっ！」

　なおも地上からカルタが眼球潰しのレーザー光で狙い、上空からはレイピアの鍔つばを裏返して射撃モードに切り替えたツインテールのマリカが本格的な殺人光線を撃ち放つが、どうしても当たらない。当てられない。光の速度を戦闘に持ち込んでなお、頻繁に『消える』アナスタシアをまともに捉える事ができない。

（何だっ、テレポートでも利用している？　あるいは照射前にこっちの思考でも読み取られているのか!?）

「シンプルな話だよ」

　アナスタシアは直立したままだった。

「自分の知り得る範囲の事物で広い世界の全域を利用しようとする行為、と言っただろう？　それはつまり、目に見えない量子力学を手で摑つかんで実感できるニュートン力学で説明しようとする行為にも当てはまる」

「な、に……？」

「簡単に言おう、私が光の速度を超えれば光の攻撃は避けられる。そして私の肉体には常に光が当たっているのだ。光に体を押してもらった状態で自分の力を上乗せすれば、（光の速度）＋（私の運動能力）＝（現状の速度）が成り立つ。光という基本にわずかでもプラスを上乗せできるなら、むしろ超えられない道理はないではないか」

「……なにを、いっているんだ……？」

　こちらの思考を乱すための攪かく乱らんかと疑ってしまうほどの台詞せりふだった。

　まるで子供の理屈だ。いいや、今時小さな子供だって光の速度は超えられない事くらい何となく分かっている。極限の結果を生み出しながら、しかし根底の部分で無邪気とまで言えるほどの矛盾をはっきりと宣言するアナスタシア。それが不気味で不気味で仕方がない。

「別に光の速度に限った話ではない。今まで難問排除を見てきただろう。天球儀、カレンダー？　水晶魔法のように天と地の圧、世界の流れを読むだけで世界最強の力を管理できるとでも思っていたのか」

「……、」

『恐竜』、『光こう槍そう』、『大剣』、『再生』。

　確かに。確かに、系統が全く違うからこその強みとも受け取れる。

　だって仰ぎよう神しん魔ま法ほうだから、が全てだ。

　こっちはとっくの昔に理解を放棄しているのに、それでも向こうはやってくる。だからこそ、その得体のしれないモノが恐ろしかったのかもしれないが……。

「恐竜の時代があった。石器の時代、杖つえや水晶球の時代、銃や蒸気の時代、色々あった。一つ前は電気と石油の時代かな。だが我々が駆逐した。それができたから今は仰ぎよう神しん魔ま法ほうの時代であり、我々は世界最強の冠を戴いただいているのだ」

　くつくつと笑って、アナスタシアは言う。

「仰ぎよう神しん魔ま法ほうの使い手とはな、別に天才でも賢人でもない。ある意味で馬鹿なんだ。宇宙から降り注ぐ力も、大地の核から湧き上がる力も、それらのぶつかり合いが織り成す見えない山や谷も関係ない。オカルトな気象図と睨にらみ合あうそちらと違って、私達は自前で爆弾低気圧を生み出す。現実にそれができる。……そしてそこまで進めれば、光の速度如きに縛られる世界の先へ行けるんだよ」

　冗談のような猛威。

『魔法』という定義そのもの。

　同じ人の形をした『理解放棄の怪物』。そんなものの前に立って、改めてぞわぞわと指先に嫌な感覚が走り抜けるカルタだが、ここで彼は根本的な事に気づく。

　まだ終わりじゃない。

　光速より速く動くモノ。そんな敵が相手では誰の攻撃も当たらないように思えるが、そうではないのだ。それは『光速を超える事ができない』常識をきちんと理解しているカルタ達の考え方に過ぎない。

　何故なぜならば、

（……アナスタシアは、あの無邪気な最悪は、光が『世界最速』であるとは考えて……いや信じていない。光よりも速いモノがいくらでも存在すると信じている）

　ごくりと喉を鳴らし、

（つまり、光の克服法を知っていても、それで世界を捻じ伏せられるとは信じていない。例えば振動、例えば電子、例えば風や火。当たり前にあるものが当たり前に光を超える可能性まで無駄に織り込んでいるんだ。つまり、つまり、つまり……）

「アイネ！　直接叩たたけ!!」

（……光を利用したレーザー攻撃に対処できるだけで、他の攻撃手段なら当たるチャンスが残っている!!）

　ゴッ!!　と風が渦を巻いた。

　水晶のような半透明の素材で作り上げた日本刀。十手のようにミネ側で枝分かれし、レーザービーム照射用の短銃を備えた特殊なユニット。透き通るような白いドレスを派手に翻ひるがえし、得物を手にした水晶少女のアイネが勢い良く前方へ駆けたのだ。

　直線距離で二〇メートルもない。

　人間でないアイネの足なら一秒あれば懐ふところまで潜り込める。

　だがアナスタシアはくすりと笑って、一歩後ろへ下がった。

　それだけで、アイネの速度が死ぬ。止まる。何故なぜだか空回りし、黄色と黒の軍服の女へ辿たどり着つく事を阻はばまれる。

「お前が前に進む間に私は後ろへ下がる。お前は永遠に私に辿たどり着つけない」

「ギリシア辺りの屁へ理り屈くつかっ!!」

　上空のマリカが叫び、レイピアを摑つかみ直なおして流星のように突撃した。上から下に攻める場合、アナスタシアは地面に沈む訳にはいかない。距離や速度を無視するアナスタシアの『魔法』で呪縛はできず、そのまま懐ふところへ飛び込めるはずだったが、

「月が私を引っ張ってくれるから、私は大空を飛べる」

「ッッッ!!!???」

　アナスタシアが、消えた。

　慌ててマリカがレイピアを手前に引いた直後、その武器と右腕の装甲がまとめて吹き飛ばされる。カルタと違って機銃くらいなら弾く万全の障壁を使えるはずなのに。遅れて響く轟ごう音おん。かろうじて墜落だけは避け、ツインテールの少女はふらふらとした動きで地上への不時着を試みていく。

　そして視認できる領域を超える速度で突き抜けたアナスタシアもまた、右の拳をメチャクチャに破壊し、肘の先から腕の骨が突き出ていた。

　上空で止まり、くすりと笑ってアナスタシアは壊れた手の甲に口づけをする。

「唾をつけておけば治る」

　直後に起きた結果は説明するまでもなかった。

　水晶魔法のような時間の制約や細かいルールなど存在しない。

　当たり前の重力に縛られ、地べたから見上げるカルタの全身でドバッと汗が噴き出る。『魔法』の本質、得体の知れなさに恐怖とも緊張とも違う、気味の悪さを感じていたのだ。

　アナスタシアは、決して『知らない』訳ではない。

　先ほど、『月が私を引っ張ってくれるから』と言っていた。万有引力を知らなければ前提を思い浮かべられない。しかしその上で、彼女はそれより自分の考えが優先されると完全に一ミリの疑いもなく信じているのだ。今は、そういう時代だから。ここは、そういう世界だから。自らの手で最強を独占し、世界の全てを我が物として作り替えてきた自負の表れか。ありとあらゆる並行世界のｉｆがこんな馬鹿げた結論を許さなくても、今ここだけは違うのだ。

　本人が純粋なほど『見た事のない世界』を歪ゆがめる、魔法。あたかも、世界には果てがあると想像して行った事もないのに勝手に地図を描いてしまうような。

（どうする？　どうする!?　あいつのあのグニャグニャした感じは、『恐竜』とも『光こう槍そう』とも違う、もっととんでもないものだ！　あんなの相手に作戦を立てて順序の通りに戦う事なんかできるのか。あんな爆弾低気圧そのものに、気象図を読んで流れに乗っかるだけで出し抜けるのか？　とてもじゃないけど現実味が湧かない。あそこまでメーターの針が振り切れた相手に勝ち誇るだなんて、どこにそんな道筋があるんだ!!）

「にえさま」

　特殊な日本刀を携え、跳ぶようにアイネがこちらへ合流してきた。

　少し離れた場所では地上に到着したマリカが小さく手を振っている。アナスタシアから一発もらったが、ひとまず戦闘続行可能ではあるらしい。

「このアイネに指示を。次はいかがいたしましょう」

「そうだな」

　応じたのは、カルタではなく上空のアナスタシアだった。

　黄色と黒の軍服の女は紫の天空を背に小さく笑っていた。

「これが私の終末まいにちだ。いつもの通りに誰かを滅ぼし、いつかどこかで誰かに滅ぼされる。始めたのなら終わらせよう。打つ手はないか、切り札はどうした、もうおしまいか。であれば私の命日は今日ではなかったらしい、世界最強の返上は明日まで延ばす事にしよう」

　……こんなものなのか。

　この世界に一体どれくらいの神秘や秘ひ奥おうがあるかは知らない。順当に進めば開花して世界を覆い尽くす可能性を持っていたかどうかも調べようがない。だけど、メッキは容易く剝がされるのか。あんなグニャグニャした、打っても打っても感触の返らない、仰ぎよう神しん魔ま法ほうとかいう訳の分からないモノとぶつかっただけで。

「分かりやすく呪を唱え、自らの『動き』に重点を置いたのは受け身、貴様達の攻撃に合わせてやったリアクションに過ぎない」

　彼らの見ている前で、宙に浮かぶアナスタシアはタイトスカートの軍服の胸元から何かを取り出した。

　分厚いカードセットはトランプに似ていたが、おそらく違う。

　あるいは、その原型とでも言うべきか。

「よって、今度はこちらから行かせてもらおう。私は言ったな、ものに限らず魔法とは自分の知り得る範囲の事物で広い世界の全域を理解しようとする行為だと。そして例題として、タロットカードで生せい命めいの樹きを説明できると」

　カードが、舞う。

　ある種の法則性に従ってアナスタシアの前で盾のように展開される。

「これは厳密に言えば正しい使い方ではないのだが、しかし面白いものができたとだけは断言しておこう」

　そして。

　そして。

　そして。




「たっぷりと楽しめ、私の最強を」




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　地面を突き破り、あまりにも巨大な影が上空のアナスタシアの背後に屹きつ立りつした。
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『それ』は。

　サイズで言えば全長一〇〇〇メートルを超える山のような巨体だった。

『それ』は。

　形で言えば二本足で直立する恐竜にグロテスクな深海魚のフォルムを足したような、異様極まるシルエットだった。

『それ』は。

　ボロボロと輪郭の端から崩れては塗り固めを繰り返し、異様に甘い腐臭を撒まき散ちらす、どこまでも破滅を感じさせる存在だった。

　びりびりと。

　ただびりびりと。

　黄色と黒に圧倒されて、カルタとマリカは動けない。水晶少女のアイネだけが無音で首を傾かしげていたが、銀の髪を揺らす彼女は指示を出されなければ行動しない。

「一口にタロット占いと言っても様々だ。未来を読むというのが最もメジャーだが、特定の人物との相性、自分自身の気持ちの整理……そしてすでに失われた、ヒントの断たれた過去の追及という方法でも用いられる」

　巨体を背に、アナスタシアはそう言っていた。

　これを『当然のもの』として受け入れる怪物が、そこにいた。

「元々は大アルカナ二二枚と小アルカナ五六枚を活用して断絶した生活様式を机の上で再現する試みだった。つまり、滅んだ文明の蘇そ生せいさ。だがおかしいかな、実際に垂らした釣り糸を伝って表に出てきたのは当初から狙っていた特定の一つではなかった。少々糸の強度が高過ぎたらしい、失われた文明と名のつくものを全て釣り上げてしまったようなのだよ」

「なん、だっ、て……？」

「ああ、ああ！　流石さすがに私にとってもイレギュラーだったが、今ではこう『信じている』よ。あの時私が手に入れたのは特定の様式などではなく、有史以来今日までひっそりと消えていった文明の全て、数にしておよそ一〇五六通りの破滅・終末の系統の束であると」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　何だそれは。

　勝てない、そんなメチャクチャじゃ勝てない。

　文明、というくくりだとすると単純な国や人口では測れない。グローバリゼーションが進んだ現代社会では、文明の数なんてそれこそいくつあるのやら。隕いん石せきでも大洪水でもウィルスでも戦争でも、あるいは過疎や孤独などの静かな終わりまで含めて、四ケタ単位で丸ごと文明を滅ぼす方法を保有しているとしたら……ヤツはその一滴を投じるだけでこの世界を滅ぼせるかもしれないのだ。

「……、……」

　カルタは圧倒されていた。

　純粋に言葉が出なかった。

　誰かが言った、アナスタシア＝ブラストは世界の軍事インフラを担当すると。

　こういう意味だったのか。

　味方を守り、敵兵を殺す。そしてパワーバランスを傾ける。軍事とはすなわち命を使って世界や文明の浮き沈みをコントロールする行為に他ならない。

　文明という単位で目の前の景色を眺めているアナスタシアは、いちいち一つ一つの命など固執しない。一つの文明を一人で壊せるほどの勇者や独裁者を前にして、初めて端は役やくとしてその存在に気づくレベル。人類を滅ぼす魔王すら指で弾いて瞬殺する。

　あらゆる文明は、いつか滅ぶ。

　グローバリゼーションが進んで地球全体が一個の文明と呼ばれるようになるかもしれない時代になっても、長い長い目で見れば必ずどこかで空中分解する時はやってくる。

　それは、国家の利害なんて超える訳だ。

　ここまでやっても現役のエース級……つまり脅威を完全に滅ぼしてさっさと引退するのは不可能と言われてしまえば、世界中が脅威を恐れて本腰を入れる訳だ。

（……どう、する？）

　ギョロギョロと目玉を動かし、びっしょりと汗をかいて、歌うた貝がいカルタは救いを求めた。膝をついて呼吸を整えようとするマリカに、傍かたわらで待機する水晶少女のアイネ。後はキャンピングカーで待機する生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカ。どこにいる誰に指示を出して何をどう使えば、こんな無茶苦茶な状況をひっくり返せるというのだ!?

（今ある文明をかき集めても、かつて滅んだ文明の総数には及ばない。だとすればアイネはどうだっ、全身隅から隅まで水晶花で構築された彼女は『人類の範はん疇ちゆう』に入らない、だから人間の作る文明と文明の勝負の外からダメージを与えられるかも……いいや駄目か。あくまで土台は水晶魔法使いの俺で、アイネは『歌うた貝がいカルタのいる文明の一部』でしかない。それを言ったら水晶魔法そのものが『人間の手で作られた派生物』。つまり先人の知恵、その集合には打ち勝てない！）

「おいおい、まさか『まずい』とでも思っているのか？」

　愉悦を交えてアナスタシアは語る。

「有史以来滅んだ文明の全てがここにある。私はそう言ったぞ、復ふく讐しゆう者しや。であればお前達が目の前で奪われた、喉から手が出るほど欲しかった『かつての何か』も混ざっているというのに。洋上水晶魔法学園に属していた七〇〇人。どこにいるかは分からないが、彼らが水晶花を軸とした小さな文明ごと滅んだ以上は遺のこされたものがあるというのに」

「っ」

（……ゲキハッッッ!!）

　あいつは死んでいない。

　長い長い時間はかかるけど、いつか必ず修復はするはずだ。

　しかし滅んだ文明ごと大きな枠で囚とらわれてしまっているとしたら……？

「はっはは！　再会の可能性よりも先に、まずこう考えたな。『まずい』と。それがお前の本質だよ。死者を守るための戦い？　もう何も奪わせないための復ふく讐しゆう？　それが本当に優先されていれば、反はん魂ごん香こうを耽たん溺できする貴族のようにこう思ったに違いないのに。『良かった』とな」

　これが、最後の最後に待っていた世界最強。

　世界の軍事インフラ、いいや滅びの領域にまで手を伸ばしたアナスタシアの引力。

「こいつが私の『魔法』、その真髄」

　右手で見えないブランデーグラスを摑つかむように掌てのひらを動かすと、恐るべき巨体が渦を巻いた。

　ビュゴウ!!　と激しい音が鳴り響いた時には、すでに滅びの集合はソフトボールくらいの球体となって彼女の掌てのひらにあった。そこから這はうように、全身を包む。あるいは手足に、あるいは背筋を伝って、要所を黄色と黒の装甲で覆っていく。

　奇くしくも。

　まるで、出来損ないの水晶花のように。

　一〇〇〇メートルを超える、有史以来滅んでしまったあらゆる文明を束ねた巨大な怪物……それすらも素材。

　あくまでも、世界最強は世界最強という個人で君臨する。完全分離型の水晶少女に戦力を預けてしまうようなカルタとは違う。

「さあ、そろそろ幕切れといこう」

　一層の威圧をビリビリと撒まき散ちらし、上空でアナスタシアは語る。

　凡人にも分かる。あれは、最大効率の利用法だと。一〇〇〇メートルの化け物を暴れさせるより、なお苛烈な破壊をもたらす世界最強だと。




「文明の終わりを越えられぬ者、その一切は我が破滅の壁に押し潰されよ」




　黄色と黒の爆発が、あった。

　それがアナスタシア＝ブラストの恐るべき突撃と分かった直後、決着の時間が来た。
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　最後の瞬間。

　歌うた貝がいカルタは、何故なぜだか酷ひどく色あせた過去を思い浮かべていた。

　いつものようにマリカが隣で笑っていて、実際に顔を合わせるのは稀まれだったけど景色のどこかに遠い存在だった生徒会長のキョウカがいて。

　そして。

　そして。

　そして。

　そこには失われたはずの、失われてはいけなかったはずのクラスメイト。

　風かざ向むきゲキハがいた。
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　決着。

　一本の黄色と黒の槍やりと化して地球を貫こうとしたアナスタシアは、しかし直後に怪け訝げんな顔になった。確かにその時は来た。だが彼女の想定していたものとはかけ離れていたためだ。

　目の前の誰かが言った。

「アイネ」

　ガッッッギィィィィィィィン!!!!!!　という、甲高い音が炸さく裂れつする。『プリセット』の障壁など何の意味もない。それは、水晶と水晶をぶつけたような快音。そして激突音であって決して破砕音ではない。

　つまり、受け止めていた。

　純白の装束を翻ひるがえしてカルタの前に出た水晶少女のアイネ。彼女が両手で構える半透明の変則的な日本刀。折れるでも砕けるでもなく、最高速度で上空から突撃した黄色と黒のアナスタシア＝ブラストを受け止めていたのだ。

「なっ、に!?」

「……俺達は、グリモノアの七〇〇人を背負ってここまで来た」

　みしみしみしめきめきめき!!　と嫌な音は続く。だが終わらない。倒れない。目の前の標的は死なない。水晶少女に守られながら、背後のカルタが吼ほえる。

「有史以来滅んだ全ての文明？　一〇五六通りの滅亡？　そんなもの！　わざわざ刃を向けるまでもなく乗り越えている!!　氷河期、大洪水、噴火、人為的な事件や戦争まで。『それ』がなかった時代にはダメだったかもしれない。でも今は『それ』がなかった時代のルールは通用しない」

　真正面から睨にらみ合あう。

　あまりにも簡単な事に気づきさえすれば。

　今ならあらゆる破滅を抱えた世界最強と同じ位置に立てる。

「水晶魔法を舐なめるなよ。これまでの人には乗り越えられない壁でも、今の俺達なら話は違う!!」

「忘れたのか。滅んだ文明の中には、水晶魔法を取り扱う学校単位で形成されているものも含まれていると」

「だから難問排除が総出でかかってくれば今の俺達が潰れるとでも？　現実として、俺達は五人中四人まで仕留めてきたっていうのにか!?」

　目的を持って行動を続ければ、人は強くなれる。

　かつては滅亡そのものだった災厄だって、乗り越える力をつけられる。

「だったら乗り越えられるさ、有史以来ありとあらゆる文明の滅亡なんて、今ここに立つ俺達なら越えてやらなくちゃいけないんだ!!　今はもう違うって、そんな時代じゃないって、きちんと克服できたから安心して良いって、そう言ってやらなくちゃならないんだ!!」

　これはオカルトな低気圧や高気圧の話などではない。

　爆弾低気圧を好きなだけ放り出せる怪物相手に力業で取っ組み合いをするのとは違う。

『魔法』の使い手、アナスタシア＝ブラスト。世界最強たる破滅そのものの女さえもコントロールする方法を模索する。積乱雲だろうが爆弾低気圧だろうが知った事か。天球儀やカレンダー。人はルールを知る事で、災害すら味方につけた。貯水、農耕、航海、何でも良いい。理解不能に留とどめるな、克服しろ。

　アナスタシア＝ブラストに切り込め。

　ヤツ自身すら知らないヤツ自身の法則で縛り上げろ!!

「人間ってのはな、滅んで終わりの恐竜じゃないんだ。脅えて蓋をするだけじゃ終われないんだ！　どれだけ惨めで情けなくて格好悪くても、それでも反省して学んで乗り越えていく生き物なんだ!!　だったらやられっ放しで終われるか。あの巨大な船でお前達がもたらしたのは紛れもない滅亡だった。でも、だからこそ、そこから結果を出さなきゃ終われないんだよ!!」

「っ」

　そして、ついに押す。

　無邪気なまでの最悪の声が、息が、詰まる。

「悲惨だから学ぶんだ。辛いからこそそれ以上にもぎ取らないと気が済まないんだ！　お前がもたらしたものが滅亡であれば滅亡であるほど、俺達は強く伸びる。あの学校で、最初の一撃で殺し切れなかった時点で小さな雪球は坂を転がり始めている。今から慌てて押さえ込もうとしたところで、俺達の伸びはお前の予測なんか超えてんだよ!!　最初に考えていた、ただの復讐なんかで終われないほどに!!!!!!」

　ピキパキと亀裂の走る音が響いてきた。

　水晶少女のアイネの方からではない。突撃を続けているはずのアナスタシアの方からだ。

「ああそうだ、みんな助けたかった。絶対無理って分かっていても！」

　少年は、吼ほえる。

　絶対の敵対者、世界最強の難問排除に向けて。

　真っ向から。

「ゲキハや水晶化した生徒や先生だけじゃない、一いち縷るの望みや復ふく讐しゆうに猛たけるマリカを助けたかった。車椅子の生徒会長の笑顔だって守りたかった！」

　復ふく讐しゆうに走るのが正しいと分かっていても、何かが腑ふに落ちなかった。

　ロンドンでデモに参加していた普通の人達を助けるために身をなげうった時、奇妙な充足感があった。

　あれが自分の本質だとすれば。

　世界最強の難問排除をここまで追い詰めた原動力だって、きっと!!

「仇あだ討うちなんかに染まるなって!!　あの幸せな学校にいた頃の自分を忘れるなって!!　言ってやりたかったんだ。だから少しでも肩代わりして、彼女達が決定的に染め上げられるのを止めたかった！　殺されるアンタ達からすればお笑わらい種ぐさでもあってもな、こっちはそんなもののために命を懸けてきたんだッッッ!!!!!!」

　気がつけば、彼女の顔いっぱいに汗があった。

　そして彼女は口元に笑みを張り付かせ、吐露するように言い放った。

「確かに、そうかもしれない」

　だが。

　世界最強は、あくまでも世界最強だった。

「だが、その公式は人間でなく自ら文明を紡ぐでもない完全分離型の水晶花には当てはまらない」

「ッッッ!!!???」

　急速に。

　アイネの持つ半透明の日本刀の方に亀裂が移っていった。重圧が伝でん播ぱするように彼女の蒼あおざめた掌てのひらや腕にまで伝わっていく。

　彼女が砕ければ、カルタもカルタで守りを失う。

　そうなればアナスタシアの一撃を避けられない。だが今さらアイネに命令してもアナスタシアを押し返す事はできないだろう。

　息を吸って、吐く。

　この仇あだ討うちを終わらせるために必要な事は何か。

　考え、結論し、そして歌うた貝がいカルタは叫んでいた。




「戻れ、アイネ!!」




　アナスタシアとアイネ、双方から虚を衡かれたような表情が出た。

　そしてアイネが後ろへ下がる。そのままずるりとカルタの腹の中へ華きや奢しやな少女が吞のみ込こまれていく。

　壁が、堰せきが、栓が失われればどうなるかは必然。

　最高速度の突撃が敢行された。

　ドッッッゴッッッ!!!!!!　と、アナスタシアの腕が、まとわりつく黄色と黒の装甲が、そこから伸びた長い爪のようなものが、少年の脇腹をぶち抜く。弱体化していた障壁、空間振動領域など一撃だ。くの字に折れた彼の口から血の塊が吐き出される。

「ぶっ」

　そしてアナスタシアはアナスタシアで気づく。

　この感触、伝わった手触り。ぞわりと背筋に感じた事のない感触を覚え、そしてついに頭の中で言語化する。

（急所を、外した？）

　実感から言葉が浮かび、しかし知識が再度否定する。急所の位置は間違えていない。目を瞑つむって染しみ込こんだ癖だけでも迷わず貫ける。にも拘かかわらず、現に歌うた貝がいカルタは即死しない。彼の瞳はまだ生きている。

　パキパキという音があった。

　水晶に包まれ、傷が修復されていく……のではない。

（いいや、自分からわざと傷をつけ、体内に水晶を生じて内臓を持ち上げたのか!?　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの配置そのものを強引に組み直しただと……!!）

「ごっ、ぶ」

　アナスタシアの一撃か、あるいは強大極まる自らの負荷か。カルタの口から血の塊が飛び出す。

　だが笑う。

　少年は獰どう猛もうに笑う。

　ぐっ、と力がかかる。

　突き出されたアナスタシアの右腕を両手で摑つかみ、さらなる血の塊と共にカルタは唱える。

「出ろ！　アイネッッッ!!!!!!」

　そう、水晶花は展開さえしなければ半透明の装甲はダメージを負わない。本人が生身で攻撃を受ける覚悟さえあれば、絶対の安全地帯に切り札を温存しておく事ができる。

　だから、少年は最強の兵器を体の中に隠した。

　隠して、取り出した。

　全てはこの一瞬、アナスタシア＝ブラストの首を取るために。

「ッッッ!!!???」

　世界最強の両目が大きく見開かれる。

　喉が干上がったような顔は、おそらく彼女自身生まれて初めて浮かべたもの。

　あの洋上水晶魔法学園で全員の顔に刻みつけられた、それ。

　つまりは……驚きよう愕がくと恐怖。

　そして。

　そして。

　そして。

　標的の腹をぶち抜いてしまったが故に、アナスタシアがほんの数秒だけ動きを拘束されたその間に。くの字に折れて背中を丸める男の背中がもぞりと蠢うごめいた。

　紫系のブレザーがめくれる。

　そこから上半身を飛び出させたのは、青い青い蒼あおざめた肌を持つ繊細な死神。水晶のように冷たい素材でできた日本刀に、十手のように枝分かれしたレーザービーム照射用の短銃。絶対殺害圏内に標的の顔を捉え、白の装束に身を包む水晶少女アイネはあくまで時と計けい仕じ掛かけのように正確に動く。




　音など、なかった。

　ただその斬撃は、女の肩口から入って袈け裟さに切り捨てた。
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　意識が朦もう朧ろうとする。

　自分が何で立っていられるのか、歌うた貝がいカルタは自分で理解できなかった。ずるりと長い爪が抜けた脇腹から、信じられない量の血が溢あふれている。これだけの出血なら、自分の方こそ死んでいなければおかしいはずなのに。

　だけど、何故なぜだか。

　先に倒れた黄色と黒の軍服の女。こいつは上から見下ろさなければならないような気がした。

　勝った者の務めとして。

「カルタッ!!」

　幼おさな馴な染じみのマリカが慌てて駆け寄ってくる。水晶少女のアイネと二人掛かりでぐらつく体を支えてもらって、ようやく彼は鉄てつ錆さび臭くさい息をそっと吐いた。よほど深い傷だったのか、パキパキという水晶が広がっていく音が止まらない。

　足元で倒れているのは、美しい金髪の女。

　こいつはもう助からないだろうと、カルタは何となく把握できた。アナスタシアもアナスタシアで、命乞いをする様子はなかった。

　黄色と黒の装甲が、溶けていく。

　うつ伏せに倒れ、顔を横に向けたままゆっくりと動きを止めようとする女に、カルタはこう尋ねていた。

「腕が抜ける前に、手首をひねって傷口をかき回す事もできたはずだ。そうしていれば、修復中の体内を砕いて二度と元に戻らないように……つまり殺せたはずだ。何でやらなかった？」

　今さらのように、ぎょっとした顔でマリカがカルタの横顔を見る。一歩間違っていれば、いや正しく進んでいれば、彼は助からなかった。その綱渡りぶりを目まの当あたりにしたように。

　一方で、アナスタシアはこちらを見なかった。

　もう視力はないのかもしれない。

「言ったはずだろう……」

「何を」

「これが私の終末まいにちだと。いつものように誰かを滅ぼし、いつかどこかで誰かに滅ぼされる。それが今日だというのなら、世界最強は返上せねばなるまい……。道連れや同士討ちに興味はない、私はただの女となり、お前が世界最強となったのだ」

「……、」

「だが気をつけろ」

　どこに向けているかも分からない酷薄な笑みを浮かべ、彼女はそう続けた。

「今この時よりお前達を待っているのは、世界最強の存在として脅威と戦う事を押し付けられる人生だ。同じ人間からも身勝手な協力やライバル視などで足を引っ張られ続ける、自分達以外に誰も味方のいない最強の道だ。降りたくなったら、一瞬でも良いい、油断しろ。たちまちにお前達は貪り食われるぞ。外の脅威か、内の人間かにな」

　カルタ、アイネ、マリカ、キョウカ。

　この四人が、昨日までの五人の代わりに君臨する。

　そんな四天王の時代がやってくる。

　彼女はそう言っているのか。

「興味ないよ、最強なんか」

「だが逃げられない」

「……、」

「かつての私達がそうだったように、お前達もまた『世界最強』からは逃げられない」

「お前達は」

　水晶化による修復が間に合うか、死亡扱いで全身が固まるか、当の少年にも断言できない。今にも途絶えそうな意識を必死に保ち、何故なぜだかカルタはこう尋ねていた。

　答えを知りたかった。

「お前達難問排除は、結局何だったんだ。一体どこから始まった……？」

「ありふれた小娘と仲間達。それが最強の冠に縛られる前の全てさ」

　もはや呪いに近い言葉だった。

「そして私は返上した。世界最強の暴挙は、世界最強であるからこそ正当性が認められる。よって落ちた私の言動を擁護する材料は何もない。だからこう言わせてもらおうか、ここまで辿たどり着ついた愚かなる次の最強君」

　そこまで言って。

　命の火が消える最後の最後の力を振り絞って、アナスタシア＝ブラストはこう洩もらした。




「グリモノアの件は済まなかった。脅おびえていたんだよ、私達はな……」




　世界最強。

　その最後の一人が今、消えた。

　そこまで聞き出したカルタもまた緊張の糸が切れ、ぐらりと意識が黒く染まった。

　耳元で誰かの叫び声が聞こえた気がしたが、もう答える事はできない。

　彼の仇あだ討うちは。

　少年の魂を支えていたものは。

　この日、この瞬間に、終幕の時を迎えたのだ。








行間四









　かつて世界最強の魔法使いはこう尋ねた。

『水晶花……？　こんなものが本当に我々を打倒して、次の最強に結びつくのか』

　かつて盟友だった老人はこう答えた。

『もちろんだとも。そして数を揃そろえれば、もう個人に世界の歪ゆがみを集中させる必要もない。これからは水晶魔法が君達を守る。だから君達は舞台を降りても良いんだよ、アナスタシア君』








終章









　正直に言って。

　歌うた貝がいカルタは世界最強の五人、難問排除への仇あだ討うちを終えた後の人生について考えてこなかった。というより、それを成し遂げられる可能性さえ明確なビジョンとして浮かんでいなかった。途中のどこかで殺されるか、復ふく讐しゆうを終えて南国の洞窟で眠る風かざ向むきゲキハ達を追跡者から守り抜いた後は各国政府の追っ手に捕まって死刑判決を受けるか、裁判もなく秘密裏に始末されるか。そんなものだと思っていた。

　まして脇腹を貫かれて出血多量。

　水晶魔法の恩恵を受ければ致命傷でない限り、三〇秒でどんな深手も治ってしまう。しかし、剝離した水晶片はロンドン、北欧、アメリカとあちこちにばら撒まいてきた。そろそろ足取りを摑つかまれ、包囲網を狭められ、捕まる頃のはずだった。

　だが違った。

　世界とは、彼らが信じてきたよりずっと極彩色にできているらしかった。

　彼が目を覚ましたのは、一目で医療先進国のそれと分かる最高級の設備だった。水晶魔法のおかげで傷口自体は勝手に塞がっているはずだが、やはり極度の疲弊は否定できない。輸血があるのもありがたかった。

　窓に鉄てつ格ごう子しはなく、扉も自由に開放されている。

　決して国際的なテロリストに対する扱いではない。

　いいや。

　彼らはテロリストではなかった。

「ようこそ新たな世界最強の皆様。その冠を戴いただく三人、いえ四人ですか」

　サングラスに漆黒のスーツ。

　無個性が逆にユニフォームのように際きわ立だつ、映画の中の住人のような大男が告げる。

「今は無用な混乱を避けるために公表を控えておりますが、国際世論の様子を考慮した上で、近く正式にアナウンスされる事でしょう。古き一つの時代が終わり、次なる一つの時代がやってきたのだと。世界最強とは五人組の難問排除ではなく、四人組の水晶魔法使いへ上書きされたのだと」

「……、」

「誰もが新しい世界最強の四人に憧れ、あなた達の取り扱う水晶魔法は圧倒的な速度で全世界に普及していく事でしょう。歌うた貝がいカルタさん、あなたのように完全独立型を呼び出せる才能がどれだけいるかは分かりません。世界であなた一人かもしれないし、案外身近にポコポコいるものなのかもしれない。そうなった場合、『蒼あおざめた少女達』は身近な隣人として学校や職場で受け入れられるかもしれませんね。まさしく、世界の景色が変わる瞬間です。かつて難問排除が、テレビの中の人気者だったのと同じように」

「どういう、つもりだ……？」

「どうもこうも。我々は常に世界最強と、彼らを頂点に据えた時代に寄り添うのみです。いつの日か、脅威に震える事のない時代を創るために」

「だがそれでは困る人間も大勢いるだろう。アンタがどこの国のエージェントなのかは知らないが、バタバタ倒れる政権だってあるんじゃないか。いいや、次の政権の樹立を待つまでもなく、そのまま消えてしまう国家だって。難問排除、世界最強の五人。世界はそれだけあの連中に依存しきっていたんだから。精神的なカリスマという意味でも、物理的なインフラという意味でも」

「かもしれません」

　黒服は肩をすくめて、

「ですが、だとしたら何だというのでしょう？」

「……、」

　何か。

　得体の知れない何かが、ベッドの上にいるカルタの背筋を撫なでる。

「ごみ処理、電力、工業、食糧、そして軍事。数々の世界的インフラの要かなめが倒れた事で確かに混乱は生じていますが、人間はあるべきところに自然と収まるものです。若干の変化こそあれ、収束していきますよ。どれだけ文句を並べたとしても、人は新たな時代に適応しなくてはならないのですからね」

「お前は……」

「かつて多くの国がありました。多くの文明がありました。しかしその多くが倒れていきました。それでも、人類『全体』は滅びていない。脅威の具体的リスクにさらされた今この瞬間も。だとしたら、その自然な成り行きを今さら忌避する必要がどこにあるというのです？」

「……一体、どこの人間なんだ」

「さあて、どこでしょう？」

　未いまだに正体の見えない脅威とも、アナスタシア＝ブラストを中心にしたあの五人とも違う。

　もっと得体の知れない、ドロドロとした。

　世界最強さえも利用する、担かつぐだけ担かついで蜜をすする。

　深い深い、闇の部分。

「今はご自愛くださいませ、歌うた貝がいカルタ様。我々は世界最強たるあなたの思い描く、新しい世界を焦がれております。誰よりもね」

　それだけ言うと、黒服の大男は傍かたわらのサイドテーブルに果物の入ったバスケットを置いた。

　去り際に、彼はこれだけ付け加えた。

「そうそう、洋上水晶魔法学園グリモノアの件ですが」

「……難問排除は消えた。あれも公表するのか？」

「そうでなければ次なる世界最強の『武勇伝』を喧けん伝でんできませんから。何でしたら切手よりも小さなプリント基板で制御される水晶花の世界的な普及を睨にらんで、『二隻目』の就航を考えても良いかもしれませんね。いずこかに消えたご学友達もいずれ目を覚ます事を考えれば、なおさらに。もちろん、もしもあなた達がお望みであればの話ですが」

「アンタ達は、どこまで知っている」

「東南アジアの素敵な青い洞窟の話ですか？　おそらくは、あなた達以上に、とだけ。ああ、詳しい話は生徒会長の表おもて参さん道どうさんにお尋ねください。思った以上に早く回復するでしょうから、彼らの居場所を用意するという意味でも、やはり『二隻目』は必要ではないかと。あなた達の『武勇伝』も込みで」

　そこまで言って。

　広い広い病室の出入口で彼はこちらを振り返って。

　感情の読めないサングラスのすぐ下で、唇の端を歪ゆがめて。

　笑って、言った。




「まあもちろん、公表についてはいつも通り我々の関与を覆い隠した上でとなるがね」




　それだけだった。

　今のカルタには、男の背中を追いかける事もできなかった。

　何が世界最強か。

　アナスタシア＝ブラストの最さい期ごの言葉が脳裏をよぎる。

『グリモノアの件は済まなかった。脅おびえていたんだよ、私達はな……』

　脅おびえていた。何に対して？　てっきり最初は外からの脅威や内から足を引っ張るカルタ達水晶魔法使いの事かと思ったが、もしかすると全く別の何かを指していたのかもしれない。

　ベッドの上で機材に繫つながれたまま歯は嚙がみする少年の元へ、見知った少女達が訪ねてきた。

　巻き髪ツインテールの幼おさな馴な染じみの雨あま脚あしマリカ。

　車椅子の生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカ。

　これに歌うた貝がいカルタを加え、新しい世界最強とやらが勢せい揃ぞろいだ。

「あのさ、カルタ」

「事情は聞いた。『難問排除』は紛れもなく倒すべき仇かたきだった。だけどそれ以外にもお膳立てをしたヤツらがいる。海に沈んでいく俺達の学校を見てくすくす笑うヤツらが」

「だとすると、ねえ。カルタ君……」

「そうです、表おもて参さん道どうさん。俺達の仇あだ討うちは、ここで奇麗に終わる訳じゃないらしい」

『二隻目』とヤツらは言った。

　意外と早く目が覚める風かざ向むきゲキハ達のための居場所も必要だろう、と。

　用意できるという事は、それを奪えるという事でもある。

　カルタ達がヤツらの望む『最強』でなければ、利益を生み出す『最強』にならなければ、ヤツらはまた他の『最強』に鞍くら替がえする。そうなった時、用済みとなったカルタ達がどうなるかは目に見えている。

『難問排除』。

　仰ぎよう神しん魔ま法ほうを使うかつての世界最強がどうなったのか。

　それが分からないとは言わせない。

　このままレールに乗っかれば、骨抜きにされたカルタ達もいずれああなる。かと言って無目的にレールから外れれば、確実な破滅が待っている。

　それが嫌ならば、力がいる。

　誰も予想のつかなかった幸せな結末に辿たどり着つくための、もっともっと強い力が。

「励起」

　カルタが口の中で呟つぶやくと、手術衣の腹の方から蒼あおざめた少女がずるりと這はい出でてきた。

　有史以来どんな神話や宗教でも語られた事のない、謎めいた水晶少女。

「個体識別名称アイネ、励起完了。どうぞご命令を、にえさま」

　ゆっくりと、息を吸って、吐く。

　ここから先は立場が変わる。挑戦者としてではなく王者としての生活が始まる。つまり、自由度が変わってくる。

　かつて絶壁として立ち塞がった、難問排除。

　あの五人でも為なす術すべもなく翻弄されるのが精一杯だった、正真正銘の邪悪。

　それが見えてくるかもしれない。

　だから、少年は問われた通りに力のある言葉を出力した。

　静かに首を傾かしげて命令待機する水晶少女に向けて。




「このまま仇あだ討うちを続行する。黙って俺について来い」




　彼らはあくまでも、光の下ではなく闇の中を駆けていく。

　掃いて捨てるほどの世界最強。そこで立ち止まる少年達ではない。







[image: ]








あとがき









　鎌かま池ち和かず馬まです！

　何故なぜか時々書いてみたくなる復ふく讐しゆうモノです。これまでその時々で少しずつ溜めてきたアイデアをぎゅっと凝縮。最初はもっとドロドロしていたんですけど、紆う余よ曲きよく折せつあってこのような形にまとまりました。無事に一冊の形にできて何よりです。







　魔法についてはあれこれ悩みましたが、今回は天気とカレンダーに軸足を置く事に。二〇一二年に地球が滅亡するといった話がまことしやかに語られた、中南米のカレンダーは皆様の記憶にも残っているのではないでしょうか。一九九九年から二〇一二年、そして今度はＡＩが人類を上回る『具体的な期限』が決まっているとか。メシのタネとはいえ、ほんとに向こうの業界の方々はあちこちから見つけてくるなあとは思いますが。けどまあ、それをいちいち覚えている時点でしっかり私も琴線を刺激されているのか……。でもって話を本題に戻しますと、これに限らず古今東西あらゆる文明では一年を通した気候や気象条件を正確に読み解き、主に防災、安定した食糧供給、船の運航などに役立てようとしていた……という経緯があります。作中でも語っている通り、『個人としての神官や巫女みこが大衆を統治し文明を築く、特別な力の源』としては悪くないテーマかな、と。

　宇宙から降り注ぐ力と地球中心核にある『原初の水すい晶しよう胚はい』、二つのエネルギーのぶつかり合いについても、オカルトな高気圧と低気圧という形にまとめて、『これを自覚的に読み取れる者だけが力を利用できる、麦を育て水害を防ぎ船の帆を張れるのだ！』という形で魔法を整えています。……実はこれ、当初はオーロラとかの方がイメージ的に奇麗かな、とも思っていましたが、気象予報の形で魔法ルールをまとめるために統一してみました。お天気お姉さんをハロウィンの魔女に、バックに広がる等圧線を魔法陣に見立てている訳ですね。（一隻目では）結局開催する事のなかった全学大会、その別名が『カタストロフ』であり『災厄を乗り越えるという競技内容』だった事、その先に正体不明の脅威を見据えていた事なども彼らの一つの到達点に相応ふさわしいかな、と。いかがでしたでしょうか。

　仰ぎよう神しん魔ま法ほうについては世界大気を読み取るほどの力はない一方で、局所的には人工降雨のように気象条件を人間側が決定できる、といったものをイメージしています。

　こう考えると、水晶魔法と仰ぎよう神しん魔ま法ほうの間には絶対的な壁がある、だけど水晶魔法には仰ぎよう神しん魔ま法ほうにはない可能性がある……という力関係も分かりやすいかなと。

　とはいえ、そのまんまカレンダーや天球儀をステッキ代わりに振りかざすとシュールな絵になりそうでしたので、この辺りをまとめて電子制御する、という形にアレンジ。剝むき出だしのＩＣやＬＳＩではそれはそれで味気ないので、シリコンウェハー、ケイ素、ケイ素性生命体か……とイメージを膨らませていって、最終的に水晶花という形にしています。

　どうやら私はケイ素性生命体にロマンを感じる人なようで、ブラッドサインに続いてこちらでもメインのギミックに据えています。主人公の武器が完全命令実行型の無表情女の子……というのも、多分ロマンの一個でしょう。

　水晶花とアイネ。二つを組み合わせて、豪ごう華か絢けん爛らんでありながら繊細で壊れやすい、相反する記号を盛り込めたかなと思っているのですが、ジャッジは皆様にお任せします。







　加えて、全体のテーマに『最強』というフレーズがあります。ただし、『最強』のキャラクターが暴れ回るという事の他に、『最強』というシチュエーションが何をもたらすか、にも大きな軸を設けてみました。これは特に、四章後半から終章辺りが顕著だったのではないかと。

『最強』という存在は、ただ個人として成立するものではない。

　とあるルールへ器用に乗っかった者が『最強』となるのか、あるいは『最強』となった誰かが全体のルールそのものを捻ねじ曲まげてしまうのか。

　仰ぎよう神しん魔ま法ほうが『最強』だった時代にとっては、仰ぎよう神しん魔ま法ほうの使い手が最も居心地の良いい世界が構築されています。その持続と繁栄のために犠牲を強いられる者も。

　ですが、水晶魔法が台頭してくると、今度は彼らが仰ぎよう神しん魔ま法ほうの圧迫に入っていきます。

　一見するとスタンダードな復ふく讐しゆうモノに見えますが、この辺りの、ある『最強』を別の『最強』が上書きし、喰くらい尽くしていく、淘とう汰たのイメージも体感していただければと。全体の構造を見渡せば、『難問排除』の五人が冒頭にどうしてあれだけ理不尽な真似まねをしたのかもお分かりになると思います。

　そして水晶魔法の前から、仰ぎよう神しん魔ま法ほうの前から、ずーっとこの作品世界ではこんな不毛なサイクルを繰り返していて、人間を炉に入れてハンマーで叩たたくようにして、少しずつ文化文明を鍛えていったんだろうなあ、というのも。

　では『最強』とは何なのか。

　それを担かついで一番の利益を得ているのは誰なのか。

　その辺りにも思いを馳はせていただければ、作品世界がぐっと広がるなあ……などと思いながら設定を組んでみました。

『最強』は、その力を持もて囃はやす囲いがなければ成立しない。

　実は『最強』というのはキャラクター当人ではなく、そのシチュエーションが作り上げているモノ。さらに言えばレールに乗せて、背中を押している周りの方がおぞましいのでは？　と考えたりしているのですが、皆様はいかがでしょう。

　そして。

　その囲いさえ壊してこそ、真なる『最強』と呼べるのではないかな、と。




　イラストのMika Pikazoさんと担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、山やま本もとさん、見み寺てらさんには感謝を。新しいシリーズ、よろしくお願いします！　一応学校の制服はあるものの、水晶魔法の追加装甲のおかげでちっとも楽はできなかったと思われます。色々ご迷惑をおかけしてしまってすみませんでした。

　そして読者の皆様にも感謝を。容赦のないバトルが続きましたが、それを支えていたのは少年少女の交流。自分なりに緩と急を強く意識して挑戦してみたのですが、いかがでしたでしょうか。正攻法では進まないし、勝ったところで望んだ通りの結果がやってくるとは限らないけど、それでも全力で戦い抜いた少年達の物語。楽しんでいただけたらと願っております。




　では、今回はこの辺りで。




　メイン武器が刀っていうのも自分的には珍しいかも？


鎌かま池ち和かず馬ま　
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